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本書について

本書は、IBM ServeRAID-3H Ultra2 SCSIアダプター または IBM
ServeRAID-3L Ultra2 SCSI アダプター の取り付けおよび構成に必要な情報
を提供します。 本書にある構成および参照情報を使用して、一部の IBM
Netfinity および PC Serverシステム・ボード上に提供されている IBM
ServeRAIDコントローラーを構成することもできます。

本書の構成

第1章, 『はじめに』 には、IBM ServeRAID-3Hおよび ServeRAID-3Lア
ダプターに関する概要、アダプター・オプション・パッケージの内容リス
ト、取り付けの概要、および RAID テクノロジーに関する一般情報が含まれ
ています。

第2章, 『アダプターの取り付けと配線』 は、ServeRAID-3Hおよび
ServeRAID-3Lアダプターの標準機能に関する情報、ならびにアダプター取
り付けおよび配線に関する指示事項を提供しています。

第3章, 『構成プログラムの使用』 は、IBM ServeRAID構成プログラムお
よびIBM ServeRAIDミニ構成プログラムの使用法を説明しています。
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー に接続される 1 つまたは複数
の装置を構成するときに、この章にある情報を参照することができます。

第4章, 『デバイス・ドライバーおよびユーティリティー・プログラムのイン
ストール』 は、ServeRAIDデバイス・ドライバーおよび IBM ServeRAID
Configuration CD で提供されているプログラム、ならびに ServeRAID アダ
プター付属のディスケットをインストールするのに必要な説明を含んでいま
す。

第5章, 『ユーティリティー・プログラムの開始および使用』 は、
ServeRAID管理/モニター、IPSSEND、および IPSMONの各プログラムの
始動および使用に関する説明を含んでいます。これらのオペレーティング・
システム固有のプログラムを使用して、ご使用の ServeRAIDサブシステム
の保守および監視を行うことができます。
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第6章, 『ServeRAIDの問題の解決』 は、ServeRAID POSTエラー・コー
ドおよび始動メッセージについて説明しています。本章には、障害の生じた
ドライブの再構築に関する基本的情報も含まれています。

第7章, 『ヘルプ、保守、情報の入手』 は、WWW サイトにアクセスして
ServeRAIDアダプターおよびコントローラーに関する最新のコードおよび情
報アップデートを入手するための情報も提供しています。

付録A, 『特記事項』 には、製品に関する注意、および商標が含まれていま
す。

本書で使用する注意

本書には、以下のような情報を強調するための注意事項が含まれています。

 � 注:

重要なヒント、指針、助言が書かれています。

� 重要:

プログラム、装置、またはデータに損傷を及ぼすおそれがある注意事項
を示します。重要とした注意事項は、損傷を起こすおそれのある指示や
状態の記述の直前に 示します。
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第1章 はじめに

本書は、IBM ServeRAID-3H Ultra2 SCSIアダプター または IBM
ServeRAID-3L Ultra2 SCSI アダプター の取り付けおよび構成に必要な情報
を提供します。これらの高性能 RAID アダプターは、高度のハイパフォーマ
ンス、柔軟性、および信頼性の高いデータ格納を必要とするデータ格納環境
に最適です。(詳細については、14ページの『アダプターの機能』 を参照し
てください。)

本書にある構成および参照情報を使用して、一部の IBM Netfinity および
PC Server システム・ボードに提供されている IBM ServeRAID コントロー
ラーを構成することもできます。

本章の内容:
オプション・パッケージの内容 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .2
導入の概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3
RAID テクノロジーとは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5
インターリーブ・デプスおよびストライプ単位サイズ . . . . . . . . . . . 5
サポートされる RAID レベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6

RAID レベル 0 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .6
RAID レベル 1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8
拡張 RAID レベル 1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .9
RAID レベル 5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .11
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オプション・パッケージの内容

本書に加えて、ServeRAIDオプション・パッケージには次のものが含まれて
います。

� IBM Netfinity ServeRAID-3L Ultra2 SCSI アダプター または
IBM Netfinity ServeRAID-3H Ultra2 SCSI アダプター

重要:
指示があるまで、アダプターが入っている静電気防止袋を開けないでく
ださい。
 

� IBM ServeRAID サポート・パッケージ

– IBM ServeRAID Configuration CD

– IBM ServeRAID Device Driver ディスケット

詳細については、61ページの第4章、『デバイス・ドライバーおよびユー
ティリティー・プログラムのインストール』を参照してください。

� DASD ステータス・ケーブル (PC Server 330使用)

� IBM ServeRAID チャネル 3 ケーブル・オプション・キット

このケーブルは ServeRAID-3Hアダプターにのみ付属しています。こ
のケーブルを ServeRAID-3Hアダプターに接続し、内蔵 SCSIチャネ
ル・コネクターを外付けコネクターに変換することができます。詳細に
ついては、15ページの『ServeRAID-3Hアダプター』を参照してくださ
い。

 

上記のどれかが欠落または損傷している場合は、お買上げ店にご連絡くださ
い。
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導入の概要

本書には、IBM ServeRAID-3Hアダプター、ServeRAID-3Lアダプター、
および ServeRAIDコントローラーに関する参照、導入、構成、および管理
情報が含まれています。本書に加えて、安全に関する情報、コネクター位
置、ならびにアダプターおよびハード・ディスク取り付け説明に関して、ご
使用の IBM サーバーの資料を参照する必要もあります。

ご使用の IBM ServeRAIDサブシステムの導入または構成に必要となる情報
は、ご使用の ServeRAIDアダプターまたはコントローラーのタイプならび
にユーザーの RAID テクノロジーに対する理解によって異なります。

IBM ServeRAID サブシステムの一般的な導入および構成手順は以下のよう
になります。

1 RAID テクノロジーについて理解します。

本章の 『RAID テクノロジーとは』 セクションには、RAID テクノ
ロジーに関する一般情報が含まれています。RAID テクノロジーの
IBM インプリメンテーションについてすでに十分理解されている場合
は、インストールをステップ 2 からはじめて構いません。

2 ServeRAID-3Hまたは ServeRAID-3Lアダプターを取り付けます。

第2章, 『アダプターの取り付けと配線』 は、ServeRAID-3Hおよび
ServeRAID-3Lアダプターの標準機構について説明し、またアダプタ
ーの取り付けおよび配線に関する指示が含まれています。IBM
Netfinity または PC Serverシステム・ボード上の ServeRAIDコント
ローラーをご使用の場合には、本章の説明は必要ありません。

3 ServeRAID構成プログラムを使用し、ディスク・アレイを構成しま
す。

第3章, 『構成プログラムの使用』 は、IBM ServeRAID構成プログ
ラムおよび IBM ServeRAIDミニ構成プログラムの使用法を説明して
います。ServeRAIDアダプターまたはコントローラー に接続される
1 つまたは複数の装置を構成するときは、本章の情報あるいは構成プ
ログラム中のオンライン情報を参照することができます。
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重要:
ストライプ単位サイズのデフォルト設定値は 8 KB1です。異なる設定
値を使用したい場合は、論理ドライブにデータを格納する前に、スト
ライプ単位サイズを変更してください。データをドライブに格納した
後は、ストライプ単位サイズを変更すると論理ドライブのデータが破
壊されます。(詳細については、5ページの『インターリーブ・デプス
およびストライプ単位サイズ』および 49ページを参照してくださ
い。)

� ServeRAID-3H Ultra2 SCSI アダプター または ServeRAID-3L
Ultra2 SCSI アダプター を構成する場合は、21ページの第3
章、『構成プログラムの使用』 の説明を参照してください。

� IBM Netfinity または PC Server システム・ボードの標準機構と
して提供されている IBM ServeRAIDコントローラーを構成する
場合には、サーバーの構成プログラムを開始する方法について、
サーバー付属の導入の説明および CD を参照してください。

4 オペレーティング・システム、ServeRAIDデバイス・ドライバー、お
よび ServeRAIDユーティリティー・プログラムをインストールしま
す。

複数の ServeRAIDアダプターをインストールしていて、またすでに
オペレーティング・システムおよび ServeRAIDデバイス・ドライバ
ーおよびユーティリティー・プログラムの最新バージョンが導入して
ある場合には、このステップをとばして構いません。

� ServeRAID-3H Ultra2 SCSI アダプター または ServeRAID-3L
Ultra2 SCSI アダプター のためにこれらのファイルをインストー
ルする場合は、ご使用のオペレーティング・システム付属の説明
および61ページの第4章、『デバイス・ドライバーおよびユーティ
リティー・プログラムのインストール』を参照してください。

� IBM Netfinity または PC Server システム・ボード上の標準機構
として提供される IBM ServeRAIDコントローラーのためにこれ
らのファイルをインストールする場合は、ご使用のサーバー付属
の導入の説明および CD を参照してください。

1 KB は約 1000バイト。
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デバイス・ドライバーおよびユーティリティー・プログラムを導入し
た後に、91ページの第5章、『ユーティリティー・プログラムの開始お
よび使用』 を参照してください。

RAID テクノロジーとは

RAID とは、コンピューター内の複数のハード・ディスク・ドライブを 1 つ
のアレイ にグループ化する技術です。アレイには、1 つまたは複数の論理ド
ライブを定義することができます。各論理 ドライブは、オペレーティング・
システムからは 1 つのドライブとして見えます。このグループ化の技法によ
って、論理ドライブの容量、およびパフォーマンスが、単一のハード・ディ
スク・ドライブの場合の物理的制限を超えて大きく拡張されます。

複数の物理ハード・ディスク・ドライブを 1 つの論理ドライブにグループ化
する場合、ServeRAIDコントローラーは、アレイ内の複数のドライブから並
列でデータを転送することができます。この並列転送により、データ転送速
度が非アレイ・ドライブよりも何倍も高速になります。このような高速化に
よって、システムは、マルチ・ユーザー・ネットワーク環境のスループット
(一定時間における作業量) または生産性のニーズにさらに適切に対応できる
ようになります。

複数のデータ要求に応答できる機能により、スループットが目覚ましく増大
するだけでなく、応答時間が減少します。並列転送と複数要求に対する同時
応答を組み合わせると、ディスク・アレイはネットワーク環境で最高レベル
のパフォーマンスを提供することができます。

インターリーブ・デプスおよびストライプ単位サイズ

RAID 技術を使用すると、ハード・ディスク・ドライブのアレイ全体にデー
タが ストライプ されます。このデータ配分構造は、オペレーティング・シ
ステムがデータを要求する方法を補うものです。

あるファイルのデータがアレイ内の 1 つのドライブに保管される場合の、後
続のデータがアレイ内の次のドライブに保管されるまでの細分性は、インタ
ーリーブ・デプス と呼ばれています。

ストライプ単位サイズをシステム入出力要求のサイズに近いものに設定する
ことにより、インターリーブ・デプスを制御し、ServeRAIDコントローラー
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のパフォーマンスを最大化することができます。ストライプ単位サイズとし
て、8 KB, 16 KB, 32 KB,または 64 KB が設定できます。たとえば、一
般的に大きなデータ・ブロックを含むトランザクション・ベースの環境のパ
フォーマンスは、ストライプ単位サイズが 32 KB または 64 KB に設定され
たときに最適となりますが、一般的に多数の小さいデータ・ブロックを含む
ファイルおよび印刷環境のパフォーマンスは、ストライプ単位サイズが
8 KB または 16 KB に設定されたときに最適となります。

アレイ内の最初のドライブから最後のドライブまでの集合体 (こうしたスト
ライプ単位が論理順序に並んだもの) が、ストライプ と呼ばれます。 (詳細
については 49ページを参照してください。)

サポートされる RAID レベル

ディスク・アレイは、パフォーマンスおよび信頼性を向上させるために使用
します。向上の度合いは、サーバー上で実行するアプリケーション・プログ
ラムと論理ドライブに割り当てる RAID レベルによって決まります。

ServeRAIDアダプターおよびコントローラーは、RAID レベル 0, RAID レ
ベル 1,拡張 RAID レベル 1,および RAID レベル 5 をサポートします。
 

RAID レベル 0

RAID レベル 0 では、アレイ内のすべてのドライブにデータがストライプさ
れます。これによって、速度は大幅に上昇しますが、データの冗長性は提供
されません。RAID レベル 0 は、利用できる RAID レベルの中で最大の容
量を提供します。これは、冗長データやデータ・パリティーの格納用のスペ
ースが必要ないためです。
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下図は、3 台のハード・ディスク・ドライブを 1 つの RAID レベル 0論理ド
ライブとして定義したときのデータの配置を示します。データはアレイ内の
すべてのドライブ間でストライプされていますが、データのコピーまたはパ
リティー情報は格納されていないことに注意してください。

アレイ内でハード・ディスク障害が起きると、RAID レベル 0 が割り当てら
れている論理ドライブのデータは失われますが、失われるのは、その論理ド
ライブ内のデータだけ です。同じアレイ内に RAID レベル 1 または 5 が割
り当てられている論理ドライブがある場合、そのデータは失われません。

注: ServeRAIDコントローラーは、ハード・ディスク・ドライブが 1 台だ
けしか含まれていないアレイ内のすべての論理ドライブに対して、自動
的に RAIDレベル 0 を割り当てます。

障害の生じたドライブを交換すると、ServeRAIDコントローラーはすべての
RAID レベル 1 および RAID レベル 5 論理ドライブを自動的に交換された
ハード・ディスクに再構築します。ただし、障害が起きた RAID レベル 0
の論理ドライブ内にあったデータは失われます。

データを失うリスクはありますが、論理ドライブのいずれか 1 つに RAID
レベル 0 を割り当てて、この RAID レベルで得られる速度を利用したい場
合があります。毎日バックアップをとっていて、かつ安全性が最大の重要事
項ではないようなデータ、つまり簡単に作成し直すことができるデータを入
力するのに、この論理ドライブを使用することが考えられます。また、作業
に最大容量が必要である場合にも、RAID レベル 0 の論理ドライブを使用す
ることが考えられます。

 

. . . . . .

ストライプ 1 ブロック 1 ブロック 2 ブロック 3

ストライプ 2 ブロック 4 ブロック 5 ブロック 6

ストライプ 3 ブロック 7 ブロック 8 ブロック 9
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RAID レベル 1

RAID レベル 1 は、100%のデータ冗長性を提供するので、2 台のハード・
ディスク・ドライブを必要とします。RAID レベル 1 では、ストライプの最
初の半分はオリジナル・データで、2 番目の半分はデータの ミラー (コピー)
ですが、別のドライブに書き込まれます。

データのミラーリングが行われるため、RAID レベル 1 が割り当てられた場
合の論理ドライブの容量は、アレイに 2 つのハード・ディスク・ドライブの
物理的容量の 50%になります。

下図は、2 台のハード・ディスク・ドライブを 1 つの RAID レベル 1論理ド
ライブとして定義したときのデータの配置を示します。ドライブ B のデータ
はドライブ A のデータのミラー・コピーであることに注意してください。

 

ハード・ディスク・ドライブのいずれかに障害が起きると、ServeRAIDコン
トローラーは、読み取り要求と書き込み要求をアレイ内で機能している別の
ドライブへ切り替えます。

 ドライブ A

. .

 ドライブ B

. .

データ・ストラ
イプ 1

ブロック 1 ミラー・ストライプ
1

ブロック 1

データ・ストラ
イプ 2

ブロック 2 ミラー・ストライプ
2

ブロック 2

データ・ストラ
イプ 3

ブロック 3 ミラー・ストライプ
3

ブロック 3
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拡張 RAID レベル 1

3 台以上の物理ドライブを 1 つのアレイにグループ化し、RAID レベル 1 を
選択すると、ServeRAIDコントローラーは自動的に IBM 拡張 RAID レベ
ル 1 をそのアレイに割り当てます。

拡張 RAID レベル 1 は、ミラーリングとデータ・ストライプを結合しま
す。この RAID レベルは、データおよびデータのコピーをアレイ内の全ドラ
イブにストライプします。標準 RAID レベル 1 の場合と同じように、デー
タがミラーリングされ、また論理ドライブの容量は、アレイにグループ化さ
れているハード・ディスク・ドライブの物理的容量の 50%になります。

拡張 RAID レベル 1 には、少なくとも 3 台のドライブが必要であり、また
ストライプ単位サイズに応じて最大 8 台または 16台のドライブをサポート
します。

下図は、3 台のハード・ディスク・ドライブがあるアレイ内におけるデータ
の配置を示します。この論理ドライブには、拡張 RAID レベル 1 が割り当
てられています。最初のストライプはデータ・ストライプで、2 番目のスト
ライプは最初のデータ・ストライプのミラー (コピー) ですが、1 ドライブだ
けシフトされます。
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. . . . . .

データ・ストライプ 1 ブロック
1

ブロック
2

ブロック
3

ミラー・ストライプ 1 ブロック
3

ブロック
1

ブロック
2

データ・ストライプ 2 ブロック
4

ブロック
5

ブロック
6

ミラー・ストライプ 2 ブロック
6

ブロック
4

ブロック
5
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RAID レベル 5

RAID レベル 5 は最低 3 台のハード・ディスクを必要とします。この
RAID レベルは、データおよびパリティーをアレイ内の全ドライブにストラ
イプします。アレイに RAID レベル 5 が割り当てられている場合、論理ド
ライブの容量が 1 ドライブ分 (データ・パリティー記憶域用) 少なくなりま
す。

RAID レベル 5 は、データ保護とスループット向上の両方を提供するので、
通常はもっとも望ましい選択項目です。RAID レベル 5 は RAID レベル 1
よりも容量は大きくなりますが、パフォーマンスは RAID レベル 1 の方が
優れています。

下図は、3 台のハード・ディスク・ドライブがあるアレイ内におけるデータ
の配置を示します。この論理ドライブには RAID レベル 5 が割り当てられ
ています。データ・パリティーの格納もストライプされ、ドライブからドラ
イブへとシフトすることに注意してください。

 

 

. . . . . .

ストライプ 1 ブロック 1 ブロック 2 パリティー
1+2

ストライプ 2 ブロック 3 パリティー
3+4

ブロック 4

ストライプ 3 パリティー
5+6

ブロック 5 ブロック 6

ストライプ 4 ブロック 7 ブロック 8 パリティー
7+8
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第2章 アダプターの取り付けと配線

本章は、ServeRAID-3Hおよび ServeRAID-3Lアダプターの取り付けおよ
び配線について説明します。これらのアダプターの標準機能に関する基本情
報も含まれています。

IBM Netfinity または PC Server システム・ボード上の ServeRAID コント
ローラーをご使用の場合には、本章の説明は必要ありません。

本章の内容:
アダプターの機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .14
コネクター位置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .14

ServeRAID-3Lアダプター . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15
ServeRAID-3Hアダプター . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

バッテリー・バックアップ・キャッシュ・オプション . . . . . . . . . . 16
ServeRAIDアダプターの取り付け . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17
外付け装置の接続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .20

 Copyright IBM Corp. 1996, 1998  13



  
 

アダプターの機能

ServeRAID-3Hおよび ServeRAID-3Lアダプターの標準機能は以下のとお
りです。

機能 ServeRAID-3H ServeRAID-3L

アレイ (最大) 8 8

アレイ・アクセラレーター あり あり

バッテリー・バックアップ あり (オプション) なし

キャッシュ・メモリー 32 MB  4 MB

ハード・ディスク (最大) 45 15

ホット・スペア・ドライブ (最
大)

16 15

論理ドライブ (最大) 8 8

マイクロプロセッサー 40 MHz 25 MHz

SCSIチャネル 3 1

SCSI転送速度 (最大) 80 MB /秒 80 MB /秒

サポートされる RAID レベル 0、1、5、および
拡張-1

0、1、5、および
拡張-1

システム PCIデータ・バス 64ビット 32ビット

コネクター位置

本セクションは、ServeRAID-3Hおよび ServeRAID-3Lアダプターのチャ
ネル・コネクター、ケーブル・コネクター、およびオプション装置の図を示
します。

アダプターの発光ダイオード (LED) は、SCSIチャネルの活動状態を示した
り、サービス技術者用の診断情報を提供します。
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ServeRAID-3L アダプター

ServeRAID-3Lアダプターはチャネル・コネクターを 2 つ持ちます。1 つは
内蔵、もう 1 つは外付けです。これらのチャネル・コネクターは同一の
SCSIバスを共用します。SCSI装置を内蔵あるいは外付けチャネル・コネク
ターのいずれかに接続することができますが、同時に両方のコネクターに接
続することはできません。

図 1. ServeRAID-3Lアダプター

ServeRAID-3H アダプター

ServeRAID-3Hアダプターは独立した 3 つの SCSIチャネル・コネクター
を持ちます。チャネル 1、チャネル 2、およびチャネル 3 です。これらの各
SCSIチャネルは、最大 15個の物理デバイスをサポートします。

図 2. ServeRAID-3Hアダプター
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内蔵 SCSI装置をチャネル 3 コネクターに、そして外付け SCSI装置をチャ
ネル 1 およびチャネル 2 コネクターに接続することができます。

外付け SCSI装置をチャネル 3 コネクターに接続したい場合は、以下の図を
参考にしてアダプター付属の ServeRAIDチャネル 3 ケーブル・オプション
を取り付けてください。

図 3. チャネル 3ケーブルが取り付けられた ServeRAID-3Hアダプター

バッテリー・バックアップ・キャッシュ・オプション

ライトバック・モードを使用する場合のデータを保護するため、
ServeRAID-3Hアダプターのオプションのバッテリー・バックアップ・キャ
ッシュを使用することができます。このオプションを取り付けて使用可能に
すると、ServeRAIDキャッシュ・メモリーに格納されているデータは電源の
異常または障害時に保護されます。このオプションに関する詳細は、最寄り
の IBM 特約店または IBM 営業担当員までご連絡ください。
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ServeRAID アダプターの取り付け

取り付けを行うときは、小型のマイナス・ドライバーおよびご使用のサーバ
ー付属の資料が必要となります。

ServeRAID-3Hまたは ServeRAID-3Lアダプターは次のようにして取り付
けます。

1. ご使用の IBM サーバー付属の安全上の注意をお読みください。

注: 一部の IBM Netfinity サーバーはホット・スワップ PCI機能をサ
ポートしており、その場合はサーバーの電源を切らずに PCIアダ
プターの取り付けまたは取り外しを行うことができます。ご使用の
サーバー付属の資料を参照し、それらの機能がサポートされている
かどうか確認してください。ご使用の Netfinity モデルがホット・
スワップ PCIをサポートしている場合は、このアダプターを取り
付けるときにサーバーの電源をオフにする必要はありません。しか
し、ServeRAID構成プログラムを実行するためにサーバーを再始
動する必要があります。

2. ご使用のサーバー・モデルがホット・スワップ PCIをサポートしていな
い場合は、サーバーの電源を切り、その後にすべての電源コードおよび
ケーブルをサーバーから外します。

3. サーバーのカバーを取り外し、アダプターのための空の PCI拡張スロッ
トを探します。他の取り付け済みのコンポーネント (マイクロプロセッ
サーなど) とのすき間が最も広いスロットを選択してください。必要に
応じて、拡張スロットに関する詳細説明をサーバーの資料で参照してく
ださい。

注: Netfinity 3000サーバーでは、ServeRAIDアダプターは PCIスロ
ット 3 に取り付けた場合のみサポートされます。ServeRAIDアダ
プターは、 PCIスロット 1 または 2 には取り付けないでくださ
い。Netfinity 3000 に ServeRAID アダプターを取り付ける前に、
まず、標準の SCSIアダプターを PCIスロット 3 から外さなけれ
ばなりません。標準の SCSIアダプターを PCIスロット 1 または
2 に取り付けて使用することはできますが、 標準の SCSIアダプ
ターに接続された装置からの、起動（ブート）はサポートされませ
ん。
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4. 該当する場合は、拡張スロットのカバーを取り外します。

5. アダプターが入っている静電気防止パッケージをサーバーの金属製拡張
スロット・カバーに接触させます。 これによって、パッケージと人体
に帯電している静電気が減少します。

6. アダプターの端を持って、静電気防止パッケージからアダプターを取り
出します。アダプター表面のコンポーネントには、触らないでくださ
い。

7. アダプターを PCI拡張スロットに挿入します。 スロットに完全に装着
されるように、アダプターをしっかりとスロットに押し込んでくださ
い。

8. アダプターの上部にある拡張スロットのネジを締めます。

9. アダプターを IBM PC Server 330に取り付け、そしてシステム・ボー
ド上の ServeRAIDコントローラーの代わりに使用する場合は、ステッ
プ 10. に進んでください。そうでない場合は、ステップ 11 に進んでく
ださい。

10. DASDステータス・ケーブル (アダプターに付属) の一端をアダプター
の DASD ステータス・コネクターに接続し ( 14ページの『コネクター
位置』を参照)、次にケーブルの他端をホット・スワップ・バックプレー
ンにある DASD ステータス・コネクターに接続します。

必要に応じ、バックプレーン上の DASD ステータス・コネクターの位
置について、サーバー・カバー内側にあるシステム・ラベルまたはサー
バーの資料を参照してください。

11. SCSIケーブルをアダプターに接続します。外付け装置のみを接続する
場合は、ステップ 15に進んでください。そうでない場合は、ステップ
12に進みます。

12. 68ピン式 VHDCI2 SCSIケーブル (別途購入あるいはご使用のサーバー
に装着済み) の一端を、 ServeRAIDアダプターの内蔵チャネル・コネ
クターに接続します。

注: チャネル・コネクターの位置については、14ページの『コネクター
位置』 を参照してください。

2 VHDCI は、超高密度コネクター・インターフェースを意味します。
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13. SCSIケーブルの他端をホット・スワップ・バックプレーン、またはサ
ーバー内の SCSI装置に接続します。(バックプレーン上の SCSIコネク
ターの位置については、サーバーの資料あるいはサーバー・カバーの内
側にあるシステム・ラベルを参照してください。)

注: ServeRAIDアダプターおよび SCSI CD-ROMドライブが同一の
SCSIバス (ケーブル) に接続される場合は、ServeRAIDブート可
能(始動可能) CD-ROM機能を使用可能にしておかないと、アダプ
ターまたはコントローラーはブート可能 CD-ROMを始動できませ
ん。詳細については、58ページの『ブート可能 CD-ROM 機能の
設定』 を参照してください。

14. 取り付けるドライブがある場合は、ここでそれを取り付けます。ドライ
ブの取り付け説明については、ご使用のサーバーの資料を参照してくだ
さい。

注:

a. ServeRAIDアダプターおよびコントローラーは SCSI ID 7を使用
します。

b. 同一の ServeRAIDアダプターまたはコントローラーに接続される
取り外し可能媒体 (CD-ROMまたはテープ・ドライブなど) は、た
とえそれらが異なるチャネルに接続される場合であっても、それぞ
れ固有の SCSI IDを持たなければなりません。たとえば、チャネル
1 上の CD-ROMドライブを SCSI ID 6に設定した場合は、同一
の ServeRAID アダプターまたはコントローラーのチャネル 2 また
はチャネル 3 上のテープ・ドライブを SCSI ID 6に設定してはい
けません。

15. サーバー・カバーを取り付けます。

16. ケーブルと電源コードをステップ 2 (17ページ) で外してある場合は、
ケーブルとコードを再び接続します。詳細な説明が必要な場合は、サー
バーの資料を参照してください。

17. 外付け SCSI装置を ServeRAIDアダプターに接続したい場合は、20ペ
ージの『外付け装置の接続』 に進んでください。そうでない場合は、21
ページの第3章、『構成プログラムの使用』 に進みます。
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外付け装置の接続

次のように SCSI装置を ServeRAIDアダプター上の外付けチャネル・コネ
クターに接続します。

1. 68ピン VHDCI SCSIケーブルの一端を、 ServeRAIDアダプター上の
外付けチャネル・コネクターに接続します。

注: チャネル・コネクターの位置については、14ページの『コネクター
位置』 を参照してください。

2. SCSIケーブルの他端を、外付け SCSI装置に接続します。

3. 21ページの第3章、『構成プログラムの使用』 に進んでください。
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第3章 構成プログラムの使用

本章は、IBM ServeRAID構成およびミニ構成プログラムの使用法について
説明します。ServeRAIDアダプターまたはコントローラー に接続される 1
つまたは複数の装置を構成するときは、本章の説明および構成プログラムの
オンライン情報を参照してください。オペレーティング・システムのインス
トールまたは ServeRAIDアダプターあるいはコントローラーに接続されるハ
ード・ディスクへのデータの格納を行う前に、IBM ServeRAID構成プログ
ラムを使用してディスク・アレイを構成する必要があります。

本章の内容:
ServeRAID構成プログラムの使用方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 22
構成プログラムの始動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .24
構成モードの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .26
高速構成について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .27
高速構成の使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .28
カスタム構成について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29
カスタム構成の使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30

情報モードの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .33
装置および構成情報の表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33
システム情報パネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33
ServeRAIDコントローラ情報パネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 34
アレイ情報パネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .35
論理ドライブ情報パネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 36
ホット・スペア・ドライブ情報パネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37
物理ドライブ情報パネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38
チャネル情報パネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39
ドライブ状態 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .39

ServeRAID構成設定値の変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 43
ツール・バーの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .44
メニュー・バーの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .45

ServeRAIDミニ構成プログラムの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 54
コントローラー状況の表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 55
構成の表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .56
拡張構成機能の使用方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 57
ブート可能 CD-ROM 機能の設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58
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ServeRAID 構成プログラムの使用方法

ServeRAID構成プログラムのグラフィカル・インターフェースにより、
ServeRAID構成の作成、削除、変更、あるいは表示を簡単に行うことができ
ます。

はじめる前に、以下の図を参照して、構成プログラム画面のレイアウトを理
解しておいてください。

図 4. ServeRAID構成画面レイアウト
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番号の付けられた区域について以下に説明します。

1.メニュー・バー 標準のファイル、表示、アクション、およびヘルプのプ
ルダウン・メニューを提供します。詳細については、45
ページの『メニュー・バーの使用』を参照してくださ
い。

2.ツール・バー 共通作業のためのクイック・パス・アイコンを提供しま
す。アイコンは左から順番に、構成イベント・ログの保
管、 ServeRAID コントローラーの構成、クラスターの
構成、新規または除去された作動可能ドライブの検出、
アレイの作成、およびヘルプとなります。詳細について
は、44ページの『ツール・バーの使用』 を参照してく
ださい。

3.メイン・ツリー ご使用の ServeRAIDサブシステムの拡張可能ツリー・
ビューを提供します。ServeRAID構成および保守作業
のほとんどは、最初にこのメイン・ツリーから
ServeRAIDコントローラー、アレイ、論理ドライブ、
ホット・スペア・ドライブ、または物理ドライブ・オブ
ジェクトを選択して始まります。

4.メイン・パネル 特定の装置情報あるいは構成指示を提供します。構成プ
ログラムが情報モードであり、ユーザーがメイン・ツリ
ー・オブジェクトを選択すると、そのオブジェクトに関
する詳細情報がこのパネルに表示されます。構成プログ
ラムが構成モードであるときは、ServeRAIDサブシス
テムを構成するのに必要な説明がこのパネルに表示され
ます。

5.イベント・ビューアー
ServeRAID構成の処理中の、アドバイス、進行状況、
およびメッセージを提供します。各メッセージは、タイ
ム・スタンプ、日付スタンプ、およびイベントの重大度
を分類するアイコンとともに表示されます。警告メッセ
ージはデータ喪失の可能性があることを示し、エラー・
メッセージは障害が発生したことを通知します。

  第3章 構成プログラムの使用 23



  
 

構成プログラムの始動

ServeRAID構成プログラムは 2 つのモードで実施されます。1 つは構成 モ
ードで、もう 1 つは情報 モードです。

構成モードでは、ディスク・アレイの作成または削除、論理ドライブの作成
または削除、およびホット・スペア・ドライブの定義を行うことができま
す。このモードがアクティブのときは、「メニュー」および「ツール・バ
ー」からは限定された機能しか利用することはできません。詳細について
は、26ページの『構成モードの使用』 を参照してください。

情報モードでは、ご使用の既存装置および ServeRAIDサブシステムに関す
る構成情報を表示することができます。このモードがアクティブのときは、
「メニュー」および「ツール・バー」から利用できる機能を使用して、
ServeRAIDコントローラーの設定値をカスタマイズすることができます。詳
細は 33ページの『情報モードの使用』 を参照してください。

ServeRAID構成プログラムは、ServeRAIDアダプターに付属している IBM
ServeRAID Configuration CDで提供されており、一部の IBM サーバー・
モデルに付属している構成 CD でも提供されています。

注:

1. システム・ボード上の ServeRAIDコントローラーを構成する場合は、
サーバー用の構成プログラムを開始する方法について、サーバー付属の
インストールの説明および CD を参照してください。

2. ServeRAID構成またはミニ構成プログラムを利用するには、サーバーを
再始動する必要があります。

次のように構成プログラムを開始します。

1. IBM ServeRAID Configuration CD(またはご使用のサーバー付属の構成
CD) を CD-ROMドライブに挿入し、サーバーの電源を入れます。
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次の画面のいずれかが表示されます。

� 構成プログラムが未構成の ServeRAIDコントローラーを検出した
場合は、プログラムは「構成」モードで開始し、以下のような画面
が表示されます。

図 5. 構成モード画面

キャンセル ボタンをクリックし、「構成」モードから「情報」モー
ドへ切り替えます。
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� 構成プログラムがサーバー内の全 ServeRAIDコントローラーが構
成されていることを検出した場合は、プログラムは「情報」モード
で開始し、以下のような画面が表示されます。

図 6. 情報モード画面

ツール・バーの アイコンをクリックし、「情報」モードか
ら「構成」モードへ切り替えます。

2. 次のいずれかを続行します。

� 『構成モードの使用』
� 33ページの『情報モードの使用』

構成モードの使用

「構成」モードを使用して、各 ServeRAIDコントローラーについて最大 8
つの独立したディスク・アレイを作成することができます。「構成」モード
は、高速構成 とカスタム構成 の 2 つの構成パスを提供します。
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高速構成について

高速構成は、ご使用の ServeRAIDコントローラーを自動的に構成するため
の高速かつ容易なパスを提供します。この選択項目は、ご使用のシステムで
利用可能な作動可能 (Ready)ドライブの数および容量に基づいて最も効率的
な ServeRAID 構成を作成します。同一容量の 4 台以上の作動可能ドライブ
が利用可能な場合は、この選択項目は ServeRAIDアダプターまたはコント
ローラー 用のホット・スペア・ドライブも定義します。ホット・スペア・ド
ライブは同様のドライブに障害が生じたときに自動的に使用されるように定
義される物理ドライブです。

高速構成は、最大 16台の同一容量の作動可能ドライブを 1 つのディスク・
アレイにグループ化し、各アレイについて 1 つの論理ドライブを定義しま
す。この選択項目は使用可能空きスペースの量に基づいて論理ドライブのサ
イズを定義し、使用可能物理ドライブの数に基づいて、可能な限り最も高い
RAID レベルを割り当てます。

たとえば、ご使用のサーバーが 1024 MB作動可能ドライブを 1 台、2150
MB 作動可能ドライブを 2 台、そして 4300 MB作動可能ドライブを 4 台
含む場合には、高速構成は 3 つのアレイと 1 つのホット・スペア・ドライブ
を以下のように作成します。

アレイ A: このアレイの合計容量は 1024 MB (1 x 1024 MB)で、1024
MB RAID レベル 0 論理ドライブを 1 つ含みます。

アレイ B: このアレイの合計容量は 4300 MB (2 x 2150 MB)で、2150
MB RAID レベル 1 論理ドライブを 1 つ含みます。

アレイ C: このアレイの合計容量は 12900 MB (3 x 4300 MB)で、8600
MB RAID レベル 5 論理ドライブを 1 つ含みます。

ホット・スペア:
高速構成は、4 つの 4300 MBドライブの 1 つを以下のように
ホット・スペア・ドライブとして定義します。

� 同一容量の作動可能ドライブが 4 台以上あるときは、高速
構成はドライブの 3 つを 1 つのアレイにグループ化し (ア
レイ C)、ドライブの 1 つをホット・スペアとして定義し
ます。
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� ホット・スペア・ドライブの容量は、交換しようとしてい
るドライブに等しいか、それ以上でなければなりません。
この構成では、4300 MBドライブをアレイ B またはアレ
イ C のどの障害を持つドライブとも交換することができま
す。

高速構成の使用

高速構成パスは、次のようにして使用します。

1. メイン・ツリー内で構成しようとする ServeRAIDコントローラーをク
リックします。

2. 「高速構成」 ラジオ・ボタンをクリックします。

3. 「次へ」 ボタンをクリックします。

4. 「構成の要約」の画面に表示される情報を検討します。

注:

a. 一部のオペレーティング・システムは論理ドライブのサイズに制限
があります。構成を保管する前に、論理ドライブのサイズがご使用
のオペレーティング・システムに適切であるかどうかを確認してく
ださい。詳細情報については、ご使用のオペレーティング・システ
ムの資料を参照してください。

b. 構成を変更するには、「変更」アイコン・ボタンをクリックしま
す。

5. 「適用」ボタンをクリックして構成について受諾し、保管します。

6. まだオペレーティング・システムをインストールしていない場合は、イ
ンストールを行ってください。詳細については、オペレーティング・シ
ステムとサーバーに付属の説明書を参照してください。

オペレーティング・システムをインストールした後、ServeRAIDデバイス・
ドライバーおよびユーティリティー・プログラムのインストールに関して、
61ページの第4章、『デバイス・ドライバーおよびユーティリティー・プログ
ラムのインストール』を参照してください (あるいは、サーバー付属のイン
ストールの説明を参照してください)。
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カスタム構成について

カスタム構成パスにより、ServeRAIDサブシステムを手動で構成することが
できます。このパスを使用して、各アレイに含めたいドライブの選択、各ア
レイの論理ドライブの数およびサイズの指定、ならびにホット・スペアとし
て使用したいドライブの選択を行うことができます。

カスタム構成パスを選択する前に、以下のことを検討してください。

� RAID テクノロジーの IBM インプリメンテーションをよく理解してい
ない場合は、開始する前に5ページの『RAID テクノロジーとは』 に提
供されている情報を検討してください。

� 各 ServeRAIDコントローラーは最大 8 つのアレイをサポートします。

� 各 ServeRAIDコントローラーは最大 8 つの論理ドライブをサポートし
ます。

アレイを作成する場合、複数のハード・ディスク・ドライブを 1 つの記
憶域へとグループ化します。 この記憶域は、単一の 論理 ドライブとし
て定義したり、複数の論理ドライブに細分化したりすることができま
す。オペレーティング・システムには、各論理ドライブが単一の物理ハ
ード・ディスク・ドライブのように見えます。

アレイが 1 つしかない場合、そのアレイは、単一の論理ドライブとして
定義しても、また複数の論理ドライブに分割しても構いません。普通
は、始動時に BIOS (基本入出力システム) によって検出された最初の
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー 上に定義された最初の論
理ドライブが始動 (ブート) ドライブとなります。

複数のアレイがある場合、各アレイを、単一の論理ドライブとしたり、
複数の論理ドライブに分割したりすることができます。ただし、すべて
のアレイの論理ドライブを合計した数が 8 を超えてはなりません。

注: RAID 論理ドライブとは別に、ほとんどのオペレーティング・シス
テムはさらに論理ドライブを区画化することができます。

� アレイを作成する場合、同一の容量を持つハード・ディスク・ドライブ
を使用するのが最善の方法です。

ハード・ディスク・ドライブの容量は、アレイの作成方法に影響しま
す。あるアレイ内で (1 GB3 と 2 GBなど) 異なる容量のドライブが混
在しても構いません。しかし、RAID コントローラーは、それらのすべ
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てのドライブが 最小の 同じディスク・ドライブ容量を持っているかの
ように取り扱います。

たとえば、1 GBドライブ 3 台と 2 GBドライブ 1 台とをグループ化し
て 1 つのアレイとした場合、そのアレイの合計容量は、4 GB (1 GB の
4 倍) となり、物理的に利用可能な 5 GBとはなりません。同様に、2
GB ドライブ 3 台と 1 GBドライブ 1 台とをグループ化してアレイと
した場合、そのアレイの合計容量は、4 GB (1 GBの 4 倍) となり、物
理的に利用可能な 7 GBとはなりません。

� ホット・スペア・ドライブは、ドライブの障害が発生した時に自動的に
使用されるように定義されているディスク・ドライブです。ホット・ス
ペア・ドライブの容量は、交換しようとしているドライブに等しいか、
それ以上でなければなりません。物理ドライブに障害が発生し、それが
RAID レベル 1 または RAID レベル 5 の論理ドライブの一部である場
合は、ServeRAIDコントローラーは自動的にホット・スペア・ドライブ
上でデータの再構築を開始します。

� ストライプ単位サイズが 8 KB (デフォルト設定値) または 16 KB に設
定されているときは、最大 16台の物理ドライブを 1 つのアレイに含め
ることができ、ストライプ単位サイズが 32 KB または 64 KB に設定さ
れているときは、最大 8 台の物理ドライブを 1 つのアレイに含めること
ができます。(詳細については、5ページの『インターリーブ・デプスお
よびストライプ単位サイズ』 および 49ページを参照してください。)

 

カスタム構成の使用

カスタム構成パスは次のように使用します。

1. メイン・ツリー内で構成しようとする ServeRAIDコントローラーをク
リックします。

2. 「カスタム構成」 ラジオ・ボタンをクリックします。

3. 「次へ」 ボタンをクリックします。

3 ハード・ディスク・ドライブの容量を表示する場合、GB は約 1 000 000 000バイトを意味しま
す。ユーザーがアクセスできる全容量は、操作環境によって異なります。
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4. 右マウス・ボタンを使用し、メイン・ツリーのドライブまたは SCSIチ
ャネル・アイコンをクリックしてアレイに追加するドライブ、アレイか
ら削除するドライブ、あるいはホット・スペア・ドライブとして定義す
るドライブを選択します。その後ポップアップ・リストから選択項目を
選択します。

 または

ドライブまたは SCSIチャネル・アイコンをメイン・ツリーからドラッ
グし、それをメインパネルの右側にある「アレイ」または「ホット・ス
ペア・ドライブ」アイコンにドロップします。変更する場合は、アイコ
ンをメイン・ツリーまでドラッグして戻し、構成から取り除くことがで
きます。

5. アレイのためのデータ・ドライブを選択し、ホット・スペア・ドライブ
を定義した後、「次へ」 ボタンをクリックします。

変更する場合は、次のようにします。

� 新しく定義されたアレイからの特定ドライブの取り外し、または新
しく定義されたアレイ全体を削除します。これを行うには、「前
へ」 ボタンをクリックし、右マウス・ボタンを使用してメインパネ
ル右側の特定のドライブまたはアレイ・アイコンをクリックし、次
に 「新規アレイから除去」または 「新規アレイの除去」 を選択し
ます。

� 特定のホット・スペア・ドライブまたは新しく定義されたすべての
ホット・スペア・ドライブを取り外します。これを行うには、「前
へ」ボタンをクリックし、右マウス・ボタンを使用してメインパネ
ル右側のホット・スペア・ドライブ・アイコンをクリックし、次に
「新規ホット・スペア・ドライブを除去」または「すべての新規ホ
ット・スペア・ドライブを除去」を選択します。

6. メインパネルの RAID プルダウン・メニューから、論理ドライブの
RAID レベルを選択します。(サポートされるレベルの説明については、
6ページの『サポートされる RAID レベル』を参照してください。)

7. メインパネルのスライド・バーを右から左に移動し、論理ドライブのデ
ータおよびパリティー・スペースを割り振ります。
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注:

a. 1～8 個の論理ドライブを定義することができます。

b. 一部のオペレーティング・システムは論理ドライブのサイズに制限
があります。構成を保管する前に、論理ドライブのサイズがご使用
のオペレーティング・システムに適切であるかどうかを確認してく
ださい。詳細情報については、ご使用のオペレーティング・システ
ムの資料を参照してください。

c. 通常は、始動時にシステム BIOSによって検出された最初の
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー 上に定義された最初
の論理ドライブが始動 (ブート) ドライブとなります。

8. 空きスペースが使用可能で、別の論理ドライブを定義する場合は、メイ
ンパネルの「論理ドライブの追加」ボタンをクリックします。

9. 定義しようとする各論理ドライブについて、ステップ6、7、および 8 を
繰り返し、次にステップ 10に進みます。

10. 「次へ」ボタンをクリックします。

11. 「構成の要約」の画面に表示される情報を検討します。

注: 構成を変更するには、「変更」アイコン・ボタンをクリックしま
す。

12. 「適用」ボタンをクリックして構成について受諾し、保管します。

13. まだオペレーティング・システムをインストールしていない場合は、イ
ンストールを行ってください。詳細については、オペレーティング・シ
ステムとサーバーに付属の説明書を参照してください。

オペレーティング・システムをインストールした後、ServeRAIDデバイス・
ドライバーおよびユーティリティー・プログラムのインストールに関して、
61ページの第4章、『デバイス・ドライバーおよびユーティリティー・プログ
ラムのインストール』を参照してください (あるいは、サーバー付属のイン
ストール説明を参照してください)。
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情報モードの使用

「情報」モードを使用してサーバー、ServeRAIDコントローラー、アレイ、
論理ドライブ、ホット・スペア・ドライブ、およびご使用の ServeRAIDサ
ブシステムを構成する物理ドライブに関する構成情報を表示することができ
ます。このモードを使用して一部の ServeRAIDコントローラー設定値を変
更することもできます。
 

装置および構成情報の表示

現在の設定値を次のようにして表示します。

1. メイン・ツリーにあるオブジェクトの隣にあるプラス (+) ボックスをク
リックし、ツリーのその部分を展開します。

2. サーバー、ServeRAIDコントローラー、アレイ、論理ドライブ、ホッ
ト・スペア・ドライブまたは物理ドライブのアイコンをクリックし、そ
の現行設定値を表示します。

選択された装置の詳細情報が、右側のメインパネルに表示されます。続くペ
ージは、表示される装置情報に関する説明です。
 

システム情報パネル

メイン・ツリーからサーバーを選択すると、以下の情報が右側のメインパネ
ルに表示されます。

� システム名 は、ユーザーがサーバーに割り当てた名前を示します。

� コントローラの数 は、サーバー内で検出された ServeRAIDアダプター
およびコントローラーの合計数を示します。

 

  第3章 構成プログラムの使用 33



  
 

ServeRAID コントローラ情報パネル

メイン・ツリーから ServeRAIDコントローラーを選択すると、以下の情報
が右側のメインパネルに表示されます。

� コントローラのタイプ は、ServeRAID II、ServeRAID-3H、または
ServeRAID-3Lなどの ServeRAIDコントローラーのタイプを表示しま
す。

� BIOS のバージョン は、現在 ServeRAIDコントローラーにインストー
ルされている BIOSコードのレベルを表示します。

� ファームウェアのバージョン は、現在 ServeRAIDコントローラーにイ
ンストールされているマイクロコードのレベルを表示します。

� 物理スロット は、たとえば PCIスロット 4 などの ServeRAIDコント
ローラーの実際の物理スロット位置を表示します。

� バッテリー・バックアップ・ライト・キャッシュ は、オプションのバッ
テリー・バックアップ・キャッシュ装置に関する情報を提供します。
「インストールされています」、「インストールされていません」、
「障害があります」、あるいは「バッテリーを交換してください」など
の記述がこの機能について表示される場合があります。

� 先読みキャッシュ・モード は、先読みキャッシュ・モードに関する現行
設定値 (「使用可能」または「使用不可」) を表示します。(詳細につい
ては、48ページを参照してください。)

� ストライプ単位サイズ は、ストライプ単位サイズについて、現行設定値
(8 KB, 16 KB, 32 KB, または 64 KB) を表示します。(詳細について
は、5ページの『インターリーブ・デプスおよびストライプ単位サイズ』
および 49ページを参照してください。)

� 再構築率 は、再構築率に関する現行設定値 (高、中、または低) を表示
します。(詳細については 48ページを参照してください。)

� ホット・スワップ再構築 は、ホット・スワップ再構築機能に関する現行
設定値 (使用可能または使用不可) を表示します。この機能は、使用中の
ServeRAIDファームウェアのレベルがこの機能をサポートするときに
は、使用可能に設定されます。

� データ・スクラブ は、データ・スクラブ機能に関する現在設定値 (使用
可能または使用不可) を表示します。この機能は、使用中の ServeRAID
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ファームウェアのレベルがこの機能をサポートするときには、使用可能
に設定されます。データ・スクラブ機能はシステムの稼働中、“バックグ
ラウンド” で RAID レベル 1 および RAID レベル 5 の論理ドライブの
全セクターを継続して読み取ります。欠陥セクターが検出された場合
は、自動的に修復されます。この機能を使用可能にしておけば、毎週
RAID レベル 1 と RAID レベル 5 の論理ドライブの同期をする必要は
なくなります。

� 自動同期 は、この機能の設定値を表示します。自動同期機能は、使用中
の ServeRAID ファームウェアのレベルがこの機能をサポートしている
ときは、常に使用可能となります。(詳細については 51ページを参照し
てください。)

� クラスター は、この機能の現行設定値 (使用可能または使用不可) を表
示します。

� ServeRAID コントローラ・ホスト ID は、コントローラーが共有ディ
スク・クラスターの一部であるときにのみ現れます。

� クラスター・パートナー・ホスト ID は、ServeRAIDコントローラーが
共有ディスク・クラスターで使用されるように構成されたときにのみ現
れます。

� アレイの数 は、この ServeRAIDコントローラーに対して定義されたア
レイの合計数 (1 ～ 8) を表示します。

� 論理ドライブの数 は、この ServeRAIDコントローラーに対して定義さ
れた論理ドライブの合計数 (1 ～ 8) を表示します。

� ホット・スペア・ドライブの数 は、この ServeRAIDコントローラーに
対して定義されたホット・スペア・ドライブの合計数を表示します。

 

アレイ情報パネル

メイン・ツリーから「アレイ」アイコンを選択すると、すべての構成済みア
レイに関する一般情報 (各アレイ内の論理ドライブのサイズ、空きスペー
ス、および数) が右側のメイン・パネルに表示されます。

メイン・ツリーから特定のアレイを選択すると、右側のメイン・パネルに以
下の情報が表示されます。
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� アレイ名 は、アレイに割り当てられた文字 (A ～ H) を表示します。

� アレイのサイズ (MB) は、アレイの合計サイズを MB 単位で表示しま
す。

� 空き容量 (MB) は、アレイ内で使用可能な空きスペースの量を表示しま
す。

� 論理ドライブの数 は、アレイに定義された論理ドライブの数 (1 ～ 8)
を表示します。

� 物理ドライブの数 は、アレイにグループ化された物理ドライブの数を表
示します。

 

論理ドライブ情報パネル

メイン・ツリーから論理ドライブを選択すると、右側のメイン・パネルに以
下の情報が表示されます。

� 論理ドライブ番号 は、論理ドライブに割り当てられた数 (1 ～ 8) を表
示します。

� アレイ は、論理ドライブが存在するアレイに割り当てられた文字 (A ～
H) を表示します。

� ドライブ状態 は、論理ドライブの現行状態を表示します。このフィール
ドに表示される状態の説明に関しては、39ページの『論理ドライブ状態
の説明』 を参照してください。

� RAID レベル は、論理ドライブに割り当てられた RAID レベル (0, 1,
または 5) を表示します。

� データ容量 (MB) は、論理ドライブ内で定義されているデータ記憶域の
容量を表示します。

� パリティ容量 (MB) は、論理ドライブ内に割り振られているパリティー
記憶域の容量を表示します。

� 作成日 は、論理ドライブが作成された日付を表示します。

� ライト・キャッシュ・モード は、論理ドライブに関する現行設定値 (ラ
イトスルーまたはライトバック) を表示します。
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� バッテリー・バックアップ・ライト・キャッシュ は、バッテリー・バッ
クアップ・キャッシュ装置に関する現行設定値 (使用可能または使用不
可) を表示します。バッテリー・バックアップ・キャッシュ装置が取り
付けられているときは、ライト・キャッシュはライトバック・モードに
設定されます。

� マージ・グループ番号 は、ServeRAIDコントローラーがクラスターの
一部である場合に表示されます。「共有」状態での有効設定値は 1 ～ 8
です。「非共有」状態での有効設定値は 201～ 215です。

� マージ・グループ状態 は、このパラメーターに関する現行設定値 (共有
または非共有) を表示します。

 

ホット・スペア・ドライブ情報パネル

「ホット・スペア・ドライブ」アイコンをメイン・ツリーから選択すると、
ServeRAIDコントローラーで定義されている機能中のホット・スペアおよび
スタンバイ・ホット・スペア・ドライブの合計数に関する情報が、右側のメ
イン・パネルに表示されます。

メイン・ツリーから特定のホット・スペア・ドライブを選択すると、右側の
メイン・パネルに以下の情報が表示されます。

� SCSI ID は、ドライブに割り当てられた SCSI ID を表示します。

� チャネル はホット・スペア・ドライブが接続された SCSIチャネルを表
示します。

� ドライブのタイプ は、物理ドライブのタイプを表示します。ホット・ス
ペアの場合、これは常に「ハードディスク・ドライブ」として表示され
ます。

� サイズ (MB) は、ハード・ディスクの合計容量を MB 単位で表示しま
す。

� ドライブ状態 は、ドライブの状態を表示します。ホット・スペアの場
合、これは常に「ホット・スペア」として表示されます。

� ベンダー は、ドライブのメーカーを表す文字を表示します。
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� 製品またはモデル番号 は、ドライブの製品またはモデル番号を表す文字
を表示します。

� シリアル番号 は、ドライブのシリアル番号を表示します。

� ドライブのファームウェア・レベル は、ドライブで使用されているマイ
クロコードの現行レベルを表示します。

� PFA エラー は、事前障害アラートに関する状況 (はい または いいえ)
を示します。「はい」は PFAエラーが検出され、装置の交換が必要で
あることを示します。「いいえ」は PFAエラーが検出されなかったこ
とを示します。

 

物理ドライブ情報パネル

「物理ドライブ」アイコンをメイン・ツリーから選択すると、ServeRAIDア
ダプターまたはコントローラー の各チャネルに接続されたドライブの合計数
に関する情報が、右側のメイン・パネルに表示されます。

メイン・ツリーから特定の物理ドライブを選択すると、右側のメイン・パネ
ルに以下の情報が表示されます。

� SCSI ID は、ドライブに関連する SCSI ID を表示します。

� チャネル は、物理ドライブが接続された SCSIチャネルを表示します。

� ドライブのタイプ は、選択された物理ドライブのタイプ (ハードディス
ク、CD-ROM、テープ、筐体、リムーバブル・メディア、または不明)
を表示します。

� サイズ (MB) は、ドライブがハード・ディスクの場合には、そのドライ
ブの合計容量を MB で表示します。物理ドライブが CD-ROMまたはテ
ープ・ドライブの場合には、値は表示されません。

� ドライブ状態 は、物理ドライブの現行状態を表示します。このフィール
ドに表示される状態の説明に関しては、41ページの『物理ドライブ状態
の説明』 を参照してください。

� アレイ名 は、物理ドライブがアレイの一部である場合は、物理ドライブ
が存在するアレイに割り当てられた文字 (A ～ H) を表示します。

� ベンダー は、ドライブのメーカーを表す文字を表示します。
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� 製品またはモデル番号 は、ドライブの製品またはモデル番号を表す文字
を表示します。

� シリアル番号 は、ドライブのシリアル番号を表示します。

� ドライブのファームウェア・レベル は、ドライブで使用されているマイ
クロコードの現行レベルを表示します。

� PFA エラー は、事前障害アラートに関する状況 (はい または いいえ)
を示します。「はい」は PFAエラーが検出され、装置の交換が必要で
あることを示します。「いいえ」は PFAエラーが検出されなかったこ
とを示します。

 

チャネル情報パネル

メイン・ツリーから「SCSIチャネル」アイコンを選択すると、右側のメイ
ン・パネルに以下の情報が表示されます。

� ドライブの数 は、現在 SCSIチャネルに接続されている物理ドライブの
数を表示します。

� SCSIイニシエータ ID は、SCSIチャネルのイニシエーター ID を表示
します。

� SCSI転送速度 は、チャネル全体に関する現行 SCSI転送設定値 (最適
値, Ultra2 SCSI, UltraSCSI, Fast SCSI 2, または SCSI 2) を表示しま
す。詳細については、52ページを参照してください。

ドライブ状態

本セクションは、論理および物理ドライブの状態を説明します。

論理ドライブ状態の説明: 次の表は、有効な論理ドライブ状態を説明してい
ます。
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ドライブ状態 意味

ブロック ServeRAIDは、再構築中に障害のあるアレイに含ま
れるすべての RAID レベル 0 論理ドライブの状態
を、「ブロック」状態に設定し、その後 RAID レベ
ル 1 および RAID レベル 5 論理ドライブに格納され
ていたデータを再構築します。

再構築が完了したら、その RAID レベル 0 の論理ド
ライブをブロック解除して再度アクセスすることがで
きます。しかし、その論理ドライブに含まれているデ
ータが損傷している可能性があることに留意してくだ
さい。このデータは、最新のバックアップ・ディスク
またはバックアップ・テープから RAID レベル 0 論
理ドライブに、再構築、導入、または復元しなければ
なりません。

クリティカル移行中 論理ドライブの移行 (LDM) が進行中で、クリティカ
ル状態にある論理ドライブ。

クリティカル・
システム

ServeRAIDコントローラーは、論理ドライブの移行
(LDM) 中にこの予約済みの状態を使用します。

クリティカル 無効物理ドライブを含んだ、RAID レベル 1 または
5 の論理ドライブがクリティカル状態になっていま
す。クリティカル論理ドライブは、物理ドライブに障
害が発生している場合にも、アクセスすることができ
ます。

重要:
論理ドライブの状態がクリティカルの場合は、できる
だけ早く無効ドライブの交換および再構築を行い、デ
ータ損失を回避します。最初のドライブの再構築が完
了する前に 2 個目のドライブに障害が生じた場合は、
貴重なデータが失われる場合があります。詳細につい
ては、154ページの『無効ドライブの再構築』 を参照
してください。

移行中 この論理ドライブは、論理ドライブの移行を実行中で
す。すなわち、RAID レベルの変更、論理ドライブの
サイズ変更、または空きスペースの増加を行っていま
す。
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ドライブ状態 意味

オフライン 論理ドライブがオフラインで、アクセス不能です。こ
の状態は、ある RAID レベル 0 の論理ドライブ内
で、1 つ以上の物理ドライブが無効状態の場合に起こ
ります。この状態は、RAID レベル 1 または 5 の論
理ドライブ内で、2 つ以上の物理ドライブが無効状態
の場合にも起こります。

良好 この論理ドライブは、正常です。このドライブは、機
能している状態です。

システム ServeRAIDコントローラーは、論理ドライブの移行
(LDM) 中にこの予約状態を使用します。

論理ドライブの状態がクリティカルの場合は、その無効ドライブを交換し、
再構築しなければなりません。詳細については、154ページの『無効ドライブ
の再構築』 を参照してください。

物理ドライブ状態の説明: 次の表は、有効な物理ドライブ状態を説明してい
ます。
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ドライブ状態 意味

無効 「オンライン」、「ホット・スペア」、または「再構
築中」状態にある物理ハード・ディスクが無効状態に
なりました。そのドライブは、コマンドに対して応答
しません。すなわち、ServeRAIDコントローラーの
ドライブと通信できません。

ハード・ディスク・ドライブが「無効」状態であるか
らといって、必ずしも、そのドライブの交換が必要と
なるわけではありません。ドライブを交換する前に、
次のことを確認してください。

1. ケーブルがすべてサーバーのバックプレーンとハ
ード・ディスクに正しく接続されていること。ま
た、サーバー内のすべてのケーブルが正しく接続
されていることも確認してください。

2. ホット・スワップ・ドライブのトレイがドライ
ブ・ベイに正しく収納されていること。

3. SCSIチャネルの各装置のターミネーターが正し
く設定されている。

4. SCSIチャネルの各装置が、固有の SCSI IDを
持っている。

これらの手順を実行しても、なおかつ、ハード・ディ
スク・ドライブが機能しない場合は、そのドライブを
交換してください。

空 ベイ内に装置が存在しません。

ホット・スペア ホット・スペア・ドライブは、同様のドライブに障害
が発生したときに自動的に使用できるように定義され
ている ハード・ディスク・ドライブ のことです。

オンライン このドライブはオンラインです。このドライブは、正
常に機能していて、アレイの一部となっています。

再構築中 このドライブは、再構築中です。

ドライブ再構築の詳細については、154ページの『無
効ドライブの再構築』を参照してください。

作動可能 作動可能ドライブとは、ServeRAIDコントローラー
が、定義に使用できると認識しているドライブです。
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ドライブ状態 意味

スタンバイ スタンバイ・ドライブは、ServeRAIDコントローラ
ーによってスピンダウンされたハード・ディスク・ド
ライブです。

スタンバイ・ホット・
スペア

スタンバイ・ホット・スペア・ドライブは、
ServeRAIDコントローラーによってスピンダウンさ
れたホット・スペア・ドライブです。あるオンライ
ン・ドライブが無効状態になったにもかかわらず適切
なホット・スペア・ドライブが利用できない場合、適
正なサイズのスタンバイ・ホット・スペア・ドライブ
が自動的にスピンアップし再構築状態に入ります。

ServeRAID 構成設定値の変更

設定値は次のようにして変更します。

1. メイン・ツリーにあるオブジェクトの隣にあるプラス (+) ボックスをク
リックし、ツリーを展開します。

2. メイン・ツリー内の変更したい ServeRAIDコントローラー、アレイ、
論理ドライブ、ホット・スペア・ドライブ、または物理ドライブのアイ
コンをクリックします。

3. メニューの「アクション」をクリックし、次にプルダウン・メニューか
ら選択を行います。

 または

右マウス・ボタンを使ってメイン・ツリーのオブジェクトをクリック
し、次にポップアップ・リストから選択を行います。

「アクション」プルダウン・メニューから使用可能な選択項目に関する説明
については、45ページの『メニュー・バーの使用』 を参照してください。
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ツール・バーの使用

「ツール・バー」に提供されているクイック・パス・アイコンの説明は以下
のとおりです。

 構成イベント・ログの保管: このアイコンは情報モードで表示
されます。このアイコンを選択するとポップアップ・ウィンド
ウが表示され、 ServeRAID構成イベント・ログのファイル名
とパスを指定することができます。

注: この機能は現在 IBM Netfinity 3000, 3500, 5000,およ
び 5500 サーバーではサポートされていませんが、IBM 
は近い将来、これらのサーバー・モデルにおいてこの機
能をサポートする予定です。この機能をサポートするた
めに必要な BIOSコードの更新は、WWW で入手でき
るようになります。(IBM サポート・ページへのアクセ
スについては、63ページを参照してください。)

  
 ServeRAID コントローラの構成: このアイコンは情報モード

で表示されます。このアイコンが選択されると、構成プログラ
ムは情報モードから構成モードに切り替わります。選択された
ServeRAIDコントローラーに利用可能な作動可能ドライブが
ない場合には、メイン・パネルの下にメッセージが表示されま
す。その場合は、「キャンセル」ボタンをクリックして情報モ
ードに戻るか、他の ServeRAIDコントローラーを選択しま
す。

  
 クラスターの構成: このアイコンは情報モードで表示されま

す。このアイコンを選択して、ServeRAIDコントローラーを
デュアル・ノードの高可用性共有ディスク・クラスター環境で
使用するように定義することができます。クラスター機能の使
用法に関する詳しいことは、IBM Netfinity高可用性クラスタ
ー・ソリューション ユーザーズガイド で提供されています。
このマニュアルのコピーは、以下の WWW アドレスで入手す
ることができます。

日本語版
http://www.pc.ibm.com/support

英語版
http://www.pc.ibm.com/netfinity/clustering
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 新規または除去された作動可能ドライブの検出:このアイコン
は情報モードで表示されます。ServeRAIDコントローラーを
メイン・ツリーから選択し、このアイコンをクリックすると、
構成プログラムは新規または除去された作動可能ドライブを、
コントローラー上の個々のチャネルまたは全チャネルから検出
します。ServeRAIDサブシステムの構成を物理的に変更する
ときは、この機能を使用します。たとえば、1 つまたは複数の
SCSIドライブを物理的に取り付けたり取り外したりする場合
です。

  
 アレイの作成: このアイコンは、情報モードでコントローラー

がメイン・ツリーから選択されたとき、そのコントローラーで
作動可能ドライブが利用可能な場合に、表示されます。

  
 ヘルプ: このアイコンは、情報および構成の両方のモードで表

示されます。このアイコンを選択してオンライン ServeRAID
ヘルプ機能にアクセスします。構成プロセス中に表示される多
くのポップアップ・ウィンドウから、タスク指向型ヘルプが利
用できます。またユーザーはある項目を選択し、F1 キーを押
すことによって文脈に依存したヘルプを得ることができます。

メニュー・バーの使用

メニュー・バーから使用可能な選択項目に関する説明は次のとおりです。

ファイル 「ファイル」プルダウン・メニューには、情報モードで次の選択項
目が含まれます。

� 構成イベント・ログの保管: この選択項目を選択すると、構成
イベント情報 (再構築操作に関する開始時刻および完了時刻な
ど) をファイルに保管します。

� 構成イベント・ログの消去: この選択項目を選択すると、「構
成イベント・ログ」に格納されているイベント情報を消去しま
す。

� 終了: この選択項目を選択すると、ServeRAID構成プログラ
ムを終了します。
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表示 「表示」プルダウン・メニューには、「情報」および「構成」の両
方のモードで以下の選択項目が含まれます。

� 小さいアイコン: これはデフォルト設定値です。この選択項目
を選択すると、左側のメイン・ツリーおよび右側のメイン・パ
ネルに小さいアイコンが表示されます。

� 大きいアイコン: この選択項目を選択すると、左側のメイン・
ツリーおよび右側のメイン・パネルに大きいアイコンが表示さ
れます。

� オプション: この選択項目を選択し、「初期化」および「同
期」モードを以下のようにして変更します。

– 基本: これはデフォルト設定値です。このモードが「使用
可能」のときは、構成プログラムは自動的に各新規論理ド
ライブを初期化し、手動の初期化および同期機能に対する
アクセスを禁止します。この選択項目は、自動同期機能を
サポートしない旧 ServeRAIDアダプターまたはコントロ
ーラー モデルに接続されたすべての新規 RAID レベル 5
論理ドライブの同期も強制的に実行します。

– 拡張: この選択項目が「使用可能」のときは、新規論理ド
ライブを自動的に初期化するかどうか、すべての新規
RAID レベル 5 論理ドライブの同期を強制的に実行して
から ServeRAID構成プログラムを終了するかどうか選択
することができます。

重要:
「自動初期化」を使用不可にした場合は、ServeRAID構
成プログラムは各論理ドライブが作成されたときに、それ
を初期化 (論理ドライブの最初の 1024セクターにゼロを
書き込む) しません。ユーザーはデータを格納する前に新
しく定義されたすべての論理ドライブを初期化する必要が
あります。同期機能を使用不可にした場合で、
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー で使用され
ているファームウェアのレベルが自動同期機能をサポート
しない場合は、データを格納する前にすべての RAID レ
ベル 5 論理ドライブを同期する必要があります。
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アクション 「アクション」プルダウン・メニューから使用可能なすべての選
択項目は、右マウス・ボタンでメイン・ツリーのオブジェクトをク
リックしたときに現れるポップアップ・リストからも利用すること
ができます。

以下の選択項目は、メイン・ツリーから ServeRAIDコントローラ
ーが選択されたときに「アクション」プルダウン・メニューに表示
されます。

� ServeRAID コントローラの構成: この選択項目は情報モード
でのみ使用可能です。これは、作動可能ドライブおよび論理ド
ライブ・スロットが ServeRAIDコントローラーで使用可能な
状態のときに、プルダウン・メニューに表示されます。

� クラスターの構成: この選択項目は情報モードでのみ使用可能
です。この選択項目を選択し、ServeRAIDコントローラーを
高可用性、共有ディスク・クラスター環境で使用するために定
義することができます。クラスター機能の使用法に関する詳し
いことは、IBM Netfinity高可用性クラスター・ソリューショ
ン ユーザーズ・ガイド で説明されています。このマニュアル
のコピーは、以下の WWW アドレスで入手することができま
す。

日本語版
http://www.pc.ibm.com/support

英語版
http://www.pc.ibm.com/netfinity/clustering

� コントローラ構成の初期化: この選択項目は「構成」および
「情報」の両方のモードで使用可能です。この選択項目を選択
すると ServeRAIDコントローラー構成を削除します。

重要:
コントローラー構成を初期化した後は、選択された
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー に定義されてい
る論理ドライブに格納されているデータへアクセスできなくな
ります。

この選択項目は既存の構成情報を削除し、コントローラーに接
続されているすべての機能しているハード・ディスクを「作動
可能」状態に設定し、コントローラーに定義されているすべて
の論理ドライブを削除します。
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この選択項目は、すべての ServeRAIDアダプターまたはコン
トローラー 設定値 (ストライプ単位サイズ、再構築率など) を
現行またはカスタマイズされた値から変更しません。

� 構成をドライブからコントローラへコピー: この選択項目は情
報モードでのみ使用可能です。ハード・ディスクに格納されて
いる構成情報を ServeRAIDコントローラーにコピーします。
この機能は、すでに構成されているドライブを別のシステムか
らインポートするとき、あるいは ServeRAIDアダプターまた
はコントローラー を交換するときに便利です。

� 先読みキャッシュ・モードを使用不可または使用可能に変更:
これらの選択項目は情報モードでのみ使用可能です。先読みキ
ャッシュが「使用可能」(デフォルト設定値) に設定されている
ときは、ServeRAIDコントローラーはストライプ単位サイズ
と等しい単位で、データをディスクからそのローカル・キャッ
シュへ転送します。これによって、一定の作業負荷が連続して
発生する場合に、全体としてのパフォーマンスが非常に高くな
ります。しかし、作業負荷がランダムに発生する場合、または
システム I/O 要求がストライプ単位サイズよりも小さい場合
は、ストライプ単位の終わりまでの先読みがパフォーマンスを
低下させる可能性があります。先読みキャッシュを「使用不
可」に設定した場合、ServeRAIDコントローラーは、ディス
クからローカル・キャッシュへ、システム I/O 要求のサイズ
と等しい量だけデータを転送し、ストライプ単位の終わりまで
先読みをすることはありません。

� 再構築率の変更: この選択項目は情報モードでのみ使用可能で
す。この選択項目を選択し、再構築操作に関する優先順位を、
「高」(デフォルト)、「中」または「低」に設定することがで
きます。

– 再構築率が「高」に設定されている場合、再構築 I/O 要
求が実行順序上の最高の優先度を獲得します。

– 高負荷のシステムで再構築要求が「高」から「中」に設定
されると、再構築時間が延長されてしまうかわりに、シス
テム・パフォーマンスが向上します。

– 中負荷のシステムで再構築要求が「高」または「中」から
「低」に設定されると、ディスク再構築時間が延長されて
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しまう代わりに、システム・パフォーマンスが向上しま
す。

� ストライプ単位サイズの変更: この選択項目は「情報」モード
でのみ使用可能です。

重要:
アレイを構成し論理ドライブにデータを保管した後、そのスト
ライプ単位サイズを変更すると、論理ドライブ内のデータは破
壊されてしまいます。

ストライプ単位サイズとは、次のディスクへのデータ書き込み
が始まるまでに、指定のディスクに書き込まれるデータの量で
す。全体のパフォーマンスを最大化するため、システム I/O
要求のサイズに近いサイズを選択してください。ストライプ単
位サイズとして 8 KB、16 KB、32 KB、または 64 KB が設
定できます。ストライプ単位サイズが 8 KB (デフォルト設定
値) または 16 KB のときは、1 つのアレイでサポートされる
物理ドライブの最大数は 16です。ストライプ単位サイズが
32 KB または 64 KB のときは、1 つのアレイでサポートされ
る物理ドライブの最大数は 8 です。(詳細については、5ペー
ジの『インターリーブ・デプスおよびストライプ単位サイズ』
を参照してください。)

� 新規または除去された作動可能ドライブの検出: この選択項目
は、情報モードでのみ使用可能です。この選択項目を選択する
と、構成プログラムは新規または除去された作動可能ドライブ
を、 ServeRAID コントローラー上の全チャネルから検出しま
す。

以下の選択項目は、「アレイ」または特定のアレイ・アイコンをメ
イン・ツリーから選択すると、「アクション」プルダウン・メニュ
ーに表示されます。

� アレイの作成: この選択項目は、情報モードで「アレイ」アイ
コンが選択され、作動可能ドライブが利用可能な場合に現れま
す。この選択項目を選択すると、構成プログラムは情報モード
から構成モードへ切り替えます。

� すべてのアレイを削除: この選択項目は情報モードでのみ使用
可能です。これは、「アレイ」アイコンがメイン・ツリーから
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選択され、アレイがコントローラーで定義されている場合に、
「アクション」プルダウン・メニューに現れます。

� アレイの削除: この選択項目は情報モードでのみ使用可能で
す。メイン・ツリーから特定のアレイ・アイコンを選択したと
きに、「アクション」プルダウン・メニューに表示されます。

以下の選択項目は、「論理ドライブ」アイコンまたは特定の論理ド
ライブ・アイコンをメイン・ツリーから選択したときに、「アクシ
ョン」プルダウン・メニューに表示されます。

� 論理ドライブの作成: この選択項目は、情報モードで「論理ド
ライブ」アイコンが選択され、1 つまたは複数のアレイにおい
て空きスペースが使用可能の場合に、「アクション」プルダウ
ン・メニューに表示されます。

� ライト・キャッシュ・モードをライト・スルーまたはライト・

バックに変更: これらの選択項目は、情報モードで特定の論理
ドライブ・アイコンをメイン・ツリーから選択したときに、使
用可能です。

この機能がライトスルー・モードに設定されると、書き込みコ
マンドの完了状況は、データがハード・ディスクに書き込まれ
た後に送信されます。特定の作業負荷の下では、この設定値を
ライトバック・モードに変更することによってパフォーマンス
を改善することができます。それを行うと、書き込みコマンド
の完了状況はデータがキャッシュ・メモリーにコピーされた後
で、データが実際に記憶装置に書き込まれる前に 送られま
す。

重要:

1. バッテリー・バックアップ・キャッシュ装置なしでライト
バック・モードを使用しているときは、電源異常が発生し
た場合にデータを失う場合があります。

2. バッテリー・バックアップ・キャッシュを取り付けて「使
用可能」にせずに、この機能をライトバック・モードに設
定した場合は、最後の操作からシステムの電源をオフにす
るまで、最低 10秒間待ってください。この処理を行わな
いと、データを失う恐れがあります。
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� 同期: この選択項目は、情報モードでメイン・ツリーから論理
ドライブを選択し、以下の条件が両方とも真である時に使用可
能です。

– ServeRAIDアダプターまたはコントローラー が自動同期
機能をサポートしていない。

– 直前に「表示」プルダウン・メニューから「オプション」
を選択し、“すべての新規 RAID レベル-5 論理ドライブ
の同期を実行する” 設定値を使用不可にした。

論理ドライブを同期すると、論理ドライブのデータ冗長度が正
しいかどうかが確認できます。データを格納する前に、すべて
の RAID レベル 5 論理ドライブを同期する必要があります。
(詳細については、34ページを参照してください。)

� 初期化: この選択項目は、情報モードでメイン・ツリーから論
理ドライブを選択し、直前に「表示」プルダウン・メニューか
ら「オプション」を選択し、そして “新規論理ドライブを自動
的に初期化する” 設定値を使用不可にしたときに、使用可能で
す。

� 論理ドライブのアンブロック: この選択項目は、情報モードで
「ブロック」状態にある特定の論理ドライブを選択したとき
に、表示されます。この選択項目を選択すると、RAID レベル
0 論理ドライブの「ドライブのアクセス」設定値を「ブロック
されています」から「ブロックされていません」に変更するこ
とができます。再構築操作中、ServeRAIDコントローラーは
障害を持つアレイに含まれるすべての RAID レベル 0 論理ド
ライブの状態を「ブロック」状態に設定します。

再構築が完了したら、その RAID レベル 0 の論理ドライブを
ブロック解除して再度アクセスすることができます。しかし、
その論理ドライブに含まれているデータが損傷している可能性
があることに留意してください。このデータは、最新のバック
アップ・ディスクまたはバックアップ・テープから RAID レ
ベル 0 論理ドライブに、再構築、導入、または復元しなけれ
ばなりません。
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以下の選択項目は、ホット・スペア・ドライブがメイン・ツリーか
ら選択されたときに、「アクション」プルダウン・メニューに表示
されます。

� ホット・スペア状態から除去: この選択項目は、情報モードで
のみ使用可能です。この選択項目を選択すると、ホット・スペ
ア・ドライブを構成から取り除き、ドライブの状態を「作動可
能」に戻します。

以下の選択項目は、物理ドライブ、物理ドライブ・アイコン、ある
いは SCSIチャネル・アイコンをメイン・ツリーから選択したとき
に、「アクション」プルダウン・メニューに表示されます。

� ドライブ状態をホット・スペアに設定: この選択項目は情報モ
ードでのみ使用可能です。これは、メイン・ツリーから選択さ
れた物理ドライブが「作動可能」状態にあるときに表示されま
す。この選択項目を選択して、ドライブを構成に追加し、また
ドライブの状態を「作動可能」から「ホット・スペア」に変更
することができます。

� ドライブ状態をオンラインに設定: この選択項目は情報モード
で表示され、ドライブを「無効」から「オンライン」に変更す
るために使用することができます。

重要:
アレイの一部である無効物理ドライブを「オンライン」に設定
すると、データを失う場合があります。

� ドライブの置換と再構築: この選択項目は情報モードでのみ使
用可能です。無効ドライブをシステムから物理的に取り外し、
代わりに正常なドライブを取り付けたい場合に、この選択項目
を選択します。

� SCSI転送速度の変更: 情報モードでのみ使用可能です。これ
は「SCSIチャネル」アイコンを選択したときに表示されま
す。この選択項目を選択して、転送速度をデフォルト値から
「最適値」に変更することができます。転送速度が「最適値」
に設定されると、ServeRAIDアダプターまたはコントローラ
ー は、SCSIドライブのタイプおよび使用中の記憶格納装置に
基づき、最良の転送速度を決定します。使用可能な選択項目は
Ultra2 SCSI、UltraSCSI、Fast SCSI 2、および SCSI 2で
す。
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� 無効ドライブの除去: この選択項目は情報モードでのみ表示さ
れます。ドライブを物理的に取り外した後、この選択項目を選
択してドライブ情報を構成から削除します。

� 無効ドライブの置換: この選択項目は情報モードでのみ表示さ
れます。この選択項目を選択して、無効ディスク・ドライブを
物理的に交換します。

注: 無効ドライブは、必ずそれと同一またはそれ以上の容量
を持つドライブと交換してください。

� 新規または除去された作動可能ドライブの検出: この選択項目
は、情報モードでのみ使用可能です。この選択項目を選択する
と、構成プログラムは新規または取り外された作動可能ドライ
ブを、ServeRAIDコントローラー上の個々のチャネルまたは
全チャネルから検出します。

ヘルプ 以下の選択項目は「ヘルプ」プルダウン・メニューから利用するこ
とができます。

� 目次: この選択項目を選択するとオンラインのヘルプ機能にア
クセスします。この選択項目は「情報」および「構成」の両方
のモードで使用可能です。構成プロセス中に表示される多くの
ポップアップ・ウィンドウから、タスク指向型ヘルプが利用で
きます。またある項目を選択し、F1 キーを押すことによって
文脈に依存したヘルプを得ることができます。

� バージョン情報: この選択項目を選択して、ServeRAID構成
プログラムのバージョン番号および著作権情報を表示します。
この選択項目は「情報」および「構成」の両方のモードで使用
可能です。
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ServeRAID ミニ構成プログラムの使用

ServeRAIDミニ構成プログラムは、ServeRAIDアダプターまたはコントロ
ーラーの現行設定値を素早く表示します。このプログラムを使用して、
ServeRAID Configuration CDを使用せずに、限定された構成機能を実行す
ることもできます。

ミニ構成プログラムには次のようにしてアクセスします。

1. サーバーの電源をオンにします。サーバーの電源がすでにオンになって
いる場合は、Ctrl+Alt+Del を押します。

2. ServeRAIDミニ構成のプロンプトが表示されたら、 Ctrl+I を押しま
す。

3. ご使用のシステムが 2 つ以上の ServeRAIDアダプターまたはコントロ
ーラーを含む場合は、選択画面が表示されます。以下のように処理しま
す。

a. 上矢印 (↑) または下矢印 (↓) キーを使用してアダプターまたはコン
トローラーを選択します。

b. Enter キーを押します。

ご使用のシステムが ServeRAIDアダプターまたはコントローラーを 1
つだけ含む場合、あるいは ServeRAIDアダプターまたはコントローラ
ー を選択した後は、メインメニューが表示されます。

ミニ構成プログラムのメインメニューから利用可能な項目に関する説明
は次のとおりです。

� View Controller Status は、 ServeRAID アダプターまたはコント
ローラーの現在の状態を表示します。(詳細については 55ページの
『コントローラー状況の表示』 を参照してください。)

� View Configuration は、 ServeRAID アダプターまたはコントロ
ーラーの現行の構成情報を表示します。(詳細については 56ペー
ジの『構成の表示』 を参照してください。)

� Advanced Functions は、構成の初期化、ドライブからの構成のイ
ンポート、 BIOS設定値の構成、ならびにコントローラーおよび
PCI情報の表示を行うことができます。 (詳細については 57ペー
ジの『拡張構成機能の使用方法』 を参照してください。)
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4. 上矢印 (↑) キーまたは下矢印 (↓) キーを使用して、選択項目を強調表示
して、Enter キーを押します。

5. 画面に表示された指示に従います。

6. Exit をクリックしてメインメニューを出ます。

コントローラー状況の表示

メインメニューから「View Controller Status」を選択すると、次のような情
報が画面に表示されます。

� Unattendedは、「Unattended」モードの現在のオン/オフ状態を表示し
ます。

– 「Off」に設定すると、ServeRAIDアダプターまたはコントローラ
ー の始動エラーが存在するときに、回復方法を選択することができ
ます。

– 「On」に設定すると、始動エラーが発生したときに ServeRAIDア
ダプターまたはコントローラー が回復方法を選択します。

� Read Ahead は、「Read Ahead Cache」モードの現在のオン/オフ状態
を表示します。

� BootCD は、ブート可能 CD-ROM機能の現在のオン/オフ状態を表示
します。(58ページの『ブート可能 CD-ROM 機能の設定』を参照して
ください。)

� CompModeは、現在の BIOS互換モードを表示します。On は、8 GB
Extendedを示し、Off は 2 GB Limitedを示します。

� Clusteredは、クラスターの現在のオン/オフ状態を表示します。

� NVRBB は、バッテリー・バックアップ・キャッシュ・オプションの現
行状態を表示します。デフォルト値は「Enabled」です。

� Boot Blk は、ServeRAID アダプターまたはコントローラーにロードさ
れているブート可能マイクロコードのバージョン番号を表示します。

� Code Blk は、ServeRAID アダプターまたはコントローラーにロードさ
れているファームウェアの現在のバージョン番号を表示します。
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� Rebuild Rate は、再構築の現在の速度設定値 (High、Medium、または
Low) を表示します。

� Number of Defunct Drives は、無効物理ドライブの現在の数を表示し
ます。

� Number of Offline Drives は、オフライン論理ドライブの現在の数を
表示します。

� Number of Critical Drives は、クリティカル論理ドライブの現在の数
を表示します。

� Config. Updates は、構成が初期化された後に変更された回数を表示し
ます。構成を初期化すると、「Config. Update」 はゼロにリセットされ
ます。

� Flash Pgms は、Flash EEPROM が書き込まれた現在までの回数を表示
します。

� Locked, Bad Stripe, または Blocked Drive は、影響を受ける論理ドラ
イブを識別します。

– Bad Stripe Drives は、アクセス不能な論理ドライブの区域を示し
ます。

– Locked Stripe Drives は予約フィールドです。

– Blocked Drives は、ブロックされている論理ドライブを示します。
ブロックされているドライブはブロックを解除しないと使用するこ
とはできません。詳細については、39ページの『論理ドライブ状態
の説明』 を参照してください。

構成の表示

メインメニューから「View Configuration」を選択し、各論理ドライブの番
号、また各論理ドライブのサイズ、RAID レベル、状態、ストライプ単位サ
イズ、書き込みポリシー、先読み状態、および作成日付の表示を行うことが
できます。
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拡張構成機能の使用方法

「Advanced Functions」項目を選択すると、ServeRAIDアダプターまたは
コントローラーのリセット、構成の初期化、ドライブからの構成情報のイン
ポート、 BIOS設定値の構成、ならびにアダプター、コントローラー、また
は PCI 情報の表示を行うことができます。

メインメニューから「Advanced Functions」項目を選択すると、以下の選択
項目が画面に表示されます。

重要:
このメニューから選択を行うときは注意が必要です。構成の変更を行うとデ
ータを失う場合があります。

� Initialize Configuration  は、構成をリセットします。選択された
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー に接続された論理ドライ
ブに格納されているすべてのデータは、アクセスすることができなくな
ります。

この選択項目は既存の構成情報を削除し、コントローラーに接続されて
いるすべての機能しているハード・ディスクを「作動可能」状態に設定
し、そしてコントローラーに定義されているすべての論理ドライブを削
除します。

この選択項目は、すべての ServeRAIDアダプターまたはコントローラ
ー 設定値 (ストライプ単位サイズ、再構築率、など) を現行またはカス
タマイズされた値から変更しません。

� Import Configuration from Drive  は、システム内のドライブから最も
共通な構成を読み取り、そしてそれをServeRAIDアダプターまたはコン
トローラー NVRAM および EEPROMモジュールにコピーします。

� Configure BIOS Settings は、ServeRAID アダプターまたはコントロ
ーラー に関して、ブート可能 CD-ROMおよび INT13 Extensions設定
値などの BIOS設定値を変更します。(詳細については 58ページの『ブ
ート可能 CD-ROM 機能の設定』 を参照してください。)
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注:

1. 「Multiple Controller」モードには、「Erase」と「Shrink」の 2 つ
の設定値があります。このパラメーターが「Erase」に設定される
と、ServeRAID BIOS の冗長コピーは消去されます。このパラメー
ターが「Shrink」に設定されると、ServeRAID BIOSの追加コピー
はメモリーから除去されますが、将来使えるように格納されます。
複数の ServeRAIDアダプターおよびコントローラーが導入されて
いるときは、ServeRAID BIOSのアクティブ・コピーは 1 つだけ
必要となります。しかし、アクティブ・コピーに欠陥が生じたり、
使用不能となった場合に ServeRAID BIOSのコピーを使用可能と
しておくためには、「Multiple Controller」パラメーターを
「Shrink」のままにしておきます。

2. システム内の 1 つのアダプターまたはコントローラーでのみ、
INT13 エクステンションをサポートすることができます。

� View Controller and PCI Information  は、ServeRAIDアダプターま
たはコントローラー・ハードウェアおよび PCIレジスター情報を表示し
ます。

� Exit は、ミニ構成プログラムを終了します。

 

ブート可能 CD-ROM 機能の設定

CD-ROMドライブを ServeRAIDアダプターまたはコントローラー に接続
し、「Bootable CD-ROM」機能を「Yes」に設定すると、 ServeRAIDアダ
プターまたはコントローラー は、システム内の他のアダプターまたはコント
ローラーが現在 INT13 エクステンションを使用していない場合には、ブー
ト可能な始動区画を持つ CD の始動を試みます。システム内の 1 つのアダプ
ターまたはコントローラーでのみ、INT13 エクステンションをサポートする
ことができます。

ブート可能 CD-ROM機能を次のようにして使用可能にします。

1. Advanced Functions をミニ構成プログラムのメインメニューから選択
します。
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2. Configure BIOS Settings を「Advanced Functions」メニューから選択
します。

3. 上矢印 (↑) キーまたは下矢印 (↓) キーを使用し、「BIOS Support for
Bootable CD-ROM」を強調表示します。それから、Enter キーを押
し、No を Yesに変更します。

注: これは Display Boot CD-ROM Menu および BIOS Support
for INT13 Extensions の横の No も Yes に変更します。

4. 画面の BIOS Support for Reading Partition Tables の横に Yesが表
示されていることを確認します。そうでない場合は、上矢印 (↑) および
下矢印 (↓) キーを使用して、BIOS Support for Reading Partition
Tablesを強調表示し、Enter を押して No を Yesに変更します。

注: 新しい設定値を保管するには、次のステップを実行する必要があり
ます。

5. Save Configuration to the ServeRAID Controller を強調表示し、
Enter を押します。プログラムは Configuration Saved メッセージを
表示し、ミニ構成プログラムの「メインメニュー」に戻ります。

6. Ctrl+Alt+Del キーを押して、システムを再始動させます。
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第4章 デバイス・ドライバーおよびユーティリティ
ー・プログラムのインストール

本章では、IBM ServeRAID Configuration CDおよび IBM ServeRAID-3L
および ServeRAID-3Hアダプター付属のディスケットで提供されているデ
バイス・ドライバーおよびユーティリティー・プログラムについて説明しま
す。

IBM Netfinity または PC Server のシステム・ボードに標準装備された
IBM ServeRAID コントローラー用のファイルをインストールする場合は、
インストールに関する説明ならびにサーバー付属の CD を参照して、これら
のファイルをインストールしてください。

本章の内容:
IBM ServeRAID Configuration CD およびディスケット . . . . . . . . 63
管理/モニター・プログラム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64

Windows NT および Windows 95 用プログラム . . . . . . . . . . . . 65
バックグラウンド・サーバー・コンポーネント . . . . . . . . . . . . . . 65
OS/2 および NetWare用プログラム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 66

ServeRAID WIN32 ベースのプログラムのインストール . . . . . . . . . 67
ServeRAIDデバイス・ドライバーのインストール . . . . . . . . . . . . . . 68

Windows NT 用デバイス・ドライバーのインストール . . . . . . . . . 69
Windows NT のインストール中にファイルをインストールする . 70
Windows NT のインストール後にファイルをインストールする . 70
Windows NT 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの
インストール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .71

Windows NT 3.5X 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネ
ントのインストール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 71

Windows NT 4.0 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネン
トのインストール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .72

NetWare用デバイス・ドライバーのインストール . . . . . . . . . . . . 74
NetWare 3.12 のインストール中にファイルをインストールする 74
NetWare 3.12 のインストール後にファイルをインストールする 75
NetWare 4.1X のインストール中にファイルをインストールする 76
NetWare 4.1X のインストール後にファイルをインストールする 77

OS/2 用デバイス・ドライバーのインストール . . . . . . . . . . . . . . . 78
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OS/2 のインストール中にファイルをインストールする . . . . . . . 79
OS/2 のインストール後にファイルをインストールする . . . . . . . 81
管理/モニター・プログラムの開始 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 82

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの開始 . . . . . . . . . . 83
バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの使用 . . . . . . . . . . 84
コマンドライン・パラメーターの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 84
メッセージの記録 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .85
バックグラウンド・サーバー・コンポーネントのセキュリティー 86
バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの名前解決 . . . . . 86

IPSSENDおよび IPSMON プログラム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 87
OS/2、Windows NT、または NetWare用 IPSSENDおよび

 IPSMON のインストール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 88
DOS用 IPSSENDのインストール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 90
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IBM ServeRAID Configuration CD およびディスケット

本セクションには、ServeRAID-3Hおよび ServeRAID-3Lアダプター付属
の「ServeRAID Support Package」に提供されている ServeRAID デバイ
ス・ドライバーおよびユーティリティー・プログラムに関する情報が含まれ
ています。サポート・パッケージは IBM ServeRAID Configuration CDおよ
び 1 枚のディスケットを含みます。

ServeRAIDデバイス・ドライバーおよびユーティリティー・プログラムの更
新バージョンを、定期的に WWW の IBM サポート・ページで提供してい
ます。デバイス・ドライバーおよびユーティリティー・プログラムの更新に
加え、2 つの ServeRAIDコマンドライン・プログラム (IPSSENDおよび
IPSMON)も WWWで提供しています。これらのプログラムは両方ともIBM
ServeRAID Command Line Programs ディスケット にあります。

以下の WWW アドレスから、ServeRAIDデバイス・ドライバーおよびユー
ティリティー・プログラム、または IBM ServeRAID Command Line
Programsディスケット のコピーの最新バージョンをダウンロードすること
ができます。

http://www.pc.ibm.com/support

IBM サポート・ページでは次のように処理してください。

1. IBM Server Support を選択します。
2. Downloadable Files を選択し、次に ServeRAID を選択します。

(詳細については、157ページの第7章、『ヘルプ、保守、情報の入手』 を参
照してください。)

注: WWW が利用できない場合は、購入店、IBM 販売店、または IBM 営
業担当員に代替の CD またはディスケットについて問い合わせてくだ
さい。

IBM ServeRAID Configuration CDには次のものが含まれます。

� ServeRAID構成プログラム。このプログラムは CD を開始 (ブート)す
ると実行されます
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� ServeRAID管理/モニター・プログラム。これらのプログラム・ファイ
ルは¥PROGRAMS¥DISK3ディレクトリーにあります。詳細について
は、64ページの『管理/モニター・プログラム』 を参照してください。

� Windows NT および IBM ServeRAID II Ultra SCSI Adapter または
IBM ServeRAID-3H Ultra2 SCSI アダプター の使用時に Microsoft
Cluster Server (MSCS) をインストールするために必要な ServeRAID 
ファイル。 これらのファイルは、IBM ServeRAID Configuration CDの
¥PROGRAMS¥DISK5ディレクトリーにあります。これらのファイルの
インストールおよび使用法に関する詳しいことは、IBM Netfinity高可用
性クラスター・ソリューション ユーザーズ・ガイド で説明されていま
す。IBM Netfinity 高可用性クラスター・ソリューション ユーザーズ・
ガイド のコピーは、以下の WWW アドレスから入手することができま
す。

日本語版
http://www.pc.ibm.com/support

英語版
http://www.pc.ibm.com/netfinity/clustering

IBM ServeRAID Device Driver ディスケット には次のものが含まれていま
す。

� DOS CD-ROM ドライブのデバイス・ドライバー

� Microsoft Windows NT 用デバイス・ドライバーおよびバックグラウン
ド・サーバー・コンポーネント。

� OS/2 Warp Server、OS/2 LAN Server、Novell NetWare 3.12、および
Novell NetWare 4.1X 用のデバイス・ドライバー、管理/モニター・プロ
グラム、ならびにバックグラウンド・サーバー・コンポーネント。

管理/モニター・プログラム

IBM ServeRAID 管理/モニター・プログラムは、ネットワーク・オペレーテ
ィング・システムの稼働中に ServeRAIDアダプターおよびコントローラー
を監視します。

本セクションでは、ServeRAIDアダプター付属の IBM ServeRAID管理/モ
ニター・プログラム・ファイルに関する情報を提供します。これらのファイ
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ルは、Windows NT、Windows 95、OS/2、および Novell NetWare、オペ
レーティング・システムで使用することができます。

Windows NT および Windows 95 用プログラム

Windows NT で使用可能な ServeRAID プログラム・ファイルは、
ServeRAID管理/モニター・プログラム、デバイス・ドライバー、バックグ
ラウンド・サーバー・コンポーネント、および IPSSENDおよび IPSMON
コマンドライン・プログラムで構成されています。(詳細については、87ペー
ジの『IPSSENDおよび IPSMON プログラム』 を参照してください。)

Microsoft Windows NT または Windows 95 用 IBM ServeRAID 管理/モニ
ター・プログラムは、WIN32 ベースのプログラムと呼ばれます。このプロ
グラムは、ご使用のサーバーの稼働中に、サーバー上で実行されている
ServeRAID構成の変更を監視することのできるグラフィカル・インターフェ
ースを提供します。アレイの作成、アレイの削除、論理ドライブの作成、
RAIDレベルの変更、論理ドライブ・サイズの動的増加、アレイの再構築、
およびその他の基本的な ServeRAID構成機能を実行することができます。

Windows NT サーバー上でのみ、WIN32 ベースのプログラムをスタンドア
ロン・モードで実行することができます。また、WIN32 ベースのプログラ
ムをリモートの Windows NTまたは Windows 95クライアント上で実行し
て、TCP/IP、バックグラウンド・サーバー・コンポーネント (『バックグラ
ウンド・サーバー・コンポーネント』 を参照)、および以下のいずれかのオ
ペレーティング・システムが導入されているサーバーにクライアントからア
クセスすることができます。

� Microsoft Windows NT
� IBM OS/2 Warp Server および OS/2 LAN Server
� Novell NetWare 3.12 および 4.1X

バックグラウンド・サーバー・コンポーネント

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントは、オペレーティング・シス
テム固有のプログラム・ファイルで、Windows NT、OS/2、または
NetWareを実行するサーバーで、WIN32 ベースのプログラムの導入された
リモート・クライアント用の TCP/IPインターフェースとして機能すること
を可能とするものです。これらのファイルは、ServeRAIDオペレーティン
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グ・システム固有デバイス・ドライバーをインストールすると自動的にイン
ストールされます。

注:

1. 一度にただ 1 つのリモート・セッションのみがバックグラウンド・サー
バー・コンポーネントを使用して ServeRAIDアダプターおよびコント
ローラーにアクセスすることができます。

2. 複数のバックグラウンド・サーバー・コンポーネントを、各コンポーネ
ントが異なる TCP/IPポートを使用して実行することは可能ですが、デ
ータの損傷を回避するため、管理活動を 1 個のリモート・クライアント
に限定し、他のリモート・クライアントは監視用だけに使用する必要が
あります。

OS/2 および NetWare 用プログラム

OS/2および NetWareオペレーティング・システムで使用可能な
ServeRAIDプログラム・ファイルは、管理/モニター・プログラム、デバイ
ス・ドライバー、バックグラウンド・サーバー・コンポーネント、および
IPSSENDおよび IPSMONコマンドライン・プログラムで構成されていま
す。(詳細については、87ページの『IPSSENDおよび IPSMON プログラ
ム』 を参照してください。)

OS/2および NetWare用管理/モニター・プログラム・ファイルは、
ServeRAIDアダプターまたはコントローラーを含むシステム上でのみ稼働し
ます (スタンドアロン・モード)。これらの ServeRAIDプログラムは、
WIN32 ベースのプログラムに提供されている機能の一部を提供し、OS/2ま
たは NetWare用 ServeRAIDデバイス・ドライバーがインストールされる
ときに自動的にインストールされます。

これらのオペレーティング・システム固有のプログラムを使用する上手な方
法は、WIN32 ベースのプログラムをリモートの Windows NTまたは
Windows 95 クライアント上で使用しながら、管理/モニター・プログラム・
ファイルの OS/2または NetWareバージョンをローカルに実行することで
す。この方法により、WIN32 ベースのプログラムで提供されている拡張管
理および監視機能をより効果的に使用することができます。
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ServeRAID WIN32 ベースのプログラムのインストール

本セクションは、ServeRAID WIN32ベースのプログラムのインストールに
ついて説明します。

インストールを開始する前に

� ServeRAIDアダプターまたはコントローラーが、物理的に取り付けら
れ、正しく配線され、構成されていることを確認します。

� ネットワーク・オペレーティング・システムが、インストールされ、機
能していることを確認します。

� ご使用のネットワーク・オペレーティング・システムが Windows NT
の場合は、ServeRAID WIN32ベースのプログラムを、クライアント/サ
ーバー・モードではリモート側から、スタンドアロン・モードではロー
カルで使用することができます。本セクションおよび 68ページの
『ServeRAIDデバイス・ドライバーのインストール』 を参照し、
ServeRAIDファイルをインストールします。

� ServeRAIDアダプターおよびコントローラーは Windows 95をサポー
トしていません。ただし、OS/2、NetWare、または Windows NTオペ
レーティング・システムを稼働しているリモート・サーバーに接続され
た Windows 95 クライアント上では、リモートに WIN32 ベースのプロ
グラムを実行することができます。本セクションの説明を参照し、
WIN32 ベースのプログラムを Windows 95クライアントにインストー
ルします。

� ご使用のネットワーク・オペレーティング・システムが OS/2、または
NetWareの場合には、クライアント/サーバー・モードで ServeRAID
WIN32 ベースのプログラムをリモート側から実行する必要がありま
す。

この環境に関するその他の要件には、次のものが含まれます。

– IBM ServeRAID WIN32 ベースのプログラムを稼働する Windows
NT または Windows 95

本セクションの説明に従って WIN32 ベースのプログラムをインス
トールします。
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– リモート・システムにアクセスするための、正しく配線されたネッ
トワーク・アダプター

– ローカルおよびリモート・システムの両方にインストールされた
TCP/IPネットワーク・プロトコル

– リモート・システムにインストールされた ServeRAIDデバイス・
ドライバーおよびバックグラウンド・サーバー・コンポーネント

詳細については 『ServeRAIDデバイス・ドライバーのインストー
ル』 を参照してください。

ServeRAID WIN32 ベースのプログラムを次のようにしてインストールしま
す。

1. システムの電源を入れ、Windows NTまたは Windows 95を始動させ
ます。

2. IBM ServeRAID Configuration CDを CD-ROMドライブに挿入しま
す。

3. 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリック
し、次に以下のように入力します。

z:¥programs¥disk3¥setup

注: zは ServeRAID CDを含む CD-ROMドライブに割り当てられた
文字を表します。

4. Enter を押し、画面に表示される指示に従ってインストールを完了させ
ます。

WIN32 ベースのプログラムに関する詳しいことは、91ページの第5章、『ユ
ーティリティー・プログラムの開始および使用』 を参照してください。

ServeRAID デバイス・ドライバーのインストール

本セクションは、Windows NT、NetWare、および OS/2用のデバイス・ド
ライバーのインストールについて説明します。

Windows NT をご使用の場合、71ページの『Windows NT 用バックグラウ
ンド・サーバー・コンポーネントのインストール』の指示にしたがって、
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ServeRAIDデバイス・ドライバーをインストールした後、Windows NT用
バックグラウンド・サーバー・コンポーネントをインストールしてくださ
い。

OS/2および NetWare用管理/モニター・プログラム・ファイルならびにバ
ックグラウンド・サーバー・コンポーネントは、OS/2および NetWare用
ServeRAIDデバイス・ドライバーを導入するときに自動的に導入されます。
Windows NT 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネントは、
Windows NT 用の ServeRAID デバイス・ドライバーを導入するときに自動
的に導入されます。

使用する OS: 参照場所:
Windows NT 『Windows NT 用デバイス・ドライバーのインストール』
NetWare 74ページの『NetWare用デバイス・ドライバーのインストール』
OS/2 78ページの『OS/2 用デバイス・ドライバーのインストール』

Windows NT 用デバイス・ドライバーのインストール

本セクションは ServeRAIDデバイス・ドライバーのインストールに関して
2 種類の方法を提供しています。1 つは Windows NTの最初のインストー
ル時に使用するもので、もう 1 つは Windows NTがすでにインストールさ
れている場合に使用するものです。

71ページの『Windows NT 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネン
トのインストール』の指示にしたがって、ServeRAIDデバイス・ドライバー
をインストール後、Windows NT 3.5Xおよび Windows NT 4.0用バックグ
ラウンド・サーバー・コンポーネントをインストールしてください。

Windows NT 3.5X および Windows NT 4.0 用バックグラウンド・サーバー
・コンポーネントは、ServeRAIDデバイス・ドライバーのインストール時に
自動的にインストールされます。
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Windows NT のインストール中にファイルをインストールする

Windows NT のインストール中に ServeRAID ファイルをインストールする
には次のようにします。

1. Windows NT ブート・ディスケットをディスケット・ドライブに挿入す
るか、ブート可能 Windows NT CDを CD-ROMドライブに挿入し、
次にサーバーを再始動します。

2. 「セットアップはシステムのハードウェア構成を検査しています...」と
いうメッセージが表示されたら、F6 キーを押します。

3. ファイルがロードされた後、Windows NTはアダプターを手動で指定す
るための画面を表示します。この画面が表示されたら、Sを押して追加
装置を指定します。

4. 次のウィンドウでは、リストから「その他」を選択します。

5. 「ハードウェアメーカー提供のサポートディスク」を挿入するように指
示されたら、IBM ServeRAID Device Driverディスケット をディスケ
ット・ドライブに挿入し、Enter を押します。

6. 「IBM ServeRAID アダプター」を選択し、Enter を押します。次のよ
うなメッセージが表示されます。「ファイルを読み込んでいます (IBM
ServeRAIDアダプター)...」

7. 指示されたら、Enter を押して先に進みます。

8. Windows NT のマニュアルにある説明に従い、通常のインストール・プ
ロセスを完了させます。

9. インストールを完了したら、必ず最新の「サービス・パック」を適用し
てください。

Windows NT のインストール後にファイルをインストールする

Windows NT のインストール後に ServeRAID ファイルをインストールする
には次のようにします。

1. IBM ServeRAID Device Driver ディスケット をディスケット・ドライ
ブに挿入します。

2. 「スタート」メニューから、「設定」を選択し、次に「コントロール パ
ネル」を選択します。
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3. 「SCSIアダプタ」を選択し、次に「ドライバ ］タブをクリックしま
す。

4. 「追加」をクリックし、次に「ディスク使用」をクリックします。

5. 「配布ファイルのコピー元」フィールドで、次のように入力します。

a:¥nt

6. 「OK」をクリックし、次のダイアログ・ボックスで「OK」を再びクリ
ックします。

7. 現在インストールされたデバイス・ドライバーの使用を希望するか、あ
るいは新しいものをインストールするかと尋ねてきたら、「新しいドラ
イバ」をクリックします。

8. IBM ServeRAID ファイルのフルパスを入力するように指示されたら、
次のように入力します。

a:¥nt

9. 「続行」をクリックし、デバイス・ドライバーのインストール後にシス
テムを再始動します。

10. 「Windows NT 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネントのイン
ストール」に続きます。

Windows NT 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネントのインスト
ール

本セクションでは、Windows NT 3.5Xおよび Windows NT 4.0用バックグ
ラウンド・サーバー・コンポーネントのインストールについて説明します。

Windows NT 3.5X 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネントのイ
ンストール

1. ディスケット・ドライブに IBM ServeRAID Device Driverディスケッ
ト を挿入し、以下を入力し IPSADM.EXEファイルをハード・ディス
クにコピーします。

copy a:¥nt¥ipsadm.exe c:¥winnt¥system32¥ipsadm.exe

2. Enter を押します。

3. 以下を入力し IPSADM.ICOアイコン・ファイルをハード・ディスクに
コピーします。
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copy a:¥nt¥ipsadm.ico c:¥winnt¥system32¥ipsadm.ico

4. Enter を押します。

5. プログラムを入れるグループを選択するか、新規グループを作成しま
す。例えば、「管理ツール」グループを開くか、「IPSADM 管理/モニ
ター」という名前の新しいプログラム・グループを作成します。

6. 「アイコン」をクリックし、「登録とグループの作成...」を選択しま
す。

7. データ・フィールドに以下の情報を入力します。

タイトル:  IPSRAID 管理/モニター
 コマンドライン: C:¥WINNT¥SYSTEM32¥IPSADM.EXE

 実行時のディレクトリ: C:¥WINNT¥SYSTEM32

8. 「アイコンの変更」をクリックします。そして、情報ウインドウの「
OK」をクリックします。

9. 「アイコンの変更」ウインドウに以下を入力します。

 C:¥winnt¥system32¥ipsadm.ico

または、

「参照」をクリックし、C:¥WINNT¥SYSTEM32¥IPSADM.ICOを選
択します。

10. アイコンでの「OK」をクリックします。

11. プログラム・プロパティでの「OK 」をクリックします。

12. 管理/モニター・プログラムにアクセスするには、新規アイコンをダブ
ル・クリックします。

Windows NT 4.0 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネントのイン
ストール

1. ディスケット・ドライブに IBM ServeRAID Device Driverディスケッ
ト を挿入し、以下を入力し IPSADM.EXEファイルをハード・ディス
クにコピーします。

copy a:¥nt¥ipsadm.exe c:¥winnt¥system32¥ipsadm.exe

2. Enter を押します。
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3. 以下を入力し IPSADM.ICOアイコン・ファイルをハード・ディスクに
コピーします。

copy a:¥nt¥ipsadm.ico c:¥winnt¥system32¥ipsadm.ico

4. Enter を押します。

5. 以下のステップを行い、新規プログラム・ショートカットを作成しま
す。

a. 右マウス・ボタンを使って、デスクトップをクリックします。
b. 「新規作成」をクリックし、「ショートカット」をクリックしま
す。

c. 「ショートカットの作成」ウインドウ に以下を入力します。

 c:¥winnt¥system32¥ipsadm.exe

d. 「次へ」をクリックします。
e. 「名前の指定」ウインドウに以下を入力します。

IPSRAID 管理/モニター サーバー

f. 「完了」をクリックします。

6. 右マウス・ボタンを使って、アイコンをクリックします。

7. 「プロパティ」をクリックし、「ショートカット」をクリックして、「
アイコンの変更」をクリックします。

8. 情報ウインドウの「OK」をクリックします。

9. 「アイコンの変更」ウインドウに以下を入力します。

 c:¥winnt¥system32¥ipsadm.ico

10. アイコンでの「OK」をクリックし、プログラム・プロパティでの「OK
」をクリックします。

11. 管理/モニター・プログラムにアクセスするには、新規アイコンをダブ
ル・クリックします。
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NetWare 用デバイス・ドライバーのインストール

本セクションは、NetWare 3.12または 4.1Xのインストール中に
ServeRAIDデバイス・ドライバーをインストールする方法、ならびに
NetWare 3.12 または 4.1X がすでにインストールされている場合に
ServeRAIDデバイス・ドライバーをインストールする方法を説明します。

管理/モニター・プログラム・ファイルおよび NetWare用バックグラウン
ド・サーバー・コンポーネントは、NetWare用 ServeRAIDデバイス・ドラ
イバーのインストール時に自動的にインストールされます。

NetWare 3.12 のインストール中にファイルをインストールする

NetWare用 ServeRAIDデバイス・ドライバーである IPSRAID.HAM は、
IBM ServeRAID Device Driver ディスケット の NetWareディレクトリーに
あります。INSTALL.BAT ファイル (これもディスケットの NetWareディ
レクトリーにあります) を使用して、必要な全ファイルをユーザーのサーバ
ー・ディレクトリーにコピーすることができます。INSTALL.BAT ファイル
は STARTUP.NCF ファイルを変更し、必要な NetWare モジュールをロー
ドするようにします。

NetWare 3.12 マニュアルの説明ならびに以下の説明に従って、NetWare バ
ージョン 3.12のインストール中に、ServeRAIDデバイス・ドライバー、バ
ックグラウンド・サーバー・コンポーネント、および管理/モニター・プログ
ラム・ファイルをインストールします。

1. コマンド・プロンプトに以下のように入力し、NetWare用のディレクト
リーを手動で作成します。

md server.312

注: SERVER.312は、デフォルトの NetWare 3.12ディレクトリーで
す。異なるパスを使用している場合は、NetWareのインストー
ル・プロセス中は、同一のパスを必ず指定してください。

2. Enter キーを押します。

3. ハード・ディスク上の SERVER.312ディレクトリーに移動します。次
に IBM ServeRAID Device Driver ディスケット をディスケット・ドラ
イブに挿入します。
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4. オペレーティング・システムのプロンプトで、次のように入力します。

a:¥netware¥install

注: a は、ServeRAIDディスケットを含むディスケット・ドライブに
割り当てられたドライブを表します。

5. Enter キーを押します。次に、画面に現れる指示に従って ServeRAID
デバイス・ドライバーおよびプログラムのインストールを完了させま
す。

NetWare 3.12 のインストール後にファイルをインストールする

NetWare用 ServeRAIDデバイス・ドライバーである IPSRAID.HAM は、
IBM ServeRAID Device Driver ディスケット の NetWareディレクトリーに
あります。INSTALL.BAT ファイル (これもディスケットの NetWareディ
レクトリーにあります) を使用して、必要な全ファイルをユーザーのサーバ
ー・ディレクトリーにコピーすることができます。INSTALL.BAT ファイル
は STARTUP.NCF ファイルを変更し、必要な NetWare モジュールをロー
ドするようにします。

NetWare 3.12 マニュアルの説明ならびに以下の説明に従って、NetWare バ
ージョン 3.12のインストール後に、ServeRAIDデバイス・ドライバー、バ
ックグラウンド・サーバー・コンポーネント、および管理/モニター・プログ
ラム・ファイルをインストールします。

1. IBM ServeRAID Device Driver ディスケット をディスケット・ドライ
ブに挿入します。

2. デフォルトの NetWare 3.12ディレクトリーに移動します。そのために
は次のように入力します。

cd ¥server.312

注: SERVER.312は、デフォルトの NetWare 3.12ディレクトリーで
す。異なるパスを使用している場合は、インストール・プロセス中
は、同一のパスを必ず指定してください。

3. Enter を押し、SERVER.312ディレクトリーでオペレーティング・シス
テムのプロンプトに次のように入力します。

a:¥netware¥install
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注: a は、ServeRAIDディスケットを含むディスケット・ドライブに
割り当てられたドライブを表します。

4. Enter キーを押します。次に、画面に現れる指示に従って ServeRAID
デバイス・ドライバーおよびプログラムのインストールを完了させま
す。

NetWare 4.1X のインストール中にファイルをインストールする

NetWare 4.1X マニュアルの説明ならびに以下の説明に従って、NetWare バ
ージョン 4.1Xのインストール中に、ServeRAIDデバイス・ドライバー、バ
ックグラウンド・サーバー・コンポーネント、および管理/モニター・プログ
ラム・ファイルをインストールします。

1. NetWareマニュアルにある説明に従って、インストールを開始します。

2. インストール・プロセス中に「サーバードライバの選択 - ディスクドラ
イバ」プロンプトが表示されたら、IBM ServeRAID Device Driverディ
スケット をディスケット・ドライブに挿入します。

3. 「選択したディスク / LAN ドライバの追加選択あるいは変更 」を選択
します。

4. IPSRAIDが表示されたら、「選択したドライバの選択解除」を選択し
ます。

5. 「追加ドライバの選択」を選択し、次に Ins (Insert)キーを押してリス
トされていない新しいデバイス・ドライバーを追加します。

6. パスを指定する為に、F3 を押して次に以下のように入力します。

a:¥netware

注: a は、ServeRAIDディスケットを含むディスケット・ドライブに
割り当てられたドライブを表します。

7. ウィンドウに表示されるデバイス・ドライバーのリストから
IPSRAID.HAM を選択し、Enter を押します。

注: IPSRAID.HAM およびサポート・ファイルがシステム・ボリュー
ムにコピーされます。

8. 「OK」を選択して既存のファイルを上書きします。
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9. NetWareマニュアルにある説明に従って、インストールを完了させま
す。

NetWare 4.1X のインストール後にファイルをインストールする

1. システム・コンソールから、次のように入力して NetWareインストー
ル・ユーティリティー・プログラムを開始します。

load install

2. Enter キーを押します。

3. IBM ServeRAID Device Driver ディスケット をディスケット・ドライ
ブに挿入します。

4. 「ドライバオプション」を「インストールオプション」リストから選択
します。

5. 「ディスクおよび記憶デバイスのドライバの設定」を「ドライバオプシ
ョン」ポップアップ・ウィンドウから選択します。

6. 「追加のドライバの選択」を「追加ドライバに対する操作」ポップアッ
プ・ウィンドウから選択します。

7. 次の画面が表示されたら、Ins キーを押してリストされていないドライ
バーをインストールします。

8. 次の画面が表示されたら、F3 キーを押して異なるパスを指定します。

9. 「ディレクトリパスの指定」フィールドで次のように入力します。

a:¥netware

10. インストールするドライバーを選択するように指示されたら、
IPSRAID.HAM を選択します。

11. 指示が出たら「Yes」を選択し、IPSRAID.HAM ドライバーをコピーし
ます。

12. サーバーのブートパスを指定するように指示されたら、次のように入力
します。

c:¥nwserver
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注:

a. この説明では、NetWareがデフォルト・ディレクトリーにインスト
ールされていることを前提としています。NetWareをドライブ C
の NWSERVER ディレクトリーにインストールしていない場合
は、ステップ 12を適切に変更します。

b. インストール中のいずれかのファイルがサーバー上にすでに存在し
ている場合は、NetWareは旧ファイルを保管するように指示しま
す。旧ファイルの保管は必ずしも必要ではありませんが、保管して
おくことをお勧めします。

13. インストール・プログラムがすべてのファイルをコピーした後、「ドラ
イバ IPSRAIDのパラメータ操作」画面でパラメーター (ServeRAIDス
ロット番号など) を編集することができます。

14. パラメーターの編集後、「パラメータを保存し、ドライバをロード」を
選択して ServeRAIDデバイス・ドライバーをロードします。

15. Escを押してインストール画面を終了します。

注: NetWareが始動中に自動的に ServeRAIDデバイス・ドライバーをロ
ードするようにしたい場合は、適切な LOAD コマンド (たとえば、
load ipsraid.ham slot=1) を NetWareのスタートアップ・コマン
ド・ファイル (通常は C:¥NWSERVER¥STARTUP.NCF)に追加して
おく必要があります。

OS/2 用デバイス・ドライバーのインストール

本セクションは ServeRAIDデバイス・ドライバーのインストールに関して
2 種類の方法を提供しています。1 つは OS/2の最初のインストール時に使
用するもので、もう 1 つは OS/2がすでにインストールされている場合に使
用するものです。

ServeRAID管理/モニター・プログラム・ファイルおよび OS/2用バックグ
ラウンド・サーバー・コンポーネントは、OS/2用 ServeRAIDデバイス・ド
ライバーのインストール時に自動的にインストールされます。
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OS/2 のインストール中にファイルをインストールする

以下の説明に従って、OS/2 Warp Serverのインストール中に ServeRAID
デバイス・ドライバーと管理/モニター・プログラム・ファイルをインストー
ルすることができます。

注: 書き込みポリシーがライトバック・モードに設定されている論理ドライ
ブにこれらのファイルをインストールする場合は、Ctrl+Alt+Del を押
すように指示されてから最低 10秒間経ってからそのキーを押すように
してください。10秒以上待つことにより、ServeRAIDアダプターまた
はコントローラー はすべてのダーティー・キャッシュ・ページをハー
ド・ディスクにフラッシュすることができます。

OS/2のインストール中に ServeRAIDファイルをインストールするには次の
ようにします。

1. OS/2 Warp ディスケット 1のコピーを作成し、それに OS/2 ディスケッ
ト 1 のコピー というラベルを付けます。

2. IBM ServeRAID Device Driver ディスケット 上の OS2ディレクトリー
から IPSRAID.ADDファイルを OS/2ディスケット 1のコピー にコピ
ーします。

十分なスペースがない場合には、インストールには必要のないファイル
を削除します (使用しない CD-ROMデバイス・ドライバーや SCSIデ
バイス・ドライバーなど)。CONFIG.SYSファイルから削除したすべて
のデバイス・ドライバーを参照している項目をすべて除去します。

3. OS/2ディスケット 1のコピー にある CONFIG.SYSファイルを編集
し、以下の行を加えます。

BASEDEV=IPSRAID.ADD

SET COPYFROMFLOPPY=1

4. OS/2をインストールします。ただし、ディスケット 1 を挿入するよう
に指示されたときは、更新済みの OS/2ディスケット 1のコピー を使用
します。

5. OS/2のインストールを完了したら、IBM ServeRAID Device Driverデ
ィスケット を挿入します。

6. OS/2ウィンドウで次のように入力します。
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a:

注: a は、ServeRAIDディスケットを含むディスケット・ドライブに
割り当てられたドライブを表します。

7. Enter キーを押します。次に以下のように入力します。

ddinstal

8. Enter キーを押します。

「デバイスドライバーのインストール」ウィンドウが表示され、ソース
および宛先ドライブの入力を求めてきます。ソース・ディレクトリー
は、IBM ServeRAID Device Driver ディスケット を挿入した場所を示
します。宛先ディレクトリーはプログラムがデバイス・ドライバー・フ
ァイルをコピーする先を示します。

9. 「インストール」をクリックします。

� プログラムは ServeRAIDデバイス・ドライバーおよびプログラ
ム・ファイル IPSRAID.ADD、IPSADM.EXE、および
IPSRADM.EXEを、ハード・ディスクの OS/2サブディレクトリ
ーにコピーします。

� プログラムは ServeRAID IPSRADM.HLPヘルプ・ファイルを
¥OS2¥HELPディレクトリーにコピーします。

10. CONFIG.SYSファイルを編集し、BASEDEV=IPSRAID.ADDという
行が 1 行だけあることを確認します。

注:

a. 複数の ServeRAIDまたは SCSIアダアダプターを装備している場
合は、CONFIG.SYSファイル内において、始動 (ブート) 装置を制
御するアダプターの BASEDEVステートメントが、必ず他の
ServeRAIDまたは SCSIアダプターに関する BASEDEVステート
メントより前にくるようにします。

b. サービス・パックをインストールした後は、IPSRAID.ADDデバイ
ス・ドライバーのパスをチェックし、正しいデバイス・ドライバー
がインストールされていることを確認します。

11. サーバーを再始動します。
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OS/2 のインストール後にファイルをインストールする

以下の説明に従って、OS/2 Warp Serverのインストール後に ServeRAID
デバイス・ドライバーと管理/モニター・プログラム・ファイルをインストー
ルすることができます。

OS/2のインストール後に ServeRAIDファイルをインストールするには次の
ようにします。

1. OS/2のインストールを完了したら、IBM ServeRAID Device Driverデ
ィスケット を挿入します。

2. OS/2ウィンドウで次のように入力します。

a:

注:

a. a は、ServeRAIDディスケットを含むディスケット・ドライブに割
り当てられたドライブを表します。

b. 書き込みポリシーがライトバック・モードに設定されている論理ド
ライブにこれらのファイルをインストールする場合は、
Ctrl+Alt+Del を押すように指示されてから最低 10秒間経ってから
そのキーを押すようにしてください。10秒以上待つことにより、
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー はすべてのダーティ
ー・キャッシュ・ページをハード・ディスクにフラッシュすること
ができます。

3. Enter キーを押します。次に以下のように入力します。

ddinstal

4. Enter キーを押します。

「デバイスドライバーのインストール」ウィンドウが表示され、ソース
および宛先ドライブの入力を求めてきます。ソース・ディレクトリー
は、IBM ServeRAID Device Driver ディスケット を挿入した場所を示
します。宛先ディレクトリーはプログラムがデバイス・ドライバー・フ
ァイルをコピーする先を示します。

5. 「インストール」をクリックします。
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� プログラムは、BASEDEV=IPSRAID.ADDという ServeRAIDデ
バイス・ドライバー・ステートメントを CONFIG.SYSファイルに
コピーします。

� プログラムは、ServeRAIDデバイス・ドライバーおよびプログラ
ム・ファイル IPSRAID.ADD、IPSADM.EXE、および
IPSRADM.EXEをハード・ディスク上の OS/2サブディレクトリ
ーにコピーします。

� プログラムは、ServeRAIDヘルプ・ファイル IPSRADM.HLPを
¥OS2¥HELPディレクトリーにコピーします。

6. CONFIG.SYSファイルを編集し、BASEDEV=IPSRAID.ADDという
行が 1 行だけあることを確認します。

注:

a. 複数の ServeRAIDまたは SCSIアダアダプターを装備している場
合は、CONFIG.SYSファイル内において、始動 (ブート) 装置を制
御するアダプターの BASEDEVステートメントが、必ず他の
ServeRAIDまたは SCSIアダプターに関する BASEDEVステート
メントより前にくるようにします。

b. サービス・パックをインストールした後は、IPSRAID.ADDデバイ
ス・ドライバーのパスをチェックし、正しいデバイス・ドライバー
がインストールされていることを確認します。

7. サーバーを再始動します。

管理/モニター・プログラムの開始

OS/2用 ServeRAID管理/モニター・プログラムは次のようにして開始しま
す。

1. ハード・ディスクの OS/2サブディレクトリーに移動し、次のように入
力します。

ipsradm /lf=d:¥path¥logfile
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注:

a. 入力されたパスが存在していることを確認します。プログラムはパ
スを作成しません。

b. Logfileにはプログラムによってメッセージが記録されます。

c. /lf パラメーターを省略した場合は、プログラムはプログラムのメッ
セージを記録するための IPSRADM.LOGデフォルト・ファイルを
OS2サブディレクトリーに作成します。

2. Enter キーを押します。

3. IPSRADMを OS/2に定義するには、以下のステップに従います。

a. OS/2デスクトップで「テンプレート」フォルダーをオープンしま
す。

b. 「プログラムテンプレート」をデスクトップまでドラッグします。
「プログラム - 設定」ウィンドウが表示されます。

c. 「プログラム」ページの「パスおよびファイル名」フィールドに、
次のように入力します。

c:¥os2¥ipsradm.exe

d. 「パラメーター」フィールドに次のように入力します。

/lf=d:¥path¥logfile

e. 「一般」タブの「タイトル」フィールドに、次のように入力しま
す。

ServeRAID

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの開始

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントは次のようにして開始しま
す。

� OS/2または Windowsを使用している場合は、デスクトップの
IPSRAID管理/モニター・アイコンをダブルクリックします。
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� Novell NetWare を使用している場合は次のようにします。

1. リモート・コンポーネントをロードします。そのためには次のよう
に入力します。

load ipsadm.nlm

2. Enter キーを押します。

注: 再構築、同期、または論理ドライブの移行の処理中は、Escキ
ーを押して IPSADM.NLM モジュールを停止さることはできませ
ん。これらのいずれかの操作中にモジュールを停止するには、
IPSADM.NLM モジュールをアンロードする必要があります。

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの使用

本セクションでは、バックグラウンド・サーバー・コンポーネント・コマン
ドライン・パラメーターおよびログイン・メッセージに関する情報を提供し
ます。

コマンドライン・パラメーターの使用

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントに提供されているコマンドラ
イン・パラメーターを使用するには、以下の形式で IPSADM コマンドを出
します。

IPSADM parameter 1 parameter 2 . . .

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの有効なコマンドライン・パ
ラメーターは次のとおりです。

–? –?コマンドは、有効なパラメーターのヘルプを表示しま
す。

–p:number –p:numberコマンドは、サーバーがクライアント接続をチ
ェックするポート番号を指定します。

ポート番号は、1 台のサーバー上でのさまざまなサービスを
区別するために TCP/IPで使用されるパラメーターです。サ
ーバー・ユーティリティー・プログラムのデフォルト値は、
ポート番号 1087です。システムの別のサービスが 1087を
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使用している場合に、このパラメーターを使用して、ポート
番号を変更することができます。

–s:filename –s:filenameコマンドは、セキュリティー情報が含まれてい
るファイルの名前を指定します。セキュリティー情報の詳細
については、86ページの『バックグラウンド・サーバー・コ
ンポーネントのセキュリティー』を参照してください。

–f –f コマンドは、デフォルト・ファイルの IPSADM.LOGに
メッセージを記録するように指定します。

–f:filename -f:filenameコマンドは、メッセージを記録するファイルの
名前を指定します。

–d –dコマンドは、標準出力 (通常は、画面) へのメッセージの
記録を使用不可にします。

メッセージの記録

ServeRAIDアダプターまたはコントローラーが生成するメッセージには、始
動情報、クライアントの接続と切り離し、およびエラー・メッセージがあり
ます。

–f、–f:filename、および –dなどのパラメーターを使用する場合は、
ServeRAIDメッセージの取り扱い方法を指定することができます。デフォル
トでは、標準出力 (通常は画面) へメッセージを記録します。しかし、これら
のメッセージをプリンターやテキスト・ファイルなどの他の出力装置に記録
することもできます。

以下に、IPSADM コマンドを使用するためのさまざまな形式とその結果の例
を示しています。

コマンド 結果

IPSADM メッセージを標準出力に記録し、ファイ
ルには記録しません。

IPSADM -f メッセージを標準出力と IPSADM.LOG
ファイルに記録します。
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IPSADM -f:NEWFILE.LOG メッセージを標準出力および定義された
ファイル (NEWFILE.LOG)に記録しま
す。

IPSADM -d メッセージ記録を使用不可にします。

IPSADM -f -d メッセージを IPSADM.LOG ファイルに
記録しますが、標準出力には記録しませ
ん。

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントのセキュリティー

セキュリティー情報は、サーバー上の任意のテキスト・ファイル内に保持さ
れます。このファイルは、ユーザー名とパスワードを暗号化されていない情
報として保管するため、安全なディレクトリーに保持する必要があります。

ユーザー名とパスワードは管理/モニター・プログラム (クライアント) に入
力されると、暗号化されてからサーバーへ送信されます。サーバーは、ユー
ザー名およびパスワードの暗号を解読して、ServeRAIDアダプターまたはコ
ントローラーへの正当なアクセスかどうかを検査します。検査が正常に終了
すると、アダプターまたはコントローラーはクライアントからのコマンドを
受け入れます。デフォルトのディレクトリーに、または -sパラメーターで指
定したディレクトリーに、セキュリティー・ファイルが存在しない場合は、
セキュリティー機能は使用不可になります。この場合、サーバー・コンポー
ネントは、すべての接続クライアントからコマンドを受け入れます。

セキュリティー・ファイルには、1 行につき、ユーザー名とパスワードの組
合せが 1 個だけ含まれます。 文字列はコロン (:) によって区切られ、各文
字列は最大 8 文字です。

バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの名前解決

接続を試みているクライアントからホスト名を判別するために、サーバー・
コンポーネントは名前解決を使用します。クライアントがリモート・サーバ
ーにアクセスを試みると、サーバーは、接続しようとしているそのクライア
ントの名前を探索します。名前の探索に使用される方法は、サーバーの構成
によって決まります。使用可能な探索方法は、DNS (Domain Name
Servers、ドメイン・ネーム・サーバー) および HOSTSファイルです。構成
によっては、構成エラーや DNSアクセスの失敗が原因となって、タイミン
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グの遅延が発生することがあります。問題が再発する場合は、ネットワーク
構成をチェックしてください。

IPSSEND および IPSMON プログラム

IPSSENDおよび IPSMONは、ご使用の ServeRAIDアダプターおよびコ
ントローラーを管理するために使用することのできる拡張コマンドライン・
プログラムです。これらのユーティリティー・プログラムは、IBM
ServeRAID Command Line Programs ディスケット で提供されています。
この ServeRAIDディスケットは、WWW の以下のアドレスからも入手する
ことができます。

http://www.pc.ibm.com/support

IBM サポート・ページに対するアクセスに必要な情報については、63ペー
ジを参照してください。

IPSSENDプログラムを使用して、ServeRAIDアダプターまたはコントロー
ラーの構成の表示、無効ドライブの再構築、論理ドライブの初期化、論理ド
ライブの同期、およびその他の機能の実行を行うことができます。

IPSMONプログラムを使用して、無効ドライブ、事前障害分析 (PFA)警
告、再構築操作、同期、および論理ドライブの移行に関して ServeRAIDア
ダプターまたはコントローラーを監視することができます。このプログラム
は、活動が発生すると、モニター、ファイル、あるいはモニターとファイル
の両方にメッセージを記録することができます。

IPSSENDおよび IPSMONプログラムを以下のオペレーティング・システ
ムで使用することができます。

� IBM OS/2 Warp Server および OS/2 LAN Server
� Novell NetWare 3.12 および 4.1X
� Microsoft Windows NT

IPSSENDプログラムを DOSで使用することも可能ですが、DOSは ASPI
マネージャーを必要とします。
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OS/2、Windows NT 、または NetWare 用 IPSSEND およ
び IPSMON のインストール

OS/2、Windows NT、または NetWare用のこれらのプログラムは次のよう
にしてインストールします。

1. サーバーを開始します。

2. オペレーティング・システムのロードの後、 IBM ServeRAID Command
Line Programs ディスケット をディスケット・ドライブに挿入します。

3. NetWareを使用している場合は、ステップ 5 に進みます。Windows
NT または OS/2を使用している場合は、ハード・ディスク上に
IPSADM ディレクトリーを作成します。そのためには、オペレーティン
グ・システムのコマンド・プロンプトに移り、次のように入力します。

md c:¥ipsadm

注:

a. c は OS/2または Windows NTがインストールされているドライ
ブを表します。

b. 管理/モニター・プログラム・ファイルをインストールしてある場合
は、このディレクトリーはすでに作成されています。

4. Enter キーを押します。

5. コマンド・プロンプトに続けて次のいずれかを入力することにより、
IPSSEND.EXEファイルをハード・ディスクにコピーします。

� OS/2の場合は次のように入力します。

copy a:¥os2¥ipssend.exe c:¥ipsadm

� Windows NT の場合は、次のように入力します。

copy a:¥nt¥ipssend.exe c:¥ipsadm

� NetWareの場合は、次のように入力します。

copy a:¥netware¥ipssend.nlm c:¥nwserver
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注:

a. a は、ServeRAIDディスケットを含むディスケット・ドライブ
に割り当てられたドライブを表します。

b. c は OS/2、Windows NT、または NetWareがインストール
されているドライブを表します。

c. これらの説明は、NetWareが NWSERVERディレクトリーに
インストールされていることを前提としています。

6. Enter を押します。次にコマンド・プロンプトに以下のいずれかを入力
することにより、IPSMON.EXEファイルをハード・ディスクにコピー
します。

� OS/2の場合は次のように入力します。

copy a:¥os2¥ipsmon.exe c:¥ipsadm

� Windows NT の場合は、次のように入力します。

copy a:¥nt¥ipsmon.exe c:¥ipsadm

� NetWareの場合は、次のように入力します。

copy a:¥netware¥ipsmon.nlm c:¥nwserver

注:

a. a は、ServeRAIDディスケットを含むディスケット・ドライブ
に割り当てられたドライブを表します。

b. c は OS/2、Windows NT、または NetWareがインストール
されているドライブを表します。

c. これらの説明は、NetWareが NWSERVERディレクトリーに
インストールされていることを前提としています。

7. Enter を押します。 IPSSENDおよび IPSMONプログラムの始動およ
び使用法については、91ページの第5章、『ユーティリティー・プログラ
ムの開始および使用』 を参照してください。
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DOS用 IPSSEND のインストール

DOS用 IPSSENDは次のようにインストールします。

1. 始動可能ディスケットを作成します。そのためには、ブランクのディス
ケットをディスケット・ドライブ A に挿入し、以下のように入力しま
す。

format a: /s

2. Enter キーを押します。

3. IPSSEND.EXEファイルを IBM ServeRAID Command Line Programs
ディスケット の DOSディレクトリーから起動ディスケットにコピーし
ます。

4. ASPIデバイス・ドライバーを始動可能ディスケットにインストールし
ます。ディスケット・ドライブ A に IBM ServeRAID Device Driverデ
ィスケット を挿入し、以下を入力します。

 a:¥dos¥uinstall

注: CHEV USコマンドで DOSを英語モードに切り替えてから上のコ
マンドを入力してください。

5. Enter を押します。Source Driveとして a:¥、Target Path として a:¥
を指定し、画面の指示に従ってください。

6. ディスケット・ドライブに始動可能ディスケットを挿入したまま、シス
テムを再起動します。IPSSENDプログラムの開始と使用の情報につい
ては、91ページの第5章、『ユーティリティー・プログラムの開始および
使用』を参照してください。
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第5章 ユーティリティー・プログラムの開始および
使用

本章は、ServeRAID管理/モニター・プログラム、IPSSENDプログラム、
および IPSMONプログラムの起動および使用に必要な情報を提供します。

本章の内容:
管理/モニター・プログラムの開始 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 92
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管理/モニター・プログラムの開始

ServeRAID WIN32 ベースの管理/モニター・プログラムを開始する前に、以
下の説明を参照して、そのメイン画面の配置を十分理解してください。

図 7. 「管理/モニター」画面の配置

番号の付けられた区域について以下に説明します。

1.タイトル・バー アプリケーションのタイトルとともに、最小化
アイコン、最大化アイコン、およびクローズ・
アイコンを表示します。

2.メニュー・バー サポートされているすべての機能について、そ
のプルダウン・メニューを表示します。

3.ツールバー よく使用される機能のアイコンを表示します。

4.装置区域 ServeRAIDアダプターまたはコントローラー
の物理チャネルに接続された各装置の状態を表
示します。必要な場合は、そのアレイ ID も表
示します。
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5.ステータス・バー カーソルが現在指している区域のヘルプを表示
します。 日付および時刻も表示します。

6.状況ウィンドウ 各アダプターまたはコントローラーの操作状態
についてのメッセージを表示します。

7.論理ドライブ区域 作成された論理ドライブの数と論理ドライブの
状態を表示します。

8.アダプター区域 インストールされた ServeRAIDアダプターお
よびコントローラーの番号および状況を表示し
ます。

WIN32 ベースの管理/モニター・プログラムは次のようにして開始します。

1. 次のいずれかを実施します。

� 「IBM ServeRAID 管理」のアイコンをダブルクリックします。

 または

� 「スタート」メニューから「IBM ServeRAID 管理」を選択しま
す。

2. 管理/モニター・プログラムは、スタンドアロン・モードで始動します。
このプログラムがロードされた後、ServeRAIDアダプターおよびコント
ローラーにアクセスすることができます。

メイン・ウィンドウが表示されたら、次のように表示されます。

� プログラムをスタンドアロン・モードで実行しており、ServeRAID
アダプターまたはコントローラーがシステムにインストールされて
いる場合は、インストールされているアダプターまたはコントロー
ラーの現行設定値が画面に表示されます。

� ServeRAIDアダプターまたはコントローラーがインストールされて
いないクライアントからプログラムを実行している場合、システム
に ServerRAID アダプターまたはコントローラーがインストールさ
れていないことを伝えるメッセージが表示されます。

3. ServeRAID アダプターまたはコントローラーを含むサーバーにアクセ
スするには、「オプション」メニューから「ネットワークの設定」を選
択します。
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4. 「スタンドアロン」または「クライアント/サーバー」を表示するウィン
ドウが現れたら、「クライアント/サーバー」ボタンをクリックします。

5. 編集ボックス内で、アクセスしたいサーバーのホスト名を入力します。

 または

プルダウン・リストからホスト名を選択し、「接続」をクリックしま
す。

注: サーバー上でセキュリティーが使用可能になっている場合は、有効
なユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

管理/モニター・プログラムの使用

管理/モニター・プログラムを使用すると、ServeRAIDアダプターおよびコ
ントローラーを監視したり、ServeRAID構成や関連した装置を表示したり、
アレイを再構築したり、アレイを削除したり、論理ドライブのサイズを動的
に拡大したり、RAID レベルを変更したりすることができます。

「オプション」プルダウン・メニューの使用

以下の選択項目は、管理/モニター・プログラムのメイン画面にある「オプシ
ョン」プルダウン・メニューから使用可能です。

� ネットワークの設定
� 一般オプション
� アラート・オプション

ネットワークの設定

ネットワーク全体で ServeRAIDアダプターおよびコントローラーを監視し
たい場合は、クライアント/サーバー・モードに切り替える必要があります。

「ネットワークの設定」ダイアログ・ボックスを使用すると、IBM
ServeRAIDアダプターまたはコントローラーが取り付けられているネッ
トワーク内のサーバーを選択し、接続することができます。
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サーバーの選択と接続は、以下のように行います。

1. ツールバーの をクリックするか、または「オプション」プルダウ
ン・メニューから「ネットワークの設定」を選択します。次のような画
面が表示されます。

2. 「クライアント/サーバー」ラジオ・ボタンをクリックします。

3. 接続しようとしているサーバー上でセキュリティーが使用可能になって
いる場合には、接続しようとしているサーバー上のセキュリティー・フ
ァイルによって定義されている「ユーザー名」と「パスワード」を入力
します。(セキュリティー・ファイルの詳細については、86ページの『バ
ックグラウンド・サーバー・コンポーネントのセキュリティー』を参照
してください。)

4. システムのホスト名または TCP/IPアドレスを入力するか、またはプル
ダウン・リストから選択します。

注: デフォルト (1087)以外のポートでサーバーを始動していた場合
は、入力したホスト名または TCP/IPアドレスの後に、コロンと構
成されている正しいポート番号を (たとえば、ServeRAID:1088の
ように) 入力してください。

5. 「接続」をクリックして、リモート・システムとの接続を開始します。
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一般オプション

「一般オプション」を「オプション」プルダウン・メニューから選択する
と、以下のような画面が表示されます。

この画面を使用して次のことを行うことができます。

� アラームの使用可能または使用不可
� アラームのリセット
� ポーリング・オプションの設定

アラームの使用可能または使用不可: アラームは、システムの障害をユーザ
ーに知らせます。アラームは、次の状態のいずれかが発生した場合に起動し
ます。

� DDD ハード・ディスク・ドライブが検出された。
� 事前障害分析 (PFA)のエラーが発生した。
� ServeRAIDアダプターまたはコントローラーが応答していない。

アラームを使用可能、または使用不可にするには、「一般オプション」画面
の「アラームを無効にする」ボックスをクリックします。チェックボックス
にチェック印を付けるとアラームが使用不可となり、そのチェック印を消す
とアラームが使用可能となります。
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アラームのリセット:

アラームをリセットするには、 STOP をクリックするか、または「一般オプ
ション」の画面で「アラームのリセット」をクリックします。

ポーリング・オプション: ServeRAIDアダプターまたはコントローラー
は、サーバー内に何か変更が発生していないか、一定の時間間隔で、サーバ
ーの ポーリング またはチェックを行います。

アダプターまたはコントローラーによるサーバーのポーリングの頻度は、オ
プション・メニュー上で時間間隔を 5 秒から 60秒の間で指定することによ
って選択することができます。デフォルトの時間間隔の設定値は、5 秒で
す。

プログラムは以下の事象に関してポーリングを行います。

� 再構築の開始
� 再構築の完了
� 同期の開始
� 同期の完了
� 移行の開始
� 移行の完了
� PFAエラーの検出
� デッド・ドライブの検出
� アダプターまたはコントローラーのコマンドへの応答不良

アラート・オプション

IBM Netfinity Manager プログラムを使用しているシステム管理者は、
Netfinity Manager アラートを使用することによって、サーバー上で発生し
ているさまざまな活動を Netfinity アラート・マネージャーが通報するよう
に、ServeRAID管理/モニター・プログラムを構成することができるように
なります。

STOP
アラームをリセットすると、現行の障害のアラームがオフになりますが、
その機能が使用不可になることはありません。
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Netfinity Managerアラートの設定値を構成するには、次の手順を実行して
ください。

1. 「オプション」のプルダウン・メニューを開きます。

2. 「アラート・オプション」をクリックします。

3. 「Netfinity アラート」をクリックします。次のような画面が表示されま
す。

 

注: Netfinity Managerアラートのデフォルトの設定値は、使用不可に
されています。

4. 「Netfinity アラートを有効にする」の隣のチェック・ボックス内にチェ
ック印が付いていることを確認します。

5. Netfinity Manager アラートのいずれかを使用不可にするには、次の手
順を実行します。

a. 「Netfinity アラートを有効にする」の隣にあるチェック・ボックス
にチェックが入っていることを確認します。

b. 使用不可にしたい特定のアラートの隣のチェック・ボックスをクリ
ックします。

6. Netfinity Manager が組み込まれているかどうかをテストするには、「
テスト・アラートの送信」ボタンをクリックします。これによって、
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Netfinity Manager アラートがテスト・メッセージとともに「アラー
ト・マネージャー」へ送信されます。

Netfinity Manager アラートを使用可能にすると、ServeRAID アダプタ
ーまたはコントローラーは以下の 3 種類のメッセージを Netfinity アラ
ート・マネージャーに送信します。

a. 情報
� 再構築の開始
� 再構築の完了
� 同期の開始
� 同期の完了
� 移行の開始
� 移行の完了

b. 警告
� PFAエラーの検出

c. クリティカル
� デッド・ドライブの検出
� アダプターまたはコントローラーのコマンドへの応答不良。

これらのタイプのメッセージの内容を理解することによって、サーバー
構成を監視する手順と、アラートが出されたときに適切な処置をとるよ
うに Netfinity Managerを構成することができます。たとえば、無効ド
ライブがネットワーク内のサーバー上で検出された場合は、Netfinity
Managerプログラムを特定の電話番号へダイヤルアウトするように設定
することができます。詳細については、Netfinity Manager付属の資料
を参照してください。

管理機能の使用

本セクションは、以下の ServeRAID管理機能の使用に関する情報を提供し
ます。

� アレイの管理
� 論理ドライブの管理
� 論理ドライブの移行の管理
� 物理ドライブの管理
� アダプターの管理
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アレイの管理

本セクションは、ディスク・アレイの作成および削除に関して説明します。

ディスク・アレイの作成:

ディスク・アレイを作成するには、次の手順を実行してください。

1. ツールバー上の アイコンをクリックするか、または 「拡張」のプ
ルダウン・メニューから「ディスク・アレイの管理」を選択します。そ
れから、「ディスク・アレイの作成」を選択します。次のような画面が
表示されます。

2. 管理/モニター・プログラムのメイン画面から、1 つまたは複数の作動可
能 (RDY) ドライブを選択します。

RDY ドライブを選択するには、装置区域から選択したい RDY ボタン
をクリックします。このディスク・アレイに追加される各 RDY ドライ
ブの隣に、ディスク・アレイの ID が表示されます。

選択すべきドライブを変更したい場合は、そのボタンをもう一度選択し
て、すでに選択されているドライブをディスク・アレイから取り除きま
す。

3. 「OK」をクリックして、この新しいアレイの論理ドライブを定義しま
す。次のような画面が表示されます。

 
ディスク・アレイは、セキュリティー、パフォーマンス、信頼性を向上さ
せるために使用します。
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4. プルダウン・リストから作成する RAID レベルを選択します。

注: アレイ内のハード・ディスクの数がそのアレイで使用可能な RAID
レベルを決定します。

� アレイがハード・ディスクを 1 台含む場合には、論理ドライ
ブとして RAID レベル 0 のみを選択することができます。

� アレイがハード・ディスクを 2 台含む場合には、論理ドライ
ブとして RAID レベル 0 または RAID レベル 1 を選択する
ことができます。

� アレイがハード・ディスクを 3 台以上含む場合には、論理ド
ライブとして RAID レベル 0、RAID レベル 1、または
RAID レベル 5 を選択することができます。

5. 入力フィールドの「必要なスペース」に入力します。

ServeRAIDプログラムは選択された RAID レベルについて最大限使用
可能なスペースを使用して、割り当てるデフォルト値を計算します。

注: 実際の論理ドライブのサイズは、「必要なスペース」フィールドに
入力したサイズとは多少異なることがあります。RAID レベルおよ
びハード・ディスクの数により論理ドライブのサイズが決定されま
す。たとえば、1 GBのハード・ディスク 3 台で構成されるディス
ク・アレイが 1つあり、かつ 1000 MBの RAID レベル 0 の論理
ドライブが要求されたとします。このディスク・アレイには、実際
には 999 MBしか入っていません。これは、各ドライブに 333
MB ずつ、3 台のドライブ全体にデータがストライプされるためで
す。

6. 「OK」をクリックして、このディスク・アレイを作成します。

ディスク・アレイの削除:
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ディスク・アレイを削除するには、次の手順を実行してください。

1. ツールバーの をクリックするか、または「拡張」のプルダウン・
メニューから「ディスク・アレイの管理」を選択して、「ディスク・ア
レイの削除」を選択します。次のような画面が表示されます。

2. プルダウン・リストから削除したいディスク・アレイ ID を選択しま
す。

重要:
始める前に、必ず、保管したいデータとプログラムはすべてバックアッ
プを取ってください。

3. 「OK」をクリックして、このディスク・アレイを削除します。

注: オペレーティング・システムの中には、ディスク・アレイとそれに関連
する論理ドライブを削除すると、既存のドライブに割り当てられている
ドライブ文字が変更されるものがあります。

論理ドライブの管理

本セクションは、論理ドライブの作成、論理ドライブの初期化および同期、
あるいはブロックされた論理ドライブへのアクセスに必要な情報を提供しま
す。

論理ドライブの作成:

ディスク・アレイを削除すると、そのディスク・アレイに定義されている
すべての論理ドライブが削除されます。そのディスク・アレイ内の論理ド
ライブのデータとプログラムは、この手順の実行中にすべて失われます。
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論理ドライブを作成するには、次の手順を実行してください。

1. ツールバーの アイコンをクリックするか、「拡張」プルダウ
ン・メニューから「論理ドライブの管理」を選択し、次に「論理ドライ
ブの作成」を選択します。次のような画面が表示されます。

2. プルダウン・リストからディスク・アレイ ID を選択します。

3. プルダウン・リストから該当する RAID レベルを選択します。

注: アレイ内のハード・ディスクの数によりそのアレイで使用可能な
RAID レベルが決定されます。

� アレイがハード・ディスクを 1 台含む場合には、論理ドライ
ブとして RAID レベル 0 のみを選択することができます。

� アレイがハード・ディスクを 2 台含む場合には、論理ドライ
ブとして RAID レベル 0 または RAID レベル 1 を選択する
ことができます。

� アレイがハード・ディスクを 3 台以上含む場合には、論理ド
ライブとして RAID レベル 0、RAID レベル 1、または
RAID レベル 5 を選択することができます。

4. 入力フィールドの「必要なスペース」に入力します。

ServeRAIDプログラムは選択された RAID レベルについて最大限使用
可能なスペースを使用して、割り当てるデフォルト値を計算します。

注: 実際の論理ドライブのサイズは、「必要なスペース」フィールドに
入力したサイズとは多少異なることがあります。RAID レベルおよ

各 ServeRAIDアダプターまたはコントローラーは最大 8 つの論理ドラ
イブをサポートします。使用されるストライプ単位サイズに基づき、最大
8 または16台の物理ドライブを各論理ドライブに組み合わせることがで
きます。
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びハード・ディスクの数により論理ドライブのサイズが決定されま
す。たとえば、1 GBのハード・ディスク 3 台で構成されるディス
ク・アレイが 1つあり、かつ 1000 MBの RAID レベル 0 の論理
ドライブが要求されたとします。このディスク・アレイには、実際
には 999 MBしか入っていません。これは、各ドライブに 333
MB ずつ、3 台のドライブ全体にデータがストライプされるためで
す。

5. 「OK」をクリックして、この論理ドライブを作成します。

注:

1. 論理ドライブの移行 (LDM) 機能の使用を計画している場合は、7 つを
超える論理ドライブを定義しないでください。LDM 機能は、移行を実
行するための空き論理ドライブが 1 つ必要です。詳細については、106
ページの『論理ドライブの移行の管理』を参照してください。

2. LDM の「RAID レベルの変更」機能を使用する計画がある場合は、一
つのディスク・アレイ内のすべての論理ドライブに対して同一の RAID
レベルを割り当てる必要があります。詳細については、106ページの
『RAID レベルの変更』を参照してください。

論理ドライブの初期化: 論理ドライブを初期化すると、そのドライブ上の最
初の 1024セクターが消去され、またそのドライブにそれまで保管されてい
たデータがアクセスできなくなります。

論理ドライブを初期化するには、次の手順を実行します。

1. 管理/モニター・プログラムのメイン画面から、論理ドライブを選択しま
す。

2. 「初期化」をクリックして、そのドライブを初期化します。

3. RAID レベル 5 のドライブを初期化した場合は、データ保全性を保証す
るために同期をとる必要があります。『論理ドライブの同期』へ進んで
ください。

論理ドライブの同期: 論理ドライブの同期の目的は、選択されたドライブ上
のパリティー・データを計算し、書き込むことです。

ご使用中の ServeRAIDアダプターまたはコントローラー のタイプが自動同

104 IBM ServeRAID-3H および ServeRAID-3L アダプター  



  
 

期およびデータ・スクラブ機能をサポートしない場合には、手動で RAID レ
ベル 1 および RAID レベル 5 論理ドライブを毎週同期する必要がありま
す。同期しても、ドライブ上のデータが変更されることはありません。

論理ドライブを同期すると、論理ドライブのデータ冗長度が正しいかどうか
が確認できます。

論理ドライブを同期するには、次のようにします。

1. 管理/モニター・プログラムのメイン画面から、論理ドライブを選択しま
す。

2. 「同期」をクリックして、そのドライブの同期をとります。

3. 同期は自動的に開始され、進行情報が画面に報告されます。

注: 同期コマンドは、一度に 1 つしかアクティブにすることができま
せん。

論理ドライブのブロック解除: ServeRAIDアダプターまたはコントローラ
ーがアレイ上で再構築操作を実施するとき、RAID レベル 1 および RAID
レベル 5 論理ドライブに格納されていたデータを再構築します。しかし、
ServeRAIDアダプターまたはコントローラーは、そのアレイ内のRAID レ
ベル 0 論理ドライブに格納されていたデータを再構築することはできませ
ん。ServeRAIDアダプターまたはコントローラーが有効な RAID レベル 0
のアレイを検出すると、その論理ドライブ内のデータは、ブロックされます
が、破壊されている可能性があります。

再構築が完了したら、その RAID レベル 0 の論理ドライブをブロック解除
して再度アクセスすることができます。しかし、その論理ドライブに含まれ
ているデータが損傷している可能性があることに留意してください。このデ
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ータは、最新のバックアップ・ディスクまたはバックアップ・テープから、
再構築、導入、または復元しなければなりません。

ドライブのブロックを解除するには、次の手順を実行してください。

1. 管理/モニター・プログラムのメイン画面から、ブロックされた論理ドラ
イブを選択します。

2. 「アンブロック」をクリックして、そのドライブをブロック解除しま
す。

3. ブロック解除した論理ドライブは、使用する前に、すべて初期化しま
す。104ページの『論理ドライブの初期化』を参照してください。

4. 最新のバックアップ・ディスクまたはバックアップ・テープから、デー
タをそのドライブに復元します。

論理ドライブの移行の管理

論理ドライブの移行 (LDM) は、現行の論理ドライブの構造を動的に変更し
ます。この手順を使用すると、RAID レベルの変更、ディスク・アレイ内の
空きスペースの増加、または論理ドライブのサイズの変更を行うことができ
ます。

LDM 機能を使用する場合、使用可能な論理ドライブが最低 2 つ必要です。
その内、1 つは空き (FRE)論理ドライブで、もう 1 つは正常に機能してい
る (OKY) 状態にあるソース論理ドライブでなければなりません。LDM 手
順の実行中に、ServeRAIDアダプターまたはコントローラーは、FRE論理
ドライブの状態を SYSに変更します。それから、この SYSドライブを一時
的に使用して移行を実行します。移行手順が完了すると、ServeRAIDアダプ
ターまたはコントローラーは SYSドライブの状態を FREに戻します。

RAID レベルの変更:

ServeRAIDアダプターおよびコントローラーは、次のような RAID レベル
の変更をサポートしています。

現在定義されている論理ドライブの RAID レベルは、変更 (移行) するこ
とができます。 「RAID レベルの変更」機能を使用するには、そのアレ
イ内の論理ドライブはすべて同じ RAID レベルでなければなりません。
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� 1 台のハード・ディスクを追加することにより、2 台のドライブの
RAID レベル 0 を RAID レベル 5 に変更します。

� 1 台のハード・ディスクを追加することにより、2 台のドライブの
RAID レベル 1 を RAID レベル 5 に変更します。

� 1 台のハード・ディスクを取り除いて RAID レベル 5 を RAID レベル
0 に変更します。

既存のディスク・アレイの RAID レベルを変更するには、次の手順を実行し
てください。

注: RAID レベル 0 に移行する場合、そのアレイに最後に定義されたドラ
イブが RDY になります。

1. ツールバー上の アイコンをクリックするか、または「拡張」のプル
ダウン・メニューから「ディスク・アレイの管理」を選択して、「論理
ドライブの移行」を選択します。次のような画面が表示されます。

2. 「RAID レベルの変更」を選択します。

3. 「OK」をクリックします。

4. プルダウン・リストから移行オプションを選択します。
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注: 選択された移行オプションに応じて、影響を受ける論理ドライブが
表示されます。

5. 「OK」をクリックして、次に進みます。

6. 「OK」をクリックして、操作を確認します。

7. RAID レベル 5 へ移行する場合は、そのアレイに追加すべき作動可能
(RDY) ドライブを選択します。

物理ドライブの追加:

ServeRAIDアダプターおよびコントローラーの、ディスク・アレイへの新し
いスペースの追加は、次のシナリオでサポートされています。

� ディスク・アレイ内の空きスペースは、論理ドライブのサイズを変更す
ることなく増加させることができます。これは、既存のディスク・アレ
イに論理ドライブを追加する必要がある場合に便利です。下図を参照し
てください。

たとえば、ディスク・アレイが 2150 MBのハード・ディスク・ドライ
ブを 3 台使用しているとします。そのうち、RAID レベル 5 の論理ド
ライブが 2 つ (1 つが 500 MBで、もう 1 つが 1000 MB)で、空きス
ペースが 2800 MBとします。論理ドライブの移行手順を使用し、
2150 MBのハード・ディスク・ドライブを追加して空きスペースの量
を増加させると、その最終結果は、RAID レベル5 の論理ドライブが 2
つ (1 つが 500 MB で、もう 1 つが 1000 MB) で、空きスペースが
4950 MBとなります。

現在定義されているアレイは、新規のハード・ディスク・ドライブを 1 台
から3 台追加することで、拡張することができます。
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� ディスク・アレイのすべての論理ドライブのサイズを同じ割合で増加さ
せることができます。これは、現在定義されている論理ドライブのサイ
ズを増加させる必要がある場合に便利です。下図を参照してください。

たとえば、ディスク・アレイが 2150 MBのハード・ディスク・ドライ
ブを 3 台使用しているとします。そのうち、RAID レベル 5 の論理ド
ライブが 2 つ (1 つが 500 MBで、もう 1 つが 1000 MB)で、空きス
ペースが 2800 MBとします。論理ドライブ移行手順を使用し、
2150 MBのハード・ディスク・ドライブを追加してそのディスク・ア
レイのサイズを同じ割合で増加させると、その最終結果は、RAID レベ
ル 5 の論理ドライブが 2 つ (1 つが 750 MB で、もう 1 つが
1500 MB)で、空きスペースが 4200 MBとなります。

物理装置を追加するには、次の手順を実行してください。

1. ツールバー上の アイコンをクリックするか、または「拡張」のプル
ダウン・メニューから「ディスク・アレイの管理」を選択して、「論理
ドライブの移行」を選択します。次のような画面が表示されます。

2. 「物理ドライブの追加」を選択します。

プロンプトが表示され、既存アレイに追加すべき作動可能 (RDY) ドラ
イブの台数 (1 台から 3 台まで) を選択するように要求されます。

3. メイン・スクリーン上の該当の RDY ドライブをクリックします。選択
されたドライブの隣に X が表示されます。
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4. ドライブの選択が終了したら、「OK」をクリックします。

5. プルダウン・リストから、利用できる拡張オプションのいずれかを選択
します。

画面には、影響を受けた論理ドライブとその新しいサイズのリストが表
示されます。

6. 「OK」をクリックします。

物理装置の管理

本セクションは、装置状態の設定および装置の再構築に必要な情報を提供し
ます。

物理装置の状態の設定: 次の表に、装置の有効な状態と有効な代替状態とを
示します。

 装置状態 代替状態

   
 EMP RDY SBY
 SBY RDY EMP HSP SHS
 DHS EMP HSP SHS
 SHS HSP DHS
 DDD ONL RBL
 RDY EMP HSP SHS SBY
 HSP RDY SHS DHS
 ONL DDD
 RBL DDD ONL

物理装置の状態を設定または変更するには、次の手順を実行してください。

1. 管理/モニター・プログラムのメイン画面から、装置を選択します。

110 IBM ServeRAID-3H および ServeRAID-3L アダプター  



  
 

2. 変更する状態を示すラジオ・ボタンをクリックします。

注: 再構築 (RBL) 操作を実行せずに DDD ドライブを ONL に設定し
たときに、そのドライブがクリティカル (CRT)論理ドライブの一
部である場合、システムがデータを失う可能性があります。

3. 「装置状態の設定」をクリックします。

装置の再構築: ハード・ディスク・ドライブが無効 (DDD) になった場合、
個々のディスク・アレイ内の装置のデータを再構築するには再構築操作が必
要です。 ServeRAIDアダプターおよびコントローラーは、RAID レベル 1
および RAID レベル 5 論理ドライブを再構築することができますが、RAID
レベル 0 論理ドライブに格納されたデータを再構築することはできません。
データ保全性問題を回避するため、ServeRAIDアダプターおよびコントロー
ラーは RAID レベル 0 論理ドライブを再構築操作中にブロックします。再
構築が完了したら、その RAID レベル 0 の論理ドライブをブロック解除し
て再度アクセスすることができます。しかし、その論理ドライブに含まれて
いるデータが損傷している可能性があることに留意してください。(詳細につ
いては、105ページの『論理ドライブのブロック解除』を参照してくださ
い。)

再構築操作を実行するには、次の手順を実行してください。

1. 管理/モニター・プログラムのメイン画面上で、DDD 装置をクリックし
ます。

2. 「ドライブの再構築」をクリックします。

3. データを再構築するために使用する RDY ドライブを選択するか、無効
ドライブを物理的に交換した場合には、「OK」をクリックして同一の
ドライブ・スロットおよび SCSI IDを使用します。

4. 再構築は自動的に開始され、進行情報が画面に報告されます。
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注:

1. ServeRAIDアダプターまたはコントローラーは、一度に再構築操作を1
つだけ実行することができます。

2. アレイに クリティカル (CRT)論理ドライブが含まれている場合は、再
構築操作によってハード・ディスク・ドライブの状態が DDD から
RBL に変更されます。ハード・ディスク・ドライブの状態は、再構築操
作の完了後、RBL から ONL に変更されます。(DDD ドライブを RDY
ドライブに再構築した場合、そのドライブはディスク・アレイから取り
除かれ、無効ホット・スペア (DHS)となります。)

3. 再構築されるハード・ディスク・ドライブのサイズは、障害が発生した
ドライブのサイズと同等またはそれより大きくなければなりません。

4. ホット・スペア (HSP)ドライブが使用できる場合、再構築操作は自動的
に開始されます。

5. 複数のホット・スペア (HSP)ドライブが使用可能の場合は、
ServeRAIDアダプターまたはコントローラーは適切なサイズのホット・
スペア・ドライブを、各チャネル上の全ドライブから検索します。該当
するホット・スペア・ドライブの中で最初に検出されたものが、再構築
(RBL) の状態に入ります。

アダプターの管理

ここでは、ドライブ構成の ServeRAIDアダプターまたはコントローラーへ
のコピー、 ServeRAIDアダプターまたはコントローラー構成のドライブへ
のコピー、アダプターまたはコントローラー構成の初期化、および新規ドラ
イブの検出を行うための手順を説明します。

ドライブ構成をアダプターへコピー:

この操作は、ドライブを他のシステムからインポートする場合に、便利で
す。

 
ハード・ディスク・ドライブ内に保管されている構成は、ServeRAID
アダプターまたはコントローラーへコピーすることができます。
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構成を次のようにしてコピーします。

1. ツールバーの アイコンをクリックするか、または「拡張」プルダ
ウン・メニューから「アダプターの構成」を選択します。 次のような
画面が表示されます。

2. 「ドライブ構成をアダプターへコピー」を選択します。

3. 「OK」をクリックします。

アダプター構成をドライブへコピー:

構成を次のようにしてコピーします。

1. ツールバーの アイコンをクリックするか、または「拡張」プルダ
ウン・メニューから「アダプターの構成」を選択します。次のような画
面が表示されます。

2. 「アダプター構成をドライブへコピー」を選択します。

3. 「OK」をクリックします。

アダプター構成の初期化:

ServeRAIDアダプターまたはコントローラー内に保管されている構成
は、すべての構成済みのハード・ディスク・ドライブへコピーすること
ができます。
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この操作は、始めからやり直して新しい構成を作成する場合に便利です。

アダプターまたはコントローラーを次のようにして初期化します。

1. ツールバーの アイコンをクリックするか、または「拡張」プルダ
ウン・メニューから「 アダプターの構成」を選択します。次のような画
面が表示されます。

2. 「アダプター構成を初期化」を選択します。

重要:
構成を初期化した後は、選択された ServeRAIDアダプターまたはコン
トローラー に定義された論理ドライブに格納されているすべてのデータ
にアクセスすることはできなくなります。

この選択項目は既存の構成情報を削除し、コントローラーに接続されて
いるすべての機能しているハード・ディスクを作動可能状態に設定し、
そしてコントローラーについて定義されているすべての論理ドライブを
削除します。

この選択項目は、すべての ServeRAIDアダプターまたはコントローラ
ー 設定値 (ストライプ単位サイズ、再構築率、など) を現行またはカス
タマイズされた値から変更しません。

3. 「OK」をクリックします。

アダプターまたはコントローラーの構成を初期化すると、論理ドライブ
はすべて消去され、機能しているハード・ディスクはすべて作動可能
(RDY)状態にリセットされます。
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新規ドライブの検出: ServeRAIDアダプターまたはコントローラーに接続
された新規の装置を検出することができます。

新規ドライブを検出するには、ツールバーの アイコンをクリックする
か、「拡張」プルダウン・メニューから「新規ドライブの検出」を選択しま
す。

監視機能の使用

ここでは、管理/モニター・プログラムを使用して、ServeRAIDアダプター
およびコントローラーの状況に関する情報、イベント・ログ、論理ドライブ
の情報、および物理装置の情報を監視するための手順を説明します。

アダプター状況に関する情報の監視

画面上の緑または赤のライトが現在アクティブなアダプター・ボタンを示し
ます (緑色は ServeRAIDアダプターまたはコントローラーが応答している
ことを示し、赤色は応答していないことを示します)。システムに複数の
ServeRAIDアダプターまたはコントローラーが存在する場合は、まず該当の
アダプターまたはコントローラーをクリックしてアクティブにします。

次に、管理/モニター・プログラムのメイン画面でアクティブなアダプター・
ボタンをクリックし、状況を監視することができます。

注: 画面に表示される項目をすべて見るには、スクロール・バーを使用して
スクロールダウンしなければなりません。

画面に表示される情報の内容は次のとおりです。

アダプター番号 現在アクティブなアダプターまたはコント
ローラー (1 から 8)

論理ドライブ数 定義済みの論理ドライブ数 (0 から 8)

不在モード オフ - ServeRAID始動エラーが発生した
場合、ユーザーが回復方法を選択します。

オン - ServeRAID始動エラーが発生した
場合、アダプターまたはコントローラーが
回復方法を選択します。
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コード・ブロック・バージョン アダプターまたはコントローラーにロード
されているファームウェアの現在のバージ
ョン番号

ブート・ブロック・バージョン アダプターまたはコントローラーにロード
されているブート可能マイクロコードの現
在のバージョン番号

並行コマンド数 サポートされている最大並行コマンド

サポートされている最大装置数 サポートされる装置の最大数

フラッシュ・プログラム回数 フラッシュ EEPROMへの現在までの書き
込み回数

無効ディスク数 現在の無効ハード・ディスク・ドライブの
数

再構築率 現在の再構築の優先度 (低、中、または高)

ホット・スワップ再構築 ホット・スワップ再構築機能の現在の状態
(使用可能または使用不可)

オフライン論理ドライブ数 現在のオフライン論理ドライブの数

構成更新回数 ServeRAID構成が更新された回数

NVRAM バッテリー・バックアップ装置
バッテリー・バックアップ・キャッシュの
現在の状態(「インストールされていま
す」、「インストールされていません」、
または「障害があります」)

デバイス・イベント・ログの監視

ServeRAIDアダプターおよびコントローラーはさまざまなイベントに関する
情報をイベント・ログ内に格納します。イベント・ログには、デバイス・イ
ベント・ログ、ハード・イベント・ログ、ソフト・イベント・ログ、および
構成イベント・ログの 4 つのタイプがあります。(構成イベント・ログに関し
ては、21ページの第3章、『構成プログラムの使用』 を参照してください。)

ハード、ソフト、またはデバイス・イベント・ログは次のようにして表示し
ます。
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1. 管理/モニター・プログラムのメイン画面上で、アダプターをクリックし
ます。

2. 画面の下でイベント・ログのボタンを選択します。

「デバイス・イベント・ログ」には、次のような接続された各物理装置に関
するイベント・カウンターが含まれます。

� パリティー・イベント - ServeRAIDアダプターまたはコントローラー
が、SCSIバス上でデータを転送中にパリティー・イベントを検出しま
した。パリティー・イベントの数が大きい場合は、SCSIチャネル上の
SCSIケーブル、コネクター、またはターミネーターに関する問題の可
能性があります。

� ソフト・イベント - これらのイベントは SCSI装置によって検出され、
「SCSI Check Condition」状況を介して ServeRAID アダプターまたは
コントローラーに報告されます。

� 事前障害分析 (PFA) -装置に近い将来障害が起きる可能性があること
を、その装置がアダプターまたはコントローラーに知らせたものです。

� ハード・イベント - これらのイベントは ServeRAIDアダプターまたは
コントローラーによって検出されます。ハード・イベントの原因の可能
性の大きいものは、SCSI配線、ターミネーター、あるいはアダプター
の取り付けに関する問題です。これらの問題に該当しない場合は、シス
テムの保守を依頼してください。

� その他のイベント - これらの各種イベントは ServeRAIDアダプターま
たはコントローラーによって検出されます。これらのイベントにはパリ
ティー、ソフト、PFA、あるいはハード・イベントは含まれません。各
種イベントの原因の可能性の大きいものは、ケーブル、ターミネータ
ー、あるいはコネクターに関する問題です。

注: 通常の操作状態では、イベント・ログに、エラーではない項目が含まれ
ています。

論理ドライブ情報の監視

論理ドライブの情報が監視できるようにするには、管理/モニター・プログラ
ムのメイン画面上で、該当の論理ドライブのボタンをクリックします。

論理ドライブ情報画面に表示される情報は次のとおりです。
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論理ドライブ番号 論理ドライブの番号

ブロック いいえ - 論理ドライブは、アクセス可能です。

はい - 論理ドライブは、アクセス不可能です。

アレイの部分 論理ドライブが属するディスク・アレイの 識別
子 (A、B、C、D、E、F、G、H)

マージ・グループの部分 論理ドライブのマージ・グループの識別子 (1 ～
254)

作成日 論理ドライブが作成された日付。

状態 現在の状態 (詳細については、39ページの『論理
ドライブ状態の説明』を参照)

サイズ メガバイト単位のサイズ

RAID レベル RAID レベル (0、1、または 5)

書込みポリシー WT - ライトスルー

WB - ライトバック

NVRAM バッテリー・バックアップ

使用可能 - バッテリー・バックアップ・キャッシ
ュがオン

使用不可 - バッテリー・バックアップ・キャッシ
ュがオフ

先読み オフ - ディスク先読みがアクティブではありませ
ん。

オン - ディスク先読みがアクティブです。

ストライプ単位サイズ ハード・ディスク 1 台当りのストライプ単位サ
イズ (8、16、32、64)

チャンク数 論理ドライブを構成するハード・ディスク・ドラ
イブの数

ストライプ順序 論理ドライブを構成する物理ドライブのチャネル
および SCSI ID
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物理装置情報の監視

物理装置の情報が監視できるようにするには、管理/モニター・プログラムの
メイン画面で、該当装置のボタンをクリックします。

「装置管理」画面に表示されるフィールドは次のとおりです。

注: 「装置管理」画面に表示されるフィールドの数は、選択された物理装置
によって異なります。

チャネル 装置が接続されているチャネル (1、2、または 3)

SCSI ID SCSI ID (0 から 15)

ベンダー 物理装置の製造元

シリアル番号 製造元の識別子

サイズ メガバイト単位のサイズ

状態 現在の状態 (詳細は、41ページの『物理ドライブ状態の説
明』および39ページの『論理ドライブ状態の説明』を参照)

ソフト・イベント
デバイス・イベント・ログから報告されたソフト・イベント
の数

ハード・イベント
デバイス・イベント・ログから報告されたハード・イベント
の数

その他のイベント
デバイス・イベント・ログから報告されたその他のイベント
の数

パリティ・イベント
デバイス・イベント・ログから報告されたパリティー・イベ
ントの数

PFA イベント はい - 装置が、事前障害分析のイベントを示しています。

いいえ - 装置は、事前障害分析のエラーを示していません。

  第5章 ユーティリティー・プログラムの開始および使用 119



  
 

IPSSEND プログラムの始動

IPSSENDプログラムは、オペレーティング・システムのコマンドラインか
ら実行することができます。

IPSSENDプログラムは次のようにして開始します。

� OS/2または Windows NTを使用している場合:

1. 次のように入力します。

c:¥ipsadm¥ipssend
2. Enter キーを押します。

注: c は OS/2または Windows NTがインストールされているド
ライブを表します。

� NetWareを使用している場合:

1. コンソールから次のように入力します。

load ipssend

2. Enter キーを押します。

� DOSを使用している場合:

1. 作成したブート可能 IPSSENDディスケットをディスケット・ドラ
イブA に挿入し、次のように入力します。

a:¥ipssend

2. Enter キーを押します。

IPSSEND プログラムの使用

IPSSENDプログラムをコマンドライン・パラメーターなしで実行すると、
使用可能な機能のリストおよびそれらのパラメーターが表示されます。すべ
ての機能は、コマンドを実行するために最低限のパラメーターを必要としま
す。IPSSENDプログラムの特定の機能を必要なパラメーターなしで、実行
した場合は、その機能に関するヘルプがモニターに表示されます。
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IPSSENDコマンドには基本的に 4 つのタイプがあります。

� サーバー・ロールアウト・コマンド
� エラー回復コマンド
� 問題分離およびデバッグ・コマンド
� RAID 構成コマンド

サーバー・ロールアウト・コマンド

IPSSENDサーバー・ロールアウト・コマンドには以下のものが含まれま
す。

BACKUP BACKUP コマンドを使用すると、ServeRAIDアダプター
またはコントローラー構成を、ディスケットあるいはハー
ド・ディスクに保管します。ServeRAIDアダプターまたは
コントローラー 構成は有効なものでなければなりません。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND BACKUP Controller Filename Oparm

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� Filenameは、構成が書き込まれているパスおよびファ
イル名

� Oparmは、オプションのパラメーターで、ユーザー・
プロンプトを表示しない場合は NOPROMPT

COPYLD COPYLDコマンドを使用すると、ソース論理ドライブをタ
ーゲット論理ドライブにコピーします。コピー先論理ドライ
ブのサイズは、コピー元論理ドライブより大きくなければな
りません。

サポートされるオペレーティング・システム: DOS

コマンド:
IPSSEND COPYLD Controller Source Target Oparm

パラメーター
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� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� Sourceは、ソース論理ドライブ番号
� Targetは、ターゲット論理ドライブ番号
� Oparmは、オプションのパラメーターで、ユーザー・
プロンプトを表示しない場合は NOPROMPT

RESTORE RESTOREコマンドを使用すると、ディスケットまたはハ
ード・ディスクに保管されているファイルから構成をロード
します。構成は、IBM ServeRAID DOS Configuration
Utility Program Disketteまたは IPSSENDの BACKUP
オプションからの有効な構成ファイルでなければなりませ
ん。この操作は、ServeRAIDアダプターまたはコントロー
ラーに保管されている既存の構成情報を上書きします。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND RESTORE Controller Filename Oparm

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� Filenameは、構成が書き込まれているパスおよびファ
イル名

� Oparmは、オプションのパラメーターで、ユーザー・
プロンプトを表示しない場合は NOPROMPT

INIT INIT コマンドを使用すると、論理ドライブの最初の 0.5
MB を初期化します。このプロセスはドライブ上の区画テー
ブルを消去し、論理ドライブ上の全データは失われます。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND INIT Controller DriveNum Oparm

パラメーター
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� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� DriveNumは、論理ドライブ番号 (0 ～ 7)
� Oparmは、オプションのパラメーターで、ユーザー・
プロンプトを表示しない場合は NOPROMPT

INITSYNC INITSYNC コマンドを使用すると、論理ドライブの初期化
および同期を同時に実行します。このコマンドは、RAID レ
ベル 1 およびレベル 5 の論理ドライブ上でのみ機能しま
す。このコマンドは論理ドライブ全体を消去し、論理ドライ
ブ上の全データは失われます。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND INITSYNC Controller DriveNum Oparm

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� DriveNumは、論理ドライブ番号 (0 ～ 7)
� Oparmは、オプションのパラメーターで、ユーザー・
プロンプトを表示しない場合は NOPROMPT

SYNCH SYNCHコマンドを使用すると、冗長論理ドライブ上のパリ
ティー情報を同期します。パリティー情報に矛盾がある場合
は、IPSSENDプログラムは自動的に修正します。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND SYNCH Controller Scope DriveNum

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� Scopeは、単一の論理ドライブの場合は Drive
� DriveNumは、論理ドライブ番号 (0 ～ 7)
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エラー回復コマンド

IPSSENDエラー回復コマンドには以下のものが含まれます。

GETSTATUS GETSTATUSコマンドを使用すると、論理ドライブの、最
新の再構築、同期、あるいは論理ドライブの移行の現在の状
況を表示します。状況には、論理ドライブの残りサイズ、処
理中の機能の完了パーセンテージなどの情報、あるいは最近
完了した論理ドライブ機能に関する情報が含まれます。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND GETSTATUS Controller

パラメーター

Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

REBUILD REBUILD コマンドを使用すると、指定されたディスク・
ドライブを再構築します。このコマンドはクリティカル
(CRT)状態にある 1 つ以上の論理ドライブを含むディス
ク・アレイに対して有効です。再構築操作中は進行状況が示
されますが、GETSTATUSコマンドを使用して再構築に関
する進行情報を入手することもできます。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND REBUILD Controller DCh DSID NCh NSID

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� DChは、無効ドライブのチャネル番号 (1 ～ 3)
� DSIDは、無効ドライブの SCSI ID (0～ 15)
� NChは、新規ドライブのチャネル番号 (1 ～ 3)
� NSIDは、新規ドライブの SCSI ID (0～ 15)
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SETSTATE SETSTATEコマンドを使用すると、物理装置状態を現行状
態から新しい状態へ変更します。

重要:
このコマンドを使用するときは注意が必要です。たとえば、
最初に再構築操作を実行しないで無効 (DDD) 装置をオンラ
イン (ONL) にリセットした場合は、データが失われる場合
があります。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND SETSTATE Controller Channel SID NState

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� Channelは、ドライブのチャネル番号 (1 ～ 3)
� SIDは、ドライブの SCSI ID (0～ 15)
� NStateは、ドライブの新しい状態。有効な状態は次の
通りです: EMP (空)、RDY (作動可能)、HSP (ホッ
ト・スペア)、SHS (スタンバイ・ホット・スペア)、
DDD (無効ディスク・ドライブ)、DHS (無効ホット・
スペア)、RBL (再構築)、SBY (スタンバイ)、および
ONL (オンライン)。(詳細については 110ページの『物
理装置の状態の設定』 を参照してください。)

UNBLOCK UNBLOCK コマンドを使用すると、ブロックされた論理ド
ライブにアクセスすることができるようになります。RAID
レベル 0 論理ドライブは、RAID レベル 1 またはレベル 5
論理ドライブを含むアレイ内にある場合、そのアレイが再構
築中のときはブロックされます。RAID レベル 0 論理ドラ
イブは再構築できないため、RAID レベル 0 論理ドライブ
上に格納されていたデータは損傷し、アクセスすべきではあ
りません。UNBLOCK コマンドを発行した後は、RAIDレ
ベル 0 論理ドライブ上に格納されていたデータを再作成ま
たは復元する必要があります。
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サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND UNBLOCK Controller DriveNum

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� DriveNumは、論理ドライブ番号 (0 ～ 7)

問題分離およびデバッグ・コマンド

IPSSEND問題分離およびデバッグ・コマンドは、次のものを含みます。

CERTIFY CERTIFYコマンドを使用すると、ハード・ディスク
のメディアを検査します。プログラムがメディア・エ
ラーを検出した場合、セクターの再配置を行います。
再配置および PFAエラーに関する要約が、検査完了
後に表示されます。

サポートされるオペレーティング・システム: DOS

コマンド:
IPSSEND CERTIFY Controller Channel SID

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号
(1 ～ 8)

� Channelは、装置のチャネル番号 (1、2、または
3)

� SIDは、装置の SCSI ID (0～ 15)

ERASEEVENT ERASEEVENTコマンドを使用すると、指定されたイ
ベント・ログ内のすべてのログ記録を消去します。デ
バイス・イベント・ログおよびアダプター・ソフトお
よびハード・イベントログの内容に関しては、
GETEVENTヘルプを参照してください。

サポートされるオペレーティング・システム:
Windows NT、OS/2、Netware、および DOS
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コマンド:
IPSSEND ERASEEVENT Controller Options

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号
(1 ～ 8)

� Optionsは、次のいずれか。
– DEVICE:デバイス・イベント・ログの場合
– SOFT: ServeRAID アダプターまたはコント
ローラー ソフト・イベント・ログの場合

– HARD: ServeRAID アダプターまたはコント
ローラー ハード・イベント・ログの場合

FMSTATUS FMSTATUSコマンドを使用すると、現在処理中のフ
ォーマット操作の進行状況を表示します。

サポートされるオペレーティング・システム: DOS

コマンド:
IPSSEND FMSTATUS Controller Channel SID

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号
(1 ～ 8)

� Channelは、装置のチャネル番号 (1、2、または
3)

� SIDは、装置の SCSI ID (0～ 15)

FORMAT FORMAT コマンドを使用すると、ハード・ディスク
のローレベル・フォーマットを行います。

重要:
このコマンドを発行すると、ドライブ上の全データは
失われます。

サポートされるオペレーティング・システム: DOS

コマンド:
IPSSEND FORMAT Controller Channel SID

パラメーター
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� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号
(1 ～ 8)

� Channelは、装置のチャネル番号 (1、2、または
3)

� SIDは、装置の SCSI ID (0～ 15)

GETEVENT GETEVENTコマンドを使用すると、さまざまな予期
しないイベントに関する情報を表示します。ソフト・
イベント・ログおよびハード・イベント・ログは IBM
の開発およびデバッグ目的のためにのみ使用されま
す。デバイス・イベント・ログには、接続された各物
理装置に関するイベント・カウンターが含まれます。
これらのカウンターには次のものが含まれます。

� パリティ: SCSIバス上でのデータの転送中の予
期しないイベント。通常これは SCSIケーブル、
コネクター、またはターミネーターに関する問題
を示しています。

� ソフト: SCSI装置が Check Conditionイベント
を検出しました。

� ハード: SCSIコントローラーが予期しないイベ
ントを検出しました。最も可能性のある原因はコ
ントローラーです。

� その他: ServeRAIDアダプターまたはコントロー
ラー が装置が原因と思われるイベントを検出しま
した。

デバイス・イベント・ログは、事前障害分析 (PFA)ア
ラートも提供します。これは装置が ServeRAIDアダ
プターまたはコントローラー に対して近い将来障害の
発生する可能性のあることを通知したことを示すもの
です。

サポートされるオペレーティング・システム:
Windows NT、OS/2、Netware、および DOS

コマンド:
IPSSEND GETEVENT Controller Options

パラメーター
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� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号
(1 ～ 8)

� Optionsは、以下のいずれか:
DEVICE (デバイス・イベント・ログ)、SOFT
(ServeRAIDアダプターまたはコントローラーの
ソフト・イベント・ログ)、または HARD
(ServeRAIDアダプターまたはコントローラーの
ハード・イベント・ログ)

SELFTEST SELFTESTコマンドは、アダプターまたは装置に対し
てその自己テストを実施するように指示するために使
用されます。

サポートされるオペレーティング・システム: DOS

コマンド:
IPSSEND SELFTEST Controller Options

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号
(1 ～ 8)

� Optionsは、ServeRAIDアダプターまたはコント
ローラーの自己テストの場合は AD、または装置
自己テストの場合は PD Channel SID。

注: Channelは、ドライブのチャネルを表し、
SIDは装置の SCSI IDを表します。

STARTDELY STARTDELY コマンドを使用して、同時に (並行し
て) 始動するグループのドライブの数を設定し、また
これらのドライブ・グループ間の始動の遅延を秒単位
で設定します。

サポートされるオペレーティング・システム: DOS

コマンド:
IPSSEND STARTDELY Controller Options

パラメーター
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� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号
(1 ～ 8)

� Optionsは、並行ドライブ始動数を表示する場合
は疑問符 (?)。ドライブ数 (1 ～ 16)および遅延時
間 (3 ～ 15 秒) です。

RAID 構成コマンド

IPSSEND RAID 構成コマンドには次のものが含まれます。

DRIVEVER コマンドを使用すると、ベンダー ID、マイクロコード・バ
ージョン、および SCSI装置のシリアル番号を表示します。
IPSSENDプログラムは、この情報を直接装置から検索しま
す。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND DRIVEVER Controller Channel SID

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� Channelは、装置のチャネル番号 (1、2、または 3)
� SIDは、装置の SCSI ID (0～ 15)

GETCONFIG GETCONFIGコマンドを使用すると、ServeRAIDアダプ
ターまたはコントローラーの構成情報を表示します。これに
はファームウェア・バージョン、イニシエーター ID および
再構築率、論理ドライブ状態、RAID レベル、サイズ、物理
装置タイプ、SCSI ID、および PFAエラーに関する情報が
含まれます。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND GETCONFIG Controller Options

パラメーター
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� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� Optionsは、次のいずれか: アダプターまたはコントロ
ーラー情報の場合は AD、論理ドライブ情報の場合は
LD、物理装置情報の場合は PD、全情報の場合は AL
(デフォルト)。

HSREBUILD HSREBUILDコマンドを使用すると、ServeRAIDアダプ
ターまたはコントローラーのホット・スワップ再構築機能を
オンに設定します。疑問符 (?)を使用すると、ホット・スワ
ップ再構築機能の現在の状態を表示します。

サポートされるオペレーティング・システム: Windows
NT、OS/2、NetWare、および DOS

コマンド:
IPSSEND HSREBUILD Controller Options

パラメーター

� Controllerは、ServeRAIDコントローラー番号 (1 ～
8)

� Optionsは、ホット・スワップ再構築機能を使用可能に
する場合は ON、ホット・スワップ再構築機能の状況を
表示する場合は?。

IPSMON プログラムの始動

IPSMONプログラムは、オペレーティング・システムのコマンドラインから
実行することができます。

IPSMONプログラムを次のようにして開始します。

� OS/2または Windows NT をご使用の場合。

1. 次のように入力します。

c:¥ipsadm¥ipsmon

2. Enter キーを押します。
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注: c は OS/2または Windows NTがインストールされているド
ライブを表します。

� Novell NetWare を使用している場合は次のようにします。

1. コンソールから次のように入力します。

load ipsmon

2. Enter キーを押します。

IPSMON プログラムの使用

この監視プログラムを開始すると、ただちにすべての ServeRAIDアダプタ
ーおよびコントローラーの特定条件に関してポーリングが開始されます。監
視されている条件が検出された場合は、このプログラムはメッセージをモニ
ター、ファイル、またはモニターとファイルの両方に記録します。

IPSMONプログラムはコマンドライン・パラメーターを使用してメッセージ
の記録場所を決定します。ヘルプが必要な場合は、IPSMON -? コマンドを入
力して有効パラメーターのリストを表示することができます。

このプログラムをコマンドライン・パラメーターなしで開始した場合は、
IPSMONプログラムはメッセージを IPSMON.LOGファイルに記録し、そ
のメッセージは画面上には現れません。

IPSMONの有効パラメーターは次のとおりです。

 � -f: filename

-f パラメーターを使用してメッセージを記録するファイルの名前を指定
します。デフォルト・ファイル名は IPSMON.LOGです。

 � -s

-sパラメーターを使用して、標準出力 (通常はモニター) にメッセージを
表示します。

 � -?

-?パラメーターを使用して、有効パラメーターの現行リストを表示しま
す。
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IPSMONプログラムを開始した後、プログラムはユーザーが以下の処置のい
ずれかを実施するまで、ServeRAIDアダプターおよびコントローラーのポー
リングを続けます。

� Windows NT または OS/2 を使用している場合は、Ctrl+C  を押しま
す。

� NetWareを使用している場合は、システム・コンソールで unload

ipsmon と入力します。

操作中は、プログラムはさまざまなメッセージを記録します。各メッセージ
はアラート・コードおよび位置の指定子を含みます。

� アラート・コードはメッセージ・タイプおよび番号で始まります。たと
えば、INF、WRN、または CRTとその後ろにメッセージ番号が続きま
す。

� アラート・コードの後ろには位置指定子が続きます。

A は、アダプターまたはコントローラー番号を指定します。

SID は、SCSI IDを指定します (必要な場合)。

C は、チャネル番号を指定します (必要な場合)。

たとえば、メッセージ CRTxxx:A2C3SID04は、クリティカル条件
(CRTxxx)がアダプター 2 (A2)、チャネル 3 (C3)、SCSI ID 4 (SID04)で
検出されたことを意味します。

IPSMONプログラムは、必要な条件に基づき、以下のメッセージを記録する
ことができます。

通知メッセージ:
 <日付と時刻> INF000:A1C-SID--エラーは検出されていません。
 <日付と時刻> INF001:A1C-SID--再構築が開始しました。
 <日付と時刻> INF002:A1C-SID--再構築が完了しました。
 <日付と時刻> INF003:A1C-SID--同期が開始しました。
 <日付と時刻> INF004:A1C-SID--同期が完了しました。
 <日付と時刻> INF005:A1C-SID--論理ドライブの移行が開始しました。
 <日付と時刻> INF006:A1C-SID--論理ドライブの移行が完了しました。
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警告メッセージ:
 <日付と時刻> WRN001:A2C3SID12 PFAエラーが検出されました。

クリティカル・メッセージ:
 <日付と時刻> CRT001:A3C2SID04 デッド・ドライブが検出されました。
 <日付と時刻> CRT002:A1C-SID-- IOCTLコマンドに応答しません。
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第6章 ServeRAID の問題の解決

本章では、始動時に表示される可能性のある ServeRAIDテキストおよび数
値メッセージについて説明します。本章には、障害の生じたドライブの再構
築に関する基本的情報も含まれています。

本章で提供される情報に加え、ServeRAID問題を識別するのに役立つ
ServeRAID IPSSEND プログラムを使用するとよいでしょう。IPSSEND の
使用法については、120ページの『IPSSENDプログラムの使用』 および
126ページの『問題分離およびデバッグ・コマンド』 を参照してください。

本章の内容:
ServeRAIDアダプターおよびコントローラー・メッセージ . . . . . . . . 136

ServeRAID始動メッセージ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 136
ServeRAID POST メッセージ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 145
ServeRAID ISPR、BCS、および ECS コード . . . . . . . . . . . . . 146

ISPR (割り込み状況ポート・レジスター) コード . . . . . . . . . . 146
基本および拡張構成状況コード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148

無効ドライブの再構築 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154
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無効ドライブの自動再構築 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 155
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ServeRAIDアダプターおよびコントローラー・メッセージ

本セクションでは、システムの始動時に表示される ServeRAIDメッセージ
をリストします。

ServeRAIDアダプターおよびコントローラーは、選択された ハード・ディ
スク・ドライブ 上に発生したイベントの数およびタイプに関する統計を収集
するデバイス・イベント・ログを提供します。ディスク・アレイに関する問
題を訂正した後、ログを消去してその後のエラーを迅速に識別可能となるよ
うにしてください。イベント・ログの消去については、126ページの
“ERASEEVENT” を参照してください。

ハード・ディスク・ドライブは、そのすべてにドライブの製造番号や製造元
などの固有の識別子があります。構成中に、ServeRAIDアダプターまたはコ
ントローラー はこの情報を保管します。

ServeRAID 始動メッセージ

POST (電源オン自己テスト) 中に、ServeRAIDアダプターまたはコントロ
ーラー は、保管された構成情報と、実際に存在している構成とを比較しま
す。矛盾がある場合は、POSTの完了後で、かつオペレーティング・システ
ムがロードされる前に、1 つ以上の状況メッセージが表示されます。

注:

1. ServeRAIDアダプターまたはコントローラー が入力を要求する場合
は、メッセージの下にファンクション・キーのリストが表示されます。

2. 処置情報が IBM ServeRAID構成プログラム を開始するよう指示する
場合は、IBM ServeRAID Configuration CDを CD-ROMドライブに挿
入し、サーバーを再始動します。「処理」欄はメッセージに関する一般
情報も提供します。

3. SIDおよび chがメッセージ中に現れる場合は、SIDは装置の SCSI ID
を示し、chは装置が接続されるチャネルを示します。

4. これらのメッセージに mまたは n が表示されている個所は、実際のメ
ッセージでは数字が表示されます。
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このページ以降に、アルファベット順に ServeRAIDサブシステムに関連す
るメッセージをリストします。

A new drive was installed. 

説明: 現行の構成の一部ではない新規ドライブを ServeRAIDアダプターまたはコン
トローラー が検出した場合は、次のメッセージが表示されます。

Following new drives found(old state: new state: ch: SID)

処置: これは、通知メッセージです。処置は必要ありません。

Auto rearrange. 

説明: 自動再配置が使用可能または使用不可です。

処置: これは、通知メッセージです。処置は必要ありません。

Configured drives are missing. 

説明: 以前に構成されたドライブが脱落していることを、ServeRAIDアダプターまた
はコントローラー が検出した場合は、次のメッセージが表示されます。

Following drives not responding(old state: new state: ch: SID)

ただし: old stateは、ドライブの構成状態

new state は、ServeRAID アダプターまたはコントローラー がドライブに
割り当てる状態

ch は、ドライブが以前に存在していたチャネル

SID は、ドライブが以前に存在していた SCSI ID

可能な状態変更の例として、次のものがあります。

Online to Defunct (ONL: DDD x: y)

Ready to Empty (RDY: EMP x: y)

Standby to Empty (SBY: EMP x: y)

Rebuild to Defunct (RBL: DDD x: y)

Hot Spare to Defunct (HSP: DHS x: y)

Standby Hot Spare to Defunct (SHS: DHS x: y)

処置: 次のいずれかのキーを押します。
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F4 再試行します。問題を解決してから、このキーを押してください。たとえ
ば、ハード・ディスク・ドライブが搭載されている外部記憶格納装置の電源
を入れてから、F4を押します。

F5 受け入れます。このキーは、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー
がこのドライブに割り当てる新規の状態を受け入れる場合に押します。たと
えば、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー は、ドライブに無効状
態 (DDD) または空き状態 (EMP) を割り当てることがあります。

F5は、あるドライブを取り外す必要があり、RAID レベル 1 および RAID
レベル 5 の論理ドライブが存在し、かつ機能低下モードのパフォーマンスが
許容できる場合にも、押すことができます。ServeRAIDアダプターまたは
コントローラー はドライブに無効状態 (DDD) を割り当てますが、サーバー
は始動を完了させることができます。ただし、アレイは引き続きクリティカ
ル・モードであり、無効ドライブを交換し、再構築するまでは、データ損失
の可能性があります。データ損失を回避するために、時期をみて、無効ドラ
イブを交換し、再構築してください。

注: ハード・ディスク・ドライブが無効状態であるからといって、必ずし
も、そのドライブの交換が必要となるわけではありません。ドライブを交換
する前に、次のことを確認してください。

1. すべてのケーブルがバックプレーンとハード・ディスク・ドライブに正
しく接続されていること。また、サーバー内のすべてのケーブルが正し
く接続されていることも確認してください。

2. ホット・スワップ・ドライブのトレイがドライブ・ベイに正しく収納さ
れていること。

3. ドライブの再構築をまだ試みていなかった場合は、行ってください。詳
細については、154ページの『無効ドライブの再構築』 を参照してくだ
さい。

これらの手順を実行しても、なおかつ、ハード・ディスク・ドライブが機能
しない場合は、そのドライブを交換してください。

F10 続行します。 このキーを押すと、構成に対する変更を行わずに続行します。

Configured drives are not in the configured location. 

説明: 構成済みのドライブが構成された位置で見つからないことによる、直前のメッ
セージと F5 キーの選択の後にこのメッセージが表示されます。構成済みのドライブが
存在していることを ServeRAIDアダプターまたはコントローラー が検出したが、そ
のドライブが新規位置にある場合、次のメッセージが表示されます。

Following drives found in new location(old ch: old SID: > new ch: new

SID)
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ただし: old ch は、既存のドライブ構成情報と一致するチャネルです。

old SID は、既存のドライブ構成情報と一致する SCSI ID です。

new ch は、ドライブが現在位置しているチャネルです。

new SID は、ドライブが現在位置している SCSI ID です。

例:

(1 :5 > 1: 14)

この例のメッセージは、チャネル 1、SCSI ID 5のドライブは現在チャネル 1、SCSI
ID 14 に位置していることを示しています。このドライブは、物理的に新規ドライ
ブ・ベイに移動した可能性があります。

処置: 次のいずれかのキーを押します。

F4 再試行します。問題を解決してから、このキーを押してください。たとえ
ば、以前割り当てていた位置にハード・ディスク・ドライブを移動してか
ら、F4を押します。

F5 受け入れます。このキーは、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー
がこのドライブに割り当てる新規の状態を受け入れる場合に押します。たと
えば、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー は、ドライブに無効状
態 (DDD) または空き状態を割り当てることがあります。

注: ハード・ディスク・ドライブが無効状態であるからといって、必ずし
も、そのドライブの交換が必要となるわけではありません。ドライブを交換
する前に、次のことを確認してください。

1. ケーブルがすべてバックプレーンとハード・ディスク・ドライブに正し
く接続されていること。また、サーバー内のすべてのケーブルが正しく
接続されていることも確認してください。

2. ホット・スワップ・ドライブのトレイがドライブ・ベイに正しく収納さ
れていること。

3. ドライブの再構築をまだ試みていなかった場合は、行ってください。詳
細については、154ページの『無効ドライブの再構築』 を参照してくだ
さい。

これらの手順を実行しても、なおかつ、ハード・ディスク・ドライブが機能
しない場合は、そのドライブを交換してください。

F6 変更します。このキーは、現行のドライブ位置に一致するように構成を変更
する場合に押します。

セキュリティまたは保守のために、ホット・スワップ・ドライブをサーバー
から外してもよいでしょう。ドライブを交換して、それらを別のベイに取り
付ける場合、F6を押して新しい位置を受け入れることができるようにしま
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す。すると、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー は、構成を更新
します。

Controller is not responding to commands. No logical drives are installed.

説明: ServeRAIDアダプターまたはコントローラー は操作可能ではありません。

処置: システムの保守を依頼してください。

Error: Cannot disable this adapter BIOS. 

説明: ServeRAIDアダプターまたはコントローラーは、BIOSコードの余分なコピー
がサーバーに保管されないようにすることができませんでした。この状態は、サーバー
に複数の ServeRAIDアダプターまたはコントローラーが組み込まれているときに発
生します。

処置: これは、通知メッセージです。処置は必要ありません。

Following drives not responding (old state: new state ch: SID)

説明: 1 台以上のドライブが ServeRAIDアダプターまたはコントローラー に応答し
ませんでした。たとえば、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー が未構成
SCSI ID において新規ドライブを検出したが、そのドライブは現行構成の一部ではな
い場合です。これは、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー が構成済みドラ
イブの欠落を検出した場合にも発生します。

処置: F5 を選択すると、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー がドライブに
割り当てる新しい状態が受け入れられます。たとえば、ServeRAIDアダプターまたは
コントローラー は、ドライブに無効状態 (DDD) または空き状態 (EMP)を割り当て
ることがあります。

ハード・ディスク・ドライブが無効状態であるからといって必ずしも、そのドライブの
交換が必要となるわけではありません。ドライブを交換する前に、次のことを確認して
ください。

1. すべてのケーブルがバックプレーンあるいはシステム・ボード、およびハード・
ディスク・ドライブに正しく接続されていること。また、サーバー内のすべての
ケーブルが正しく接続されていることも確認してください。

2. ホット・スワップ・ドライブのトレイがドライブ・ベイに正しく収納されている
こと。

3. ドライブの再構築をまだ試みていなかった場合は、行ってください。詳細につい
ては、154ページの『無効ドライブの再構築』 を参照してください。
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これらの手順を実行しても、なおかつ、ハード・ディスク・ドライブが機能しない場合
は、そのドライブを交換してください。

詳細については、137ページの “Configured drives are missing.”を参照してくださ
い。

Following drives found in new location (old ch: old SID > new ch: new

SID)

説明: 1 台以上のドライブの位置が、保管されている構成情報に一致しないことを、
POSTが検出しました。

処置: 詳細については、138ページの“Configured drives are not in the configured
location.”を参照してください。

Following new drives found (old state: new state ch: SID)

説明: 1 台以上のドライブが未構成 SCSI IDで検出されました。リストされた各ドラ
イブには、新規状態である RDY (作動可能) が表示されます。

処置: これは、通知メッセージです。処置は必要ありません。

Installation stopped. 

説明: サーバーが ServeRAIDアダプターまたはコントローラー にアクセスできませ
ん。

処置: これは、前のメッセージに続いて表示されるメッセージです。前のメッセージ
の “処置” の指示に従って問題を解決してください。

n logical drives are installed. 

説明: n は定義されている論理ドライブの数です。

処置: これは、通知メッセージです。処置は必要ありません。

New adapter installed in a configured server or drives are imported 

説明: 構成済みの位置でドライブが見つからないことによる直前の 2 個のメッセー
ジ、および F5 キーと F6 キーの選択の後にこのメッセージが表示されます。ドライブ
の識別子がアダプター構成情報と一致しないことを ServeRAIDアダプターまたはコ
ントローラー が検出した場合、次のメッセージが表示されます。

Following new drives found:(host id: old ch: old SID: new ch: new

SID)
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ただし: host id は、 ServeRAIDアダプターまたはコントローラー が存在する シス
テム名 を識別します。

old ch は、ドライブ構成情報と一致するチャネルです。

old SID は、ドライブ構成情報と一致する SCSI ID です。

new ch は、ドライブが現在位置しているチャネルです。

new SID は、ドライブが現在位置している SCSI ID です。

たとえば、ドライブが My Machineのシステム名 でサーバーからインポートされる場
合:(My Machine: 1:6 > 1:1ð)

この例のメッセージは、チャネル 1、SCSI ID 6からのドライブは現在チャネル 1、
SCSI ID 10 に位置していることを示しています。このドライブは、物理的に新規ベイ
に移動した可能性があります。

処置: 次のいずれかのキーを押します。

F4 再試行します。問題を解決してから、このキーを押してください。たとえ
ば、以前に割り当てられていた位置にハード・ディスク・ドライブを移動
してから、または元のハード・ディスク・ドライブをサーバーに再び取り
付けてから、F4を押します。

F5 受け入れます。このキーは、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー
がこのドライブに割り当てる新規の状態を受け入れる場合に押します。た
とえば、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー は、ドライブに無
効状態 (DDD) または空き状態 (EMP)を割り当てることがあります。

注: ハード・ディスク・ドライブが無効状態であるからといって、必ずし
も、そのドライブの交換が必要となるわけではありません。ドライブを交
換する前に、次のことを確認してください。

1. すべてのケーブルがバックプレーンあるいはシステム・ボード、およ
びハード・ディスク・ドライブに正しく接続されていること。また、
サーバー内のすべてのケーブルが正しく接続されていることも確認し
てください。

2. ホット・スワップ・ドライブのトレイがドライブ・ベイに正しく収納
されていること。

3. ドライブの再構築をまだ試みていない場合は、行ってください。詳細
については、154ページの『無効ドライブの再構築』 を参照してくだ
さい。

これらの手順を実行しても、なおかつ、ハード・ディスク・ドライブが機
能しない場合は、そのドライブを交換してください。
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F6 変更します。この選択項目は、常にアクティブとなるわけではありませ
ん。このキーは、現行のドライブ位置に一致するように構成を修正する場
合に押します。

セキュリティまたは保守のために、ホット・スワップをサーバーから外し
てもよいでしょう。ドライブを交換して、それらを別のベイに取り付ける
場合、F6 を押して新しい位置を受け入れることができるようにします。す
ると、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー は、構成を更新しま
す。

F7 インポートします。このキーは、ドライブから構成情報をインポートして
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー 上の構成情報を更新する場
合に押します。この選択項目は、既存の ServeRAIDサブシステム内の
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー を交換する場合に有効で
す。

F7は、一群のドライブを、ServeRAIDアダプターまたはコントローラー
を持つ別のサーバーで構成されたドライブと全数交換する場合にも、押す
ことがあります。

注: 論理ドライブが全く定義されていないサーバーにドライブを取り付け
る場合、F7の選択項目は表示されません。工場出荷時の構成では
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー には論理ドライブは含まれ
ていません。したがって F7は表示されません。この場合は、次の手順を
実行してください。

1. サーバーを再始動し、Ctrl +I キーを押してミニ構成プログラムに入り
ます (54ページの『ServeRAIDミニ構成プログラムの使用』を参
照)。

2. 「Advanced Functions」を選択します。

3. 「Import Configuration from Drives to Adapter (ドライブからア
ダプターへの構成のインポート)」を選択して、画面上の指示に従いま
す。

NVRAM Cache Controller Not Responding 

説明: BIOSコードが不良または障害のある NVRAM を検出しました。

処置: F9 を押して NVRAM キャッシュ・コントローラーを構成から取り外すか、ま
たは F10を押して変更を行わずに終了します。
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NVRAM Cache Controller Replacement 

説明: ServeRAIDコントローラーは、NVRAM キャッシュ・コントローラーに障害
があることを検出しました。

処置: NVRAM キャッシュ・コントローラーを交換した場合は F8 を押します。
NVRAM キャッシュ・コントローラーを交換していない場合は F10を押します。

Recoverable configuration error 

説明: NVRAM に格納される構成データは、EEPROMに格納される構成データと一
致していません。

処置:

1. Ctrl+Alt+Del キーを押して、システムを再始動させます。

2. ServeRAIDミニ開始プログラムを開始します。(説明については、54ページの
『ServeRAIDミニ構成プログラムの使用』 を参照してください。)

3. メインメニューから Advanced Functionsを選択し、次に Import
Configuration from Drive(s)  を選択します。(詳細については57ページの『拡張
構成機能の使用方法』 を参照してください。)

WARNING: n logical drives are critical; n logical drives are offline.

説明: 1 台以上のハード・ディスク・ドライブに、障害が発生しました。

処置: データの消失を防ぐため、無効ドライブをできるだけ早く交換してください。

Your server has an error due to a Blocked Logical Drive. 

説明: 1 つ以上の論理ドライブが、ブロックされた状態にあります。ブロックされた
論理ドライブにはアクセスできません。追加情報については 39ページの『論理ドライ
ブ状態の説明』 を参照してください。

処置: F4 を押して論理ドライブのブロックを解除するか、あるいは F5 を押してブロ
ック解除を行わずに続行します。

144 IBM ServeRAID-3H および ServeRAID-3L アダプター  



  
 

ServeRAID POST メッセージ

以下の数値 POSTメッセージは 16進形式で表示されます。

1xxx to 7xxx 

説明: POSTは内部エラーを検出しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

2601 to 260B 

説明: POSTは ServeRAIDサブシステムでエラーを検出しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

2610 

説明: POSTは ServeRAIDアダプターまたはコントローラー ハードウェアでエラー
を検出しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

2620 

説明: POSTは、ServeRAID構成またはハード・ディスク・エラーの発生を検出し
ました。

処置: IBM ServeRAID Configuration CDを開始し、ServeRAIDサブシステムの既
存の装置および構成情報を表示します。構成問題または故障装置の位置が分からなかっ
たり、訂正を行うことができない場合、あるいは問題が続く場合には、システムの保守
を依頼してください。

8xxx to Bxxx 

説明: POSTは SCSIインターフェースのエラーを検出しました。

処置: SCSIケーブルが正しく接続されていること、また SCSIターミネーターが導
入されている各 SCSI装置について正しく設定されていることを確認します。

SCSI問題の位置が分からなかったり、訂正することができない場合、あるいは問題が
続く場合は、システムの保守を依頼してください。
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ServeRAID ISPR、BCS、および ECS コード

ServeRAID POST が完了すると、レジスター情報が以下のように 16 進形式
で画面に表示されます。

Hardware: ISPR=aaaa BCS=bb ECS=cc

ISPRは 4 桁の割り込み状況報告レジスター・コードを表示し、BCSは基本
構成状況レジスター・コードを表示し、また ECSは拡張構成状況レジスタ
ー・コードを表示します。

エラーが発生しない場合は次のようになります。

ISPR (aaaa) = EF10
BCS (bb) = 0F または 09
ECS (cc) = 00

エラーが発生した場合は、以下を参照してください: ISPRエラー・コードの
場合は 『ISPR (割り込み状況ポート・レジスター) コード』 を、BCSおよ
び ECSエラー・コードの場合は 148ページの『基本および拡張構成状況コー
ド』。

ISPR (割り込み状況ポート・レジスター) コード

1xxx 

説明: フラッシュ・チェックサム・エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

2xxx 

説明: コード DRAM エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。
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3xxx 

説明: NVRAM エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

4xxx 

説明: タイマー/キャッシュ・メモリー・コントローラー・エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

5xxx 

説明: キャッシュ・メモリー・コントローラー・エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

6xxx 

説明: キャッシュ DRAM エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

7xxx 

説明: ホスト/ローカル PCIバス・インターフェース・エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

8xxx 

説明: SCSI I/Oポート・エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

9xxx 

説明: SCSIターミネーション・エラーが発生しました。

処置: ケーブル接続および装置のターミネーターをチェックします。問題が続く場合
は、システムの保守を依頼してください。
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Axxx 

説明: SCSI I/Oポート・エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

Bxxx 

説明: SCSIバス・インターフェース・エラーが発生しました。

処置: システムの保守を依頼してください。

基本および拡張構成状況コード

BCS ECS 説明および可能な回復処置

表中に
ない
コード

表中に
ない
コード

説明: ServeRAIDアダプターまたはコントローラー は正
しく機能していません。

処置: システムの保守を依頼してください。

00 01 説明: 無効なフラッシュ構成

処置: IBM ServeRAID Configuration CDを開始し、画面
の指示に従います。

指示が表示されない場合、または問題が続く場合は、システ
ムの保守を依頼してください。

00 02 説明: 無効な NVRAM 構成

処置: IBM ServeRAID Configuration CDを開始し、画面
の指示に従います。

指示が表示されない場合、または問題が続く場合は、システ
ムの保守を依頼してください。

00 03 説明: 無効なフラッシュおよび NVRAM 構成

処置: IBM ServeRAID Configuration CDを開始し、画面
の指示に従います。

指示が表示されない場合、または問題が続く場合は、システ
ムの保守を依頼してください。
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BCS ECS 説明および可能な回復処置

01 08 説明: ドライブ内に構成が検出されませんでした。また
は、オンライン/再構築ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

01 18 説明: ドライブ内に構成が検出されませんでした。また
は、オンライン/再構築およびホット・スペア/スタンバイ・
ホット・スペア・ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

01 28 説明: ドライブ内に構成が検出されませんでした。また
は、オンライン/再構築および作動可能/スタンバイ・ドライ
ブが応答しません。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

01 38 説明: ドライブ内に構成が検出されませんでした。また
は、オンライン/再構築、ホット・スペア/スタンバイ・ホッ
ト・スペア、および作動可能/ホット・スペア・ドライブが
応答しません。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

01 48 説明: ドライブ内に構成が検出されませんでした。また
は、オンライン/再構築が応答せず、未構成のドライブが検
出されました。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

01 58 説明: ドライブ内に構成が検出されませんでした。また
は、オンライン/再構築およびホット・スペア/スタンバイ・
ホット・スペア・ドライブが応答せず、未構成のドライブが
検出されました。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

01 68 説明: ドライブ内に構成が検出されませんでした。また
は、オンライン/再構築および作動可能/スタンバイ・ドライ
ブが応答せず、未構成のドライブが検出されました。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。
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BCS ECS 説明および可能な回復処置

01 78 説明: ドライブ内に構成が検出されませんでした。また
は、オンライン/再構築、ホット・スペア/スタンバイ・ホッ
ト・スペア、および作動可能/スタンバイ・ドライブが応答
せず、未構成のドライブが検出されました。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

03 88 説明: ドライブが他のシステムからインポートされ、それ
が有効な構成を持っています。オンライン/再構築ドライブ
が応答しません。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

03 98 説明: ドライブが他のシステムからインポートされ、それ
が有効な構成を持っています。オンライン/再構築およびホ
ット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア・ドライブが応
答しません。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

03 A8 説明: ドライブが他のシステムからインポートされ、それ
が有効な構成を持っています。オンライン/再構築および作
動可能/スタンバイ・ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

03 B8 説明: ドライブが他のシステムからインポートされ、それ
が有効な構成を持っています。オンライン/再構築およびホ
ット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア、および作動可
能/スタンバイ・ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

03 C8 説明: ドライブが他のシステムからインポートされ、それ
が有効な構成を持っています。オンライン/再構築ドライブ
が応答せず、未構成のドライブが検出されました。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

03 D8 説明: ドライブが他のシステムからインポートされ、それ
が有効な構成を持っています。オンライン/再構築およびホ
ット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア・ドライブが応
答せず、未構成のドライブが検出されました。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。
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BCS ECS 説明および可能な回復処置

03 E8 説明: ドライブが他のシステムからインポートされ、それ
が有効な構成を持っています。オンライン/再構築および作
動可能/スタンバイ・ドライブが応答せず、未構成のドライ
ブが検出されました。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

03 F8 説明: ドライブが他のシステムからインポートされ、それ
が有効な構成を持っています。オンライン/再構築およびホ
ット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア、および作動可
能/スタンバイ・ドライブが応答せず、未構成のドライブが
検出されました。

処置: F4、F5、F7、または F10を押します。

07 08 説明: オンライン/再構築ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

07 0C 説明: オンライン/再構築ドライブが応答せず、ドライブが
不正な SCSI IDで検出されました。

処置: F4、F5、F6、または F10を押します。

07 18 説明:オンライン/再構築およびホット・スペア/スタンバイ・
ホット・スペア・ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

07 1C 説明: オンライン/再構築およびホット・スペア/スタンバ
イ・ホット・スペア・ドライブが応答せず、ドライブが不正
な SCSI ID で検出されました。

処置: F4、F5、F6、または F10を押します。

07 28 説明: オンライン/再構築および作動可能/スタンバイ・ドラ
イブが応答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

07 2C 説明: オンライン/再構築および作動可能/スタンバイ・ドラ
イブが応答せず、ドライブが不正な SCSI IDで検出されま
した。

処置: F4、F5、F6、または F10を押します。
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BCS ECS 説明および可能な回復処置

07 38 説明: オンライン/再構築、作動可能/スタンバイ、およびホ
ット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア・ドライブが応
答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

07 3C 説明: オンライン/再構築、作動可能/スタンバイ、およびホ
ット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア・ドライブが応
答せず、ドライブが不正な SCSI IDで検出されました。

処置: F4、F5、F6、または F10を押します。

07 48 説明:オンライン/再構築は応答せず、未構成のドライブが検
出されました。

処置: F4、F5、または F10を押します。

07 4C 説明: オンライン/再構築ドライブが応答せず、ドライブが不
正な SCSI IDで検出され、未構成のドライブが検出されま
した。

処置: F4、F5、F6、または F10を押します。

07 58 説明: オンライン/再構築およびホット・スペア/スタンバ
イ・ホット・スペア・ドライブが応答せず、未構成のドライ
ブが検出されました。

処置: F4、F5、または F10を押します。

07 5C 説明: オンライン/再構築およびホット・スペア/スタンバ
イ・ホット・スペア・ドライブが応答せず、ドライブが不正
な SCSI ID で検出され、未構成のドライブが検出されまし
た。

処置: F4、F5、F6、または F10を押します。

07 68 説明: オンライン/再構築および作動可能/スタンバイ・ドラ
イブが応答せず、未構成のドライブが検出されました。

処置: F4、F5、または F10を押します。

07 6C 説明: オンライン/再構築および作動可能/スタンバイ・ドラ
イブが応答せず、ドライブが不正な SCSI IDで検出され、
未構成のドライブが検出されました。

処置: F4、F5、F6、または F10を押します。
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BCS ECS 説明および可能な回復処置

07 78 説明: オンライン/再構築、作動可能/スタンバイ、およびホ
ット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア・ドライブが応
答せず、未構成のドライブが検出されました。

処置: F4、F5、または F10を押します。

07 7C 説明: オンライン/再構築、作動可能/スタンバイ、およびホ
ット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア・ドライブが応
答せず、ドライブが不正な SCSI IDで検出され、未構成の
ドライブが検出されました。

処置: F4、F5、F6、または F10を押します。

09 00 説明: エラーは発生していません。

処置: 処置は必要ありません。

09 10 説明:ホット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア・ドライ
ブが応答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

09 20 説明: 作動可能/スタンバイ・ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

09 30 説明: ホット・スペア/スタンバイ・ホット・スペアおよび
作動可能/スタンバイ・ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

0F 00 説明: エラーは発生していません。

処置: 処置は必要ありません。

0F 10 説明:ホット・スペア/スタンバイ・ホット・スペア・ドライ
ブが応答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

0F 20 説明: 作動可能/スタンバイ・ドライブが応答しません。

処置: F4、F5、または F10を押します。

0F 30 説明: ホット・スペア/スタンバイ・ホット・スペアおよび
作動可能/スタンバイ・ドライブが応答しません。

処理: F4、F5、または F10を押します。
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無効ドライブの再構築

ハード・ディスク・ドライブが無効 (DDD) になった場合、個々のディス
ク・アレイ内の装置のデータを再構成するには再構築操作が必要です。
ServeRAIDアダプターおよびコントローラーは、RAID レベル 1 および
RAID レベル 5 論理ドライブを再構築することができますが、RAID レベル
0 論理ドライブに格納されたデータを再構築することはできません。

データ保全性問題を回避するため、ServeRAIDアダプターおよびコントロー
ラーは RAID レベル 0 論理ドライブを再構築操作中にブロックします。再
構築が完了したら、その RAID レベル 0 の論理ドライブをブロック解除し
て再度アクセスすることができます。しかし、その論理ドライブに含まれて
いるデータが損傷している可能性があることに留意してください。(詳細につ
いては、105ページの『論理ドライブのブロック解除』を参照してくださ
い。)

ドライブの再構築を始める前に、次の指針および一般情報をよく読んでくだ
さい。

再構築操作のための指針

� 交換ハード・ディスク・ドライブは、障害を起こしたドライブと同じま
たはそれ以上の容量を持つものでなければなりません。

� 再構築中のハード・ディスク・ドライブが RAID レベル 0 論理ドライ
ブの一部である場合、その RAID レベル 0 ドライブはブロックされま
す。

– 再構築操作の後に、RAID レベル 0 論理ドライブをすべてブロック
解除する必要があります。

– 管理/モニター・プログラムを使用して再構築プロセスを開始した場
合は、再構築プロセスの完了後に、ブロックされていた RAID レベ
ル 0 の論理ドライブをブロック解除することができます。 (詳細に
ついては、105ページの『論理ドライブのブロック解除』 を参照し
てください。)
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� RAID レベル 0 の論理ドライブ内のデータは、再構築プロセス中に失わ
れます。ドライブに障害が発生する前にデータをバックアップしていた
場合は、そのデー タを新規のドライブに復元することができます。

再構築操作についての一般情報

物理ハード・ディスク・ドライブは、次の場合に再構築状態になります。

� クリティカル論理ドライブの一部である、無効ドライブを物理的に交換
した場合。

クリティカル論理ドライブの中の無効ドライブを物理的に交換すると、
ServeRAIDアダプターまたはコントローラー は、まず新しい物理ドラ
イブ上にデータを再構築し、それから 論理ドライブ状態を良好に戻しま
す。

� ServeRAIDアダプターまたはコントローラー がホット・スペアまたは
スタンバイ・ホット・スペア・ドライブをアレイに追加し、状態をホッ
ト・スペアまたはスタンバイ・ホット・スペアから再構築に変更した場
合。

無効ドライブの自動再構築

無効ドライブを ServeRAIDアダプターまたはコントローラー が自動的に再
構築するのは、次の諸条件がすべてそろったときだけです。

� 障害が発生した物理ドライブが、RAID レベル 1 または RAID レベル
5 の論理ドライブの一部である。

� ドライブが障害を起こしたときに、その無効ドライブの容量と同じかそ
れ以上の容量を持つホット・スペアまたはスタンバイ・ホット・スペ
ア・ドライブが使用可能である。

– 複数のホット・スペアドライブが使用可能な場合、ServeRAIDアダ
プターまたはコントローラー は適切なサイズのホット・スペア・ド
ライブを探索します。この要件に合致する最小のドライブが再構築
状態になります。

– ホット・スペアまたはスタンドバイ・ホット・スペア・ドライブが
使用できない場合は、再構築操作は障害のあるドライブが交換され
るとすぐに開始されます。
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注: ドライブを物理的に交換した場合、また新規ドライブがメイ
ン・ツリーの「物理ドライブ」ブランチに表示されない場合
は、新規または取り外された作動可能ドライブを検出する必要
があります。

� 再構築、同期、または論理ドライブの移行などが進行中ではない。
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第7章 ヘルプ、保守、情報の入手

ヘルプ、保守、技術支援が必要な場合、または IBM 製品に関する詳しい情
報が必要な場合は、IBM からさまざまな援助が受けられます。

たとえば、IBM は WWW 上にページを提供しており、IBM 製品およびサ
ービスに関する情報の入手、最新技術情報の検出、およびデバイス・ドライ
バーおよびアップデートのダウンロードを行うことができます。

利用可能なサービスは、予告なしに変更される場合があります。

本章の内容:
サービス依頼の前に . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 157
サポートおよびサービスの入手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158
ワールド・ワイド・ウェブの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158

資料の入手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .159

サービス依頼の前に

オンライン・ヘルプを利用したり、コンピューターやソフトウェアに付属の
オンライン資料や印刷物の資料を参照すれば、多くのコンピューターに関す
る問題は外部からの援助なしに解決することが可能です。また、ご使用のソ
フトウェア付属の README ファイルにある情報を必ずお読みください。

ほとんどのコンピューター、オペレーティング・システム、およびアプリケ
ーション・プログラムは、トラブル・シューティングの手順およびエラー・
メッセージの解説が含まれる資料が付属しています。ご使用のコンピュータ
ー付属の資料にも、ユーザーが実行することのできる診断テストに関する情
報が含まれています。

コンピューターの電源を入れた時に POSTエラー・コードが表示された場合
は、ハードウェア資料中の POSTエラー・メッセージ表を参照してくださ
い。POSTエラー・コードが表示されなかった場合で、ハードウェアの問題
があると思われる場合は、ハードウェア資料中のトラブル・シューティング
の情報を参照するか、診断テストを実行してください。
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ソフトウェアに問題があると思われる場合は、オペレーティング・システム
またはアプリケーション・プログラムの資料 (README ファイルを含む) を
参照してください。

サポートおよびサービスの入手

IBM Netfinity のハードウェア製品を購入したユーザーは、標準的な援助と
保証期間内のサポートを受けることができます。追加のサポートとサービス
が必要な場合、ほとんどすべてのニーズに対処できる各種の広範な拡張サー
ビスがご利用いただけます。

ワールド・ワイド・ウェブの使用

World Wide Web で、IBM パーソナル・コンピューターの Web サイトに
は、IBM パーソナル・コンピューター製品およびサポートに関する最新の情
報があります。IBM パーソナル・コンピューターのホーム・ページのアドレ
スは、次の通りです。

 http://www.pc.ibm.com

サポートされるオプションを含む IBM 製品に関するサポート情報は、次の
IBM パーソナル・コンピューター・サポート・ページにあります。

 http://www.pc.ibm.com/support

特定のパーソナル・コンピューター製品に関する情報は、以下のページを参
照してください。

 http://www.pc.ibm.com/us/netfinity/

 http://www.pc.ibm.com/us/desktop/

 http://www.pc.ibm.com/us/intellistation/

 http://www.pc.ibm.com/us/thinkpad/

 http://www.pc.ibm.com/us/options/

 http://www.pc.ibm.com/us/aptiva/
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これらのページから、国ごとの Webサイトを選択することができます。

資料の入手

追加資料は IBM で購入できます。入手可能な資料のリストについては、
IBM 特約店または IBM 営業担当員までご連絡ください。
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付録A. 特記事項

特記事項

本書において、日本では発表されていないIBM製品（機械およびプログラ
ム）、プログラミングまたはサービスについて言及または説明する場合があ
ります。しかし、このことは、弊社がこのようなIBM製品、プログラミング
またはサービスを、日本で発表する意図があることを必ずしも示すものでは
ありません。本書で、IBMライセンス・プログラムまたは他のIBM製品に言
及している部分があっても、このことは当該プログラムまたは製品のみが使
用可能であることを意味するものではありません。これらのプログラムまた
は製品に代えて、IBMの知的所有権を侵害することのない機能的に同等な他
社のプログラム、製品またはサービスを使用することができます。ただし、
IBMによって明示的に指定されたものを除き、これらのプログラムまたは製
品に関連する稼働の評価および検証はお客様の責任で行っていただきます。

IBMおよび他社は、本書で説明する主題に関する特許権（特許出願を含む）
商標権、または著作権を所有している場合があります。本書は、これらの特
許権、商標権、および著作権について、本書で明示されている場合を除き、
実施権、使用権等を許諾することを意味するものではありません。実施権、
使用権等の許諾については、下記の宛先に、書面にてご照会ください。

〒106-0032東京都港区六本木3丁目2-31
AP事業所
IBM World Trade Asia Corporation
Intellectual Property Law & Licensing

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその
他のプログラム（本プログラムを含む）との間での情報交換、および (ii)
交換された情報の相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに
関する情報を必要とする方は、下記に連絡してください。

IBM Director of Licensing
 IBM Corporation

500 Columbus Avenue
 Thornwood, NY 10594
 U.S.A.
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本プログラムに関する上記の情報は、適切な条件の下で、使用することがで
きますが、有償の場合もあります。

西暦 2000 年対応について

製品の西暦 2000年対応 (Year 2000 Ready)とは、その製品を関連資料にし
たがって使用した場合に、20世紀から 21世紀にわたる日付データの処理、
引き渡し、または受け取りが正しく行われることをいいます。ただし、その
製品とともに使用されるすべての製品 (例えば、ハードウェア、ソフトウェ
アおよびファームウェア) が正確な日付データをその製品と正しく交換でき
ることが条件となります。

この IBM 製のパーソナル・コンピューターは、西暦 2000年対応の製品で
す。ただし、西暦 2000年になる時に、このコンピューターの電源が立ち上
がっている場合、一度電源を落し、再度立ち上げするか、オペレーティン
グ・システムを再起動してください。これにより、このコンピューターの内
部クロックがリセットされます。

なお、お客様が、西暦 2000年対応でないソフトウェアを使用される場合、
または、処理するデータが西暦 2000年対応でない場合には、この IBM パ
ーソナル・コンピューターは、正しく日付データを処理することはできませ
ん。なお、この製品の西暦 2000年対応状況についてのご説明は、ハードウ
ェア製品のみに適用されるものであり、ハードウェアとともに提供されるソ
フトウェアの対応状況を示すものではありません。IBM は、他社製ソフトウ
ェアの日付処理について責任を負いません。他社製ソフトウェアの日付処
理、その制約または更新版については、他社製ソフトウェアの提供元にお問
い合わせください。

西暦 2000年の概要および IBM 製のパーソナル・コンピューターの 2000
年対応状況については、IBM Year 2000 Webサイト
(http://www.ibm.co.jp/ad2000)でご覧いただくことができます。お客様の西
暦 2000 年対応作業をご支援するための情報およびツールが含まれており、
情報は必要に応じ更新されます。

商標

次の用語は、米国およびその他の国における IBM Corporationの商標です。
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Microsoft、Windows、および Windows NTは、Microsoft Corporationの
商標または登録商標です。

その他の会社名、製品名、およびサービス名は、他社の商標またはサービ
ス・マークです。

IBM Netfinity
OS/2 ServeRAID
HelpCenter IntelliStation
HelpWare Netfinity Manager
ThinkPad Predictive Failure Analysis
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情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) 表示

電波障害自主規制 届出装置の記述

注意:
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラスＡ情報技
術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場
合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。
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索引

日本語、英字、数字、特殊文字の順に配
列されています。なお、濁音と半濁音は
清音と同等に扱われています。

〔ア行〕
アイコン
イベント・ビューアー 23
クラスターの構成 44
検出、ドライブの 45
構成イベント・ログの保管 44
サイズの変更、表示プルダウン 46
作成、アレイの 45
ツールバー 23, 44
ドラッグ・アンド・ドロップ 31
ヘルプ 45
ServeRAIDコントローラーの構成

 44
空き状態 42
空きスペース 36
アクションプルダウン
アレイ選択項目 49
構成、コントローラー選択項目の 47
使用 47
物理ドライブ選択項目 52
ホット・スペア・ドライブ選択項目

 52
論理ドライブ選択項目 50

アクセラレーター、アレイ 14
アダプター
監視、イベント・ログの 116
機能 14
構成、アイコン 44
コピー、ドライブ構成 112, 113
状況情報、監視 115

アダプター（続き）
初期化 113
設定値の変更 43
導入の概要 3
取り付け 13, 17
配線 13

アラート・オプション 94, 97
アラーム 96, 97
アレイ
アクセラレーター 14
拡張 108
数、表示 35
管理 99
構成 26
最大数、サポートされる 14
削除 49
作成 49
作成、アイコン 45
情報、表示 35
情報パネル 35
説明 5
ハード・ディスク容量 29

移行、論理ドライブ 106
移行状態 40
一般オプション 94, 96
一般情報、再構築 155
イニシエーター ID、SCSI 39
イベント、ビューアー 23
イベント・ログ
構成の消去または保管 23, 45
消去または保管 44
装置 117
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インストール
オペレーティング・システム 4
管理/モニター・プログラム 61, 67
追加ドライブ 108
デバイス・ドライバー 4, 61, 68
デバイス・ドライバー、

NetWare 74
デバイス・ドライバー、NetWare

3.12 74, 75
デバイス・ドライバー、Windows

NT 70
IPSSEND、DOSの 90
IPSSENDおよび IPSMON 87, 88
NetWare 4.1X、デバイス・ドライバ
ー 76, 77

OS/2デバイス・ドライバー 78, 79,
81

ServeRAIDアダプター 13
ServeRAIDアダプター、概要 3
Windows NT 用ファイル 69
WIN32 ベースのプログラム 67, 68

インターネット・ホーム・ページ 157,
158
インターリーブ・デプス/ストライプ単位

 5
インポート、構成の 57
エラー・メッセージ
拡張状況レジスター・コード 146,

148
基本構成状況レジスター・コード

 146, 148
始動メッセージ 136, 145, 146, 148
ディスク・アレイ 136
割り込み状況ポート・レジスター・コ
ード 146

PFA 38, 39
POSTメッセージ 136, 145, 146

エラー・メッセージ（続き）
ServeRAID 136

応答、同時 5
応答時間 5
大きいアイコン 46
オプション、プルダウン・メニューの

 46, 94
オプション・パッケージの内容 2
オフライン状態 41
オンボード・マイクロプロセッサー 14
オンライン状態 42

〔カ行〕
解決、問題の 135, 157
開始
管理/モニター・プログラム 82, 91,

92
構成プログラム 24
バックグラウンド・サーバー・コンポ
ーネント 83
ミニ構成 54
IPSMONプログラム 131
IPSSENDプログラム 120

改善、システム・パフォーマンス 5, 6
概要、導入の 3
拡張 RAID レベル 1 9
拡張、アレイの 108
拡張機能
使用 57
ミニ構成 54

拡張設定、オプション 46
カスタム構成パス
考慮事項 29
使用 30
理解する 29
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画面、構成プログラムの 22
監視
アダプター状況情報 115
デバイス・イベント・ログ 116
物理装置の情報 119
プログラムのインストール 67
プログラムの使用 91
論理ドライブ情報 117

管理、ServeRAID
プログラム 65

機能
アダプター 14
チャネル 3 ケーブル・オプション

 16
ホット・スワップ再構築 34, 154
RAID レベル 5
ServeRAIDアダプター 14

基本設定、オプション 46
キャッシュ
先読みモード 34, 48, 55
バッテリー・バックアップ 14, 16,

34, 37, 55
メモリー、標準 14
ライトスルー・モード 50
ライトバック・モード 50
ライト・キャッシュ・モード 36
ライト・キャッシュ・モード、変更

 50
「キャンセル」ボタン 25, 44
強制同期 46
切り替え、モードの 25, 26
記録、メッセージの 85
クィック・パス構成 27
クライアント/サーバー・モード、設定

 94
クラスター 35, 44, 47, 55

クラスター・パートナー・ホスト
ID 35
クリティカル状態 40, 111, 112
ケーブル
アダプター、接続 14
接続、DASD 状況 18
外付け、チャネル 3 オプション 16
チャネル 3、オプション 2
取り付け、DASD 状況 18
DASD 状況 2

欠落品目 2
検査、データの 34
検出、ドライブの 45, 49, 53, 115
コード、構成状態 146, 148
交換および再構築 52
更新の入手 63
構成
アイコンのドラッグ・アンド・ドロッ
プ 31
アラート・オプション 97
イベント・ログ 23, 44, 45
カスタム・パス 26, 29, 30
クィック・パス 27
クラスター 47
クラスター、アイコン 44
コード、構成状況 148
高速パス 26, 27, 28
コピー、ドライブからコントローラー
へ 48
消去、イベント・ログの 45
状況コード 148
情報の表示 33
情報モード 33
初期化 47, 57
ドラッグ・アンド・ドロップ、アイコ
ンの 31
パス 26
表示 54
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構成（続き）
プログラム、開始 24
プログラム画面 22
プログラムの終了 45
保管、イベント・ログの 45
要約画面 32
BCSコード 148
BIOS設定 57
CD、ServeRAID 63
CD, ServeRAID 2
ECSコード 148
Netfinity アラート・オプション 97
ServeRAIDコントローラー 44, 47
ServeRAID CD 61

構成、ディスク・アレイの 26, 49, 100
構成要素、バックグラウンド・サーバー

 65
高速構成パス
使用 26, 28
理解する 27

互換モード、BIOS 55
コネクター
位置 14, 15, 16
DASD 状況 15
SCSIチャネル 14, 15

コピー、アダプター構成をドライブへ
 113
コピー、構成をドライブからコントロー
ラーへ 48
コピー、ドライブ構成をアダプターへ

 112
コマンドライン・パラメーター、使用

 84
コマンドライン・パラメーターの使用

 132
コントローラー情報パネル 34

コントローラー・タイプ 34

〔サ行〕
サーバー・ロールアウト・コマンド

 121
再構築
一般情報 155
指針 154
自動 155
状態 42
論理ドライブ 111, 154

再構築、ドライブの 154
再構築率 34, 48, 56
最大
アレイ、サポートされる 14
ディスク・ドライブ、サポートされる

 14
ホット・スペア・ドライブ 14
論理ドライブ、サポートされる 14

先読みキャッシュ 34, 48, 55
削除
アレイ 31, 49, 101
ホット・スペア・ドライブ 31

作成
アレイ 26, 49
アレイ・アイコン 45
ディスク・アレイ 26, 49, 100
論理ドライブ 50, 102

作成日 36
作成日、論理ドライブ 36
作動可能状態 42
サポートされる
アレイ、最大 14
ディスク・ドライブ、最大 14
論理ドライブ、最大 14
RAID レベル 5
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システム PCIデータ・バス 14
システム状態 41
システム情報パネル 33
システム名 33
システム・パフォーマンスの改善 5
自動同期 35, 46, 51, 105
始動メッセージ 136, 145
終了、構成プログラムの 45
使用
アクション、プルダウン・メニューの

 47
オプション、プルダウン・メニュー

 46, 94
拡張構成機能 57
カスタム構成 29, 30
管理機能 99
管理/モニター・プログラム 94
構成モード 26
高速構成 27, 28
コマンドライン・パラメーター 84
情報モード 33
ツールバー 44
バックグラウンド・サーバー・コンポ
ーネント 84
表示プルダウン・メニュー 46
ファイル、プルダウン・メニュー 45
右マウス・ボタン 31, 43, 47
ミニ構成プログラム 54
メニュー・バー 45
IPSMONプログラム 132
IPSSENDプログラム 120
ServeRAID構成プログラム 22

障害追及
ディスク・アレイ 136
ServeRAID 136

使用可能、アラームの 96

使用可能、先読みキャッシュの 48
消去、構成イベント・ログの 23, 44,

45
状態、ドライブ
空き 42
移行 40
オフライン 41
オンライン 42
クリティカル 40
作動可能 42
システム 41
スタンバイ 43
スタンバイ・ホット・スペア 43
正常 41
設定 110
定義 41
物理ドライブ 41
ブロックされた 40
変更 110
ホット・スペア 42
無効 42
論理 36, 39

商標 162
使用不可、アラームの 96
使用不可、先読みキャッシュの 48
情報パネル
アレイ 35
コントローラー 34
システム 33
チャネル 39
物理ドライブ 38
ホット・スペア・ドライブ 37
論理ドライブ 36

情報モードの説明 33
初期化
コントローラー構成 47, 57
自動 46
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初期化（続き）
使用不可 46
論理ドライブ 104
ServeRAIDアダプター 113

シリアル番号、ドライブの 38, 39
数値メッセージ 145
図示
拡張 RAID レベル 1 9
画面、構成プログラムの 22
RAID レベル 0 7
RAID レベル 1 8
RAID レベル 5 11

スタンバイ・ドライブ 43
ストライピング、データの 5, 6
ストライプ単位サイズ 4, 5, 30, 34, 49
スループット 5
正常状態 41
製品の保証 161
製品またはモデル番号、ドライブの 37,

38
接続
アダプター 13
ケーブル 13, 14, 18
外付け装置 20
DASD 状況ケーブル 18

設定、ブート可能 CD-ROM 58
設定、物理装置の状態 110
説明
アレイ 5
オプション・パッケージ 2
カスタム構成 29
機能、アダプターの 14
構成パス 26
構成プログラム、画面レイアウト 22
高速構成 27
情報モード 33
ストライプ単位サイズ 5, 49

説明（続き）
ツールバー・アイコン 44
バックグラウンド・サーバー・コンポ
ーネント 65
パッケージの内容 2
バッテリー・バックアップ・キャッシ
ュ 16
物理ドライブ状態 41
ホット・スワップ PCI 17
メニュー・バー 45
ライト・キャッシュ・モード 50
論理ドライブ 5
論理ドライブ状態 39
IPSSENDおよび IPSMON 87
RAID テクノロジー 5
RAID レベル 6
WIN32 ベースのプログラム 65

増加、すべての論理ドライブのサイズの
 109
増加、ディスク・アレイ内の空きスペー
スの 108
送信、テスト・アラートの 99
装置イベント・ログ 136
速度、SCSI転送の 14
外付け SCSIチャネル 14, 15
外付け装置、接続 20
ソフト・イベント・ログ 117
損傷品目 2

〔タ行〕
代替 CD の入手 63
タイプ、コントローラーの 34
小さいアイコン 46
チャネル
ケーブル・オプション、チャネル

3 2, 16
情報パネル 39
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チャネル（続き）
表示、情報の 39
SCSIコネクター 14, 15

ツールバー 23, 44
追加
検出、ドライブの 45, 49, 53
物理ドライブ 108

データ検査 34
データ・ストライプ 5
データ・スペース 31, 36, 101
データ・バス、システム PCI 14
定義
論理ドライブ 31, 50

ディスクのミラーリング 8
ディスク・アレイ
削除 31, 49, 101
作成 26, 100
増加、空きスペース 108

ディスケット
イメージ 67
IBM ServeRAID デバイス・ドライバ
ー・ディスケット 2, 64

テキスト・メッセージ 136
テクノロジー、RAID 5
デバイス・イベント・ログ 117
デバイス・ドライバー
インストール 4, 61, 68
NetWare 3.12 のインストール 74,

75
NetWare 4.1X のインストール 76,

77
OS/2、インストール 81
OS/2のインストール 78, 79
Windows NT のインストール 67,

70
転送、並列 5

転送速度、SCSI 39, 52
同期
強制 46
自動 35
手動で 51
データ検査 34
論理ドライブ 104

同時応答 5
導入の概要 3
特記事項 viii, 161
ドライブ状態 39
ドライブ容量、ハード・ディスクの 29
ドライブ・タイプ 38
取り外し、ホット・スペア・ドライブの

 31
取り付け
アダプター 17

〔ナ行〕
内蔵 SCSIチャネル 14, 15
内容、オプション・パッケージの 2
名前、システムの 33
名前解決、バックグラウンド・サーバ
ー・コンポーネントの 86
入手、更新の 63
ネットワーク設定値 94
ネットワーク・オペレーティング・シス
テム
インストール 4

〔ハ行〕
ハード・イベント・ログ 117
ハード・ディスク
検出 45, 49, 53, 115
コピー、アダプター構成 113
コピー、構成をアダプターへ 112
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ハード・ディスク（続き）
最大、サポートされる 14
状況 41
ホット・スペア 30
容量、アレイに対する影響 29

はじめに 1
パス、高速およびカスタム 26
バックグラウンド・サーバー構成要素
インストール 67, 68
開始 83
使用 84
説明 65
名前解決 86
OS/2 66
Windows 65

パッケージの内容 2
バッテリー・バックアップ・キャッシュ

14, 16, 34, 37, 50, 55
パネル
アレイ情報 35
コントローラー情報 34
システム情報 33
チャネル情報 39
物理ドライブ情報 38
ホット・スペア・ドライブ情報 37
論理ドライブ情報 36

パリティー・イベント・ログ 117
パリティー・スペース 31, 36, 101
表示
アダプター状況 54, 55
アレイ情報 35
イベント、ビューアー 23
数、物理ドライブの 36
数、ホット・スペア・ドライブの 35
構成情報 33, 54
再構築率 34
システム情報 33
ストライプ単位サイズ 34

表示（続き）
装置情報 33
チャネル情報 39
物理ドライブ情報 38
ホット・スペア・ドライブ情報 37
ホット・スワップ再構築 34
論理ドライブ情報 36
SCSI転送速度 39
ServeRAIDコントローラー情報 34

表示プルダウン・メニュー 46
品目、欠落または損傷 2
ブート可能 CD-ROM機能 19, 55, 58
ブート・ドライブ 29, 31, 32
ファームウェア・バージョン 34
ファイル、プルダウン・メニューの 45
不在モード 55
物理ドライブ
空き 42
オンライン 42
数、表示 36
検出 45, 49, 53, 115
再構築 111
最大、サポートされる 14
作動可能 42
状態 41
情報、監視 119
情報パネル 38
スタンバイ 43
スタンバイ・ホット・スペア 43
設定、状態 110
追加 108
表示、情報の 38
ホット・スペア 42
無効 42

不良ストライプ 56
プログラム
インストール、管理/モニター 67
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プログラム（続き）
管理/モニター 65
構成の開始 24
構成の使用 26
終了、構成プログラムの 45
ミニ構成 54
IPSSENDおよび IPSMONのインス
トール 87

OS/2および Netware用 66
OS/2管理/モニター、開始 82
ServeRAIDプログラムの導入 61
Windows 65
WIN32 ベース、インストール 68
WIN32 ベースの管理/モニター 65

ブロック解除、論理ドライブの 40, 51,
105, 144, 154
ブロックされた論理ドライブ 40, 105,

144, 154
文脈に依存したヘルプ 45
並列転送 5
ヘルプ、オンライン 23, 45, 53
ヘルプの入手 157
変更
ストライプ単位サイズ 49
設定値 43
ブート可能 CD の設定 58
ライト・キャッシュ・モード 50
RAID レベル 106
SCSI転送速度 52

変更ボタン 28
ベンダー ID、ドライブの 37, 38
ホーム・ページ、IBM パーソナル・コン
ピューター 157
ホーム・ページ, IBM パーソナル・コン
ピューター 158
ポーリング・オプション 96, 97

保管、構成イベント・ログの 23, 44,
45
ホスト ID 35
ボタン
取り消し 25, 44
変更 28

ホット・スペア・ドライブ 30
数、表示 35
最大、サポートされる 14
状態 42
情報パネル 37
スタンバイ 43
説明 30
取り外し 31
表示、情報の 37

ホット・スワップ PCI 17, 24
ホット・スワップ再構築 34, 116, 131,

154
本書について v
本書の編成 v

〔マ行〕
マージ・グループ 37
マイクロプロセッサー、オンボード 14
まえがき v
マニュアル、注文 159
右マウス・ボタンの使用 31, 43, 47
ミニ構成メニュー
インポート、構成をドライブから 57
初期化、構成 57
表示、構成 56
表示状況 55
リセット、ServeRAIDアダプター

 57
ミラーリング、ディスク 8
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無効状態 42
メインパネル 23
メイン・ツリー 23
メイン・メニュー
管理/モニター・プログラム 92
構成プログラム 23
ミニ構成プログラム 54

メッセージ
拡張状況レジスター・コード 146,

148
基本構成状況レジスター・コード

 146, 148
記録 85
数値 145
テキスト、始動 136
割り込み状況ポート・レジスター・コ
ード 146

ServeRAID 136
メニュー・バー 23, 45
メモリー、キャッシュ 14
モード
カスタム構成 29
切り替え 25, 26
構成 24, 26
高速構成 26
情報 24, 33

問題解決 135

〔ラ行〕
ライト・キャッシュ・モード 36
リセット、アラームの 97
率、再構築の 34, 48, 56
例
拡張 RAID レベル 1 10
画面、構成プログラム 22
高速構成 27
ストライプ単位サイズ 6

例（続き）
RAID レベル 0 7
RAID レベル 1 8
RAID レベル 5 11

レベル、論理ドライブ
移行 40
拡張レベル 1 9
再構築操作への影響 154
変更 40, 104, 106
レベル 0 6, 41, 103
レベル 1 8, 40, 41, 101, 103
レベル 5 11, 40, 41, 101, 103
レベル-0 101

ロールアウト・コマンド、サーバーの
 121
論理ドライブ
移行 106
移行状態 40
数、表示 35, 36
管理 99, 102
クリティカルな状態 40
再構築のための指針 154
最大、サポートされる 14
作成 31, 32, 102
作成日 36
システム状態 41
状態 36, 39
情報、監視 117
情報パネル 36
初期化 51, 104
スロット使用可能 47
説明 5
増加、サイズ 108, 109
定義 31, 32, 102
同期 51, 104
ブート、第 1 定義 29, 31, 32
不良ストライプ 56
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論理ドライブ（続き）
ブロック解除 40, 51, 56, 105
ブロックされた 40
ブロック済み 56

〔ワ行〕
ワールド・ワイド・ウェブ (WWW)
クラスター情報の入手 44, 47, 63,

64
コード・アップデートの入手 63
入手、更新済み ServeRAIDコード

 2
ホーム・ページ 157, 158

割り振り、データおよびパリティー・ス
ペースの 31

B
BACKUP コマンド 121
BCSコード 146
BIOSバージョン 34

C
CD-ROM
構成プログラムの開始 24
内容 64, 67
入手、代替 CD の 63
ServeRAID構成プログラム 2

CERTIFYコマンド 126
COPYLDコマンド 121

D
DASD 状況ケーブル 2, 15, 18
DRIVEVER コマンド 130

E
ECS 146
ERASEEVENTコマンド 126

F
FMSTATUSコマンド 127
FORMAT コマンド 127

G
GETCONFIGコマンド 130
GETEVENTコマンド 128
GETSTATUSコマンド 124

H
HSREBUILDコマンド 131

I
ID、ホストの 35
INIT コマンド 122
INITSYNC コマンド 123
IPSMONプログラム
インストール 87
始動 131
使用 132
入手 63
パラメーター 132

ipsrコード 146
IPSSENDプログラム
インストール 87
コマンド 120, 131
始動 120
使用 120
入手 63

  索引 175



  
 

L
LDM (論理ドライブの移行) 40, 104,

106

N
Netfinity アラート・オプション 97
NetWare
デバイス・ドライバー 64, 74
プログラム 66
ServeRAIDディスケット、デバイ
ス・ドライバーの 2

3.12デバイス・ドライバーのインス
トール 74, 75

4.1Xデバイス・ドライバーのインス
トール 76, 77

O
OS/2
管理/モニター、開始 82
デバイス・ドライバー 64, 78, 81
プログラム 66
ServeRAIDディスケット、デバイ
ス・ドライバーの 2

P
PCI、データ・バス 14
PFAエラー 38, 39, 96
POSTメッセージ 136, 145

R
RAID
拡張レベル 1 9
サポート・レベル 6

RAID（続き）
説明 14
テクノロジー 5
表示、割り当てレベルの 36
レベル 0 6, 41
レベル 1 8, 40, 41
レベル 5 11, 40, 41
レベル、変更 104, 106
参照：ServeRAIDアダプター

RAID テクノロジーとは 5
REBUILD コマンド 124
RESTOREコマンド 122

S
SCSI転送速度 14
SELFTESTコマンド 129
ServeRAIDコントローラー情報の表示

 34
ServeRAIDアダプター
アイコン、構成 44
機能 14
構成、アレイ 26
構成プログラムの使用法 22, 24
使用、ミニ構成プログラム 54
設定値の変更 43
問題判別 136
BIOSコードの更新回数 56

SETSTATEコマンド 125
STARTDELY コマンド 129
SYNCHコマンド 123

T
TCP/IP 66
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U
UNBLOCK コマンド 125

W
Windows
デバイス・ドライバー 64
デバイス・ドライバーのインストール

 69, 70
プログラム 65
ServeRAIDディスケット、デバイ
ス・ドライバーの 2

WIN32 ベースのプログラム 65, 93
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Labels

Labels Page

D3NE1001
15

D3NE1002
15

d3ne1003
16

D3NE1004
22

D3NE1005
25

D3NE1006
26

D3NE1030
44

D3KN6254
44

D3NE1012
44

D3NE1014
45

D3NE1050
45

D3NE1013
45

D3NE1040
92

MSGL and CODEL Definitions

id File Page References

RAD1 D3NE1CH6
137 137, 145, 146



 

Table Definitions

id File Page References

FEAT D3NE1CH2
 14 14
DDIN D3NE1CH4
 69 69

Headings

id File Page References

CH1 D3NE1CH1
1 第1章, はじめに

 vii
RAIDINF D3NE1CH1

5 RAID テクノロジーとは
 3, 29
STRIP1 D3NE1CH1

5 インターリーブ・デプスおよびストライプ単位サイズ
4, 30, 34, 49

SUPRD D3NE1CH1
6 サポートされる RAID レベル

 31
CH2 D3NE1CH2

13 第2章, アダプターの取り付けと配線
 vii, 3
FEAT D3NE1CH2

14 アダプターの機能
 1
SRC D3NE1CH2

14 コネクター位置
18, 18, 20

GUMBY D3NE1CH2
15 ServeRAID-3Hアダプター

 2
INSTALL D3NE1CH2

17 ServeRAIDアダプターの取り付け
CABLE D3NE1CH2

20 外付け装置の接続
 19
CH3 D3NE1CH3

21 第3章, 構成プログラムの使用
vii, 3, 4, 19, 20, 116

CFGPRG D3NE1CH3
22 ServeRAID構成プログラムの使用方法

START D3NE1CH3
24 構成プログラムの始動

CFGM D3NE1CH3
26 構成モードの使用

 24, 26



 

EZRAID D3NE1CH3
27 高速構成について

CUSTM D3NE1CH3
29 カスタム構成について

INFM D3NE1CH3
33 情報モードの使用

 24, 26
DRVST1 D3NE1CH3

39 論理ドライブ状態の説明
36, 56, 118, 119, 144

DRVPD1 D3NE1CH3
41 物理ドライブ状態の説明

 38, 119
USTB D3NE1CH3

44 ツール・バーの使用
 23
USMB D3NE1CH3

45 メニュー・バーの使用
 23, 43
MINICON D3NE1CH3

54 ServeRAIDミニ構成プログラムの使用
 143, 144
ADA D3NE1CH3

55 コントローラー状況の表示
 54
CON D3NE1CH3

56 構成の表示
 54
ADV D3NE1CH3

57 拡張構成機能の使用方法
 54, 144
NWBTCD D3NE1CH3

58 ブート可能 CD-ROM機能の設定
19, 55, 57

CH4 D3NE1CH4
61 第4章, デバイス・ドライバーおよびユーティリティー・プログラムの

ール
vii, 2, 4, 28, 32

ADMINMO D3NE1CH4
64 管理/モニター・プログラム

 64
WINP D3NE1CH4

65 Windows NT および Windows 95 用プログラム
BGSC D3NE1CH4

65 バックグラウンド・サーバー・コンポーネント
 65
USI D3NE1CH4

67 ServeRAID WIN32 ベースのプログラムのインストール
CLISV D3NE1CH4

68 ServeRAIDデバイス・ドライバーのインストール
 67, 68
DDIN1 D3NE1CH4

69 Windows NT 用デバイス・ドライバーのインストール
 69
71P D3NE1CH4

71 Windows NT 用バックグラウンド・サーバー・コンポーネントのイン



 

 68, 69
DDIN2 D3NE1CH4

74 NetWare用デバイス・ドライバーのインストール
 69
DDIN3 D3NE1CH4

78 OS/2用デバイス・ドライバーのインストール
 69
USUI D3NE1CH4

84 バックグラウンド・サーバー・コンポーネントの使用
MSSGGE D3NE1CH4

85 メッセージの記録
SECUR D3NE1CH4

86 バックグラウンド・サーバー・コンポーネントのセキュリティー
 85, 95
IPSIN D3NE1CH4

87 IPSSENDおよび IPSMONプログラム
 65, 66
CH5 D3NE1CH5

91 第5章, ユーティリティー・プログラムの開始および使用
vii, 5, 68, 89, 90

STARWIN D3NE1CH5
92 管理/モニター・プログラムの開始

CHAD D3NE1CH5
94 管理/モニター・プログラムの使用

OPX D3NE1CH5
94 「オプション」プルダウン・メニューの使用

NET D3NE1CH5
94 ネットワークの設定

END D3NE1CH5
96 アラームの使用可能または使用不可

POLLL D3NE1CH5
97 ポーリング・オプション

NFALRT D3NE1CH5
97 アラート・オプション

INIT2Z D3NE1CH5
104 論理ドライブの初期化

 106
SYNXZ D3NE1CH5

104 論理ドライブの同期
 104
LDAAA D3NE1CH5

105 論理ドライブのブロック解除
111, 154, 154

LDMA D3NE1CH5
106 論理ドライブの移行の管理

 104
CRL D3NE1CH5

106 RAIDレベルの変更
 104
PDA D3NE1CH5

110 物理装置の管理
SPDS D3NE1CH5

110 物理装置の状態の設定
 125
BUILD D3NE1CH5

111 装置の再構築



 

MONI D3NE1CH5
116 デバイス・イベント・ログの監視

USPISO D3NE1CH5
120 IPSSENDプログラムの使用

 135
PISO D3NE1CH5

126 問題分離およびデバッグ・コマンド
 135
CH6 D3NE1CH6

135 第6章, ServeRAIDの問題の解決
 viii
RAID D3NE1CH6

136 ServeRAIDアダプターおよびコントローラー・メッセージ
RADESET D3NE1CH6

136 ServeRAID始動メッセージ
RAIDIAG D3NE1CH6

145 ServeRAID POST メッセージ
ISPRBCS D3NE1CH6

146 ServeRAID ISPR、BCS、および ECSコード
ISPR D3NE1CH6

146 ISPR (割り込み状況ポート・レジスター) コード
 146
BCSECS D3NE1CH6

148 基本および拡張構成状況コード
 146
RBLDCOL D3NE1CH6

154 無効ドライブの再構築
40, 41, 42, 138, 139, 140, 142

AR D3NE1CH7
157 第7章, ヘルプ、保守、情報の入手

 viii, 63
ORDPU D3NE1CH7

159 資料の入手
NOTICES D3NE1APD

161 付録A, 特記事項
 ii, viii
NOTES D3NE1APD

161 特記事項

Index Entries

id File Page References

ACTIONS D3NE1SET
i (1) アクションプルダウン

47, 47, 49, 50, 52, 52
ADAPT D3NE1SET

i (1) アダプター
3, 13, 13, 14, 17, 43, 44, 112, 113, 113, 115, 116

ADD D3NE1SET
i (1) 追加

45, 49, 53, 108
ADMSER D3NE1SET



 

i (1) 管理、ServeRAID
 65
ADVFUNC D3NE1SET

i (1) 拡張機能
 54, 57
ARRAY D3NE1SET

i (1) アレイ
5, 14, 14, 26, 29, 35, 35, 35, 45, 49, 49, 99, 108

BSC D3NE1SET
i (1) バックグラウンド・サーバー構成要素

65, 65, 66, 67, 68, 83, 84, 86
BUTTON D3NE1SET

i (1) ボタン
25, 28, 44

CABL D3NE1SET
i (1) ケーブル

2, 2, 14, 16, 18, 18
CACHE D3NE1SET

i (1) キャッシュ
14, 14, 16, 34, 34, 36, 37, 48, 50, 50, 50, 55, 55

CDROM D3NE1SET
 i (1) CD-ROM

2, 24, 63, 64, 67
CHAN D3NE1SET

i (1) チャネル
2, 14, 14, 15, 15, 16, 39, 39

CHANGE D3NE1SET
i (1) 変更

43, 49, 50, 52, 58, 106, 106
CON D3NE1SET

i (1) 接続
13, 13, 14, 18, 18, 18, 20

CONNECT D3NE1SET
i (1) コネクター

14, 14, 15, 15, 15, 15, 15, 15, 16
CONF D3NE1SET

i (1) 構成
2, 22, 23, 24, 24, 24, 26, 26, 26, 27, 27, 28, 29, 30, 31, 31
33, 44, 44, 44, 45, 45, 45, 45, 47, 47, 47, 48, 54, 57, 57, 6
97, 148, 148, 148, 148

CREATE D3NE1SET
i (1) 作成

26, 26, 45, 49, 49, 50, 100, 102
CUSTOM D3NE1SET

i (1) カスタム構成パス
29, 29, 30

DEFG D3NE1SET
i (1) 定義

 31, 50
DELET D3NE1SET

i (1) 削除
31, 31, 49, 101

DESC D3NE1SET
i (1) 説明

2, 2, 5, 5, 5, 5, 6, 14, 16, 17, 22, 26, 27, 29, 33, 39, 41, 44
50, 65, 65, 87



 

DEVD D3NE1SET
i (1) デバイス・ドライバー

4, 61, 67, 68, 70, 70, 74, 75, 76, 77, 78, 79, 81
DISKA D3NE1SET

i (1) ディスク・アレイ
26, 31, 49, 100, 101, 108

DISKETT D3NE1SET
i (1) ディスケット

2, 64, 67
ERRMSG D3NE1SET

i (1) エラー・メッセージ
38, 39, 136, 136, 136, 136, 145, 145, 146, 146, 146, 146, 1
146, 148, 148, 148

EVL D3NE1SET
i (1) イベント・ログ

23, 44, 45, 117
EXAMP D3NE1SET

i (1) 例
6, 7, 8, 10, 11, 22, 27

EXPRESS D3NE1SET
i (1) 高速構成パス

26, 27, 28
FEATUR D3NE1SET

i (1) 機能
5, 14, 14, 16, 34, 154

HDISK D3NE1SET
i (1) ハード・ディスク

14, 29, 30, 41, 45, 49, 53, 112, 113, 115
HOTSPAR D3NE1SET

i (1) ホット・スペア・ドライブ
14, 30, 31, 35, 37, 37, 42, 43

ICON D3NE1SET
i (1) アイコン

23, 23, 31, 44, 44, 44, 44, 45, 45, 45, 46
INFP D3NE1SET

i (1) 情報パネル
33, 34, 35, 36, 37, 38, 39

INITIAL D3NE1SET
i (1) 初期化

46, 46, 46, 47, 47, 57, 104, 113
INSTAL1 D3NE1SET

i (1) 取り付け
 17
INSTALL D3NE1SET

i (1) インストール
3, 4, 4, 13, 61, 61, 67, 67, 68, 68, 69, 70, 70, 74, 74, 75, 7
79, 81, 87, 88, 90, 108

ILL D3NE1SET
i (1) 図示

7, 8, 9, 11, 22
IPSS D3NE1SET

i (1) IPSSENDプログラム
63, 87, 120, 120, 120, 131

IPSM D3NE1SET
i (1) IPSMONプログラム

63, 87, 131, 132, 132



 

RADLEV D3NE1SET
i (1) レベル、論理ドライブ

6, 8, 9, 11, 40, 40, 40, 40, 41, 41, 41, 101, 101, 101, 103, 
104, 106, 106, 106, 106, 106, 154

LOGDR D3NE1SET
i (1) 論理ドライブ

5, 14, 29, 31, 31, 31, 32, 32, 32, 35, 36, 36, 36, 36, 36, 39
40, 40, 41, 47, 51, 51, 51, 51, 56, 56, 56, 99, 102, 102, 102
104, 105, 106, 106, 108, 109, 117, 154

MMENU D3NE1SET
i (1) メイン・メニュー

23, 54, 54, 92
MESSGS D3NE1SET

i (1) メッセージ
85, 136, 136, 145, 146, 146, 146, 146, 148, 148

MODE D3NE1SET
i (1) モード

24, 24, 25, 26, 26, 26, 29, 33
MONITOR D3NE1SET

i (1) 監視
67, 91, 115, 116, 117, 119

NUP D3NE1SET
i (1) ネットワーク・オペレーティング・システム

 4
MAX D3NE1SET

i (1) 最大
14, 14, 14, 14

MINICON D3NE1SET
i (1) ミニ構成メニュー

55, 56, 57, 57, 57
NETWARE D3NE1SET
 i (1) NetWare

2, 64, 66, 74, 74, 75, 76, 77
OS2 D3NE1SET
 i (1) OS/2

2, 64, 66, 78, 81, 82
PANEL D3NE1SET

i (1) パネル
33, 34, 35, 36, 37, 38, 39

PHYSDRV D3NE1SET
i (1) 物理ドライブ

14, 36, 38, 38, 41, 42, 42, 42, 42, 42, 43, 43, 45, 49, 53, 1
111, 115, 119

PROGRAM D3NE1SET
i (1) プログラム

24, 26, 45, 54, 61, 65, 65, 65, 66, 67, 68, 82, 87
REBUILD D3NE1SET

i (1) 再構築
42, 111, 154, 154, 155, 155

SAMP D3NE1SET
i (1) 例

6, 22, 27
SRAID D3NE1SET

i (1) ServeRAIDアダプター
i, 14, 22, 24, 26, 43, 44, 54, 56, 136

RAID D3NE1SET



 

 i (1) RAID
5, 6, 6, 8, 9, 11, 14, 36, 40, 40, 41, 41, 41, 104, 106, 106, 

START D3NE1SET
i (1) 開始

24, 24, 24, 24, 54, 82, 83, 91, 92, 120, 131
STATEDR D3NE1SET

i (1) 状態、ドライブ
36, 39, 40, 40, 40, 40, 40, 41, 41, 41, 41, 41, 42, 42, 42, 4
43, 110, 110

SUPP D3NE1SET
i (1) サポートされる

5, 14, 14, 14
SYNCH D3NE1SET

i (1) 同期
34, 35, 46, 51, 51, 104

TRBLC D3NE1SET
i (1) 障害追及

 136, 136
USING D3NE1SET

i (1) 使用
22, 26, 27, 28, 29, 30, 31, 31, 31, 33, 43, 44, 45, 45, 46, 4
54, 57, 84, 84, 94, 94, 99, 120, 132

VIEW D3NE1SET
i (1) 表示

23, 33, 33, 33, 34, 34, 34, 34, 35, 35, 36, 36, 37, 38, 39, 3
55

WINDOWS D3NE1SET
 i (1) Windows

2, 64, 65, 69, 70, 70
WWW D3NE1SET

i (1) ワールド・ワイド・ウェブ (WWW)
2, 44, 47, 63, 63, 64, 157, 158

List Items

id File Page References

STP2 D3NE1CH1
 3 2
 3
OFF D3NE1CH2
 17 2
 19
DSC D3NE1CH2
 18 10
 18
NDSC D3NE1CH2
 18 11
 18
STP3 D3NE1CH2
 18 12
 18
COVON D3NE1CH2



 

 19 15
 18
RDLEV D3NE1CH3
 31 6
 32
TWOLOGD D3NE1CH3
 31 7
 32
TWOLOGE D3NE1CH3
 32 8
 32
ONELOG2 D3NE1CH3
 32 10
 32
STEPPP2 D3NE1CH3
 54 2
GOOF D3NE1CH4
 77 12
 78
NW D3NE1CH4
 88 5
 88

Footnotes

id File Page References

KB D3NE1CH1
 4 1
 4
VDHI D3NE1CH2
 18 2
 18
GIGG D3NE1CH3
 30 3
 29



 

Revisions

id File Page References

DOT ?
 ? ?

ii, ii, v, vi, 3, 3, 3, 4, 4, 4, 5, 5, 5, 5, 5, 6, 6, 6, 8, 8, 8, 8, 
9, 10, 14, 14, 14, 14, 14, 14, 15, 15, 17, 17, 19, 19, 22, 22
27, 27, 28, 28, 28, 29, 29, 29, 29, 29, 29, 30, 30, 31, 31, 3
32, 34, 34, 35, 35, 37, 37, 38, 38, 42, 42, 44, 45, 46, 46, 4
47, 47, 48, 48, 48, 49, 49, 49, 49, 50, 50, 51, 51, 51, 52, 5
52, 52, 53, 53, 54, 54, 54, 54, 54, 54, 55, 56, 56, 56, 56, 5
57, 57, 57, 58, 58, 58, 58, 99, 99, 105, 105, 107, 107, 111,
114, 117, 117, 117, 117, 117, 117, 117, 117, 118, 118, 119
120, 120, 120, 121, 121, 124, 125, 125, 125, 131, 132, 133
133, 133, 133, 133, 135, 156, 157, 157, 157, 157, 158, 158

DOT2 ?
 ? ?

5, 5, 5, 5, 6, 6, 16, 16, 18, 18, 20, 20, 23, 23, 27, 27, 28, 2
30, 30, 32, 32, 32, 32, 32, 32, 35, 35, 36, 36, 36, 37, 37, 3
38, 38, 38, 38, 38, 38, 38, 38, 38, 38, 38, 38, 39, 39, 39, 3
40, 40, 42, 42, 44, 44, 44, 44, 45, 45, 45, 45, 45, 45, 46, 4
47, 47, 49, 49, 50, 50, 51, 51, 51, 51, 52, 52, 52, 52, 52, 5
52, 53, 54, 54, 54, 54, 54, 54, 55, 55, 55, 55, 55, 55, 55, 5
55, 56, 56, 56, 56, 56, 56, 56, 56, 56, 56, 56, 57, 57, 57, 5
58, 58, 59, 59, 62, 62, 64, 64, 66, 66, 66, 66, 66, 66, 68, 6
75, 75, 78, 79, 86, 86, 87, 87, 87, 88, 88, 88, 115, 115, 116
116, 116, 121, 121, 122, 122, 122, 122, 122, 122, 123, 123
123, 123, 123, 125, 125, 133, 133, 136, 136, 143, 144, 148
148, 148, 148, 148, 148, 148, 148, 148, 149, 149, 149, 149
149, 149, 149, 149, 149, 149, 149, 149, 149, 150, 150, 150
150, 150, 150, 150, 150, 150, 150, 150, 151, 151, 151, 151
151, 151, 151, 151, 151, 151, 151, 151, 151, 151, 151, 152
152, 152, 152, 152, 152, 152, 152, 152, 152, 152, 152, 152
152, 153, 153, 153, 153, 153, 153, 153, 153, 153, 153, 153
153, 153

Spots

id File Page References

SCRUB D3NE1CH3
 34 (no text)
 51
CACHRAM D3NE1CH3
 48 (no text)
 34
RBRATE D3NE1CH3
 48 (no text)
 34
SETSTR D3NE1CH3
 49 (no text)



 

4, 6, 30, 34
SCRUB2 D3NE1CH3
 51 (no text)
 35
OPTIM D3NE1CH3
 52 (no text)
 39
WWSRP D3NE1CH4
 63 (no text)
 44, 87
ERASEV D3NE1CH5
 126 (no text)
 136
CAT2 D3NE1CH6
 137 (no text)
 141
DOTRAD D3NE1CH6
 138 (no text)
 141

Processing Options

Runtime values:
Document fileid .................................................................................................. D3NE1MST SCRIPT
Document type ................................................................................................... USERDOC
Document style ................................................................................................... IBMXBGD
Profile ................................................................................................................. EDFPRF40
Service Level ...................................................................................................... 0028
SCRIPT/VS Release ........................................................................................... 4.0.0
Date ..................................................................................................................... 98.11.13
Time .................................................................................................................... 14:33:16
Device ................................................................................................................. PSA
Number of Passes ............................................................................................... 3
Index ................................................................................................................... YES
SYSVAR G ........................................................................................................ INLINE
SYSVAR X ........................................................................................................ YES

Formatting values used:
Annotation .......................................................................................................... NO
Cross reference listing ........................................................................................ YES
Cross reference head prefix only ....................................................................... NO
Dialog ................................................................................................................. LABEL
Duplex ................................................................................................................ YES
DVCF conditions file ......................................................................................... (none)
DVCF value 1 .................................................................................................... (none)
DVCF value 2 .................................................................................................... (none)
DVCF value 3 .................................................................................................... (none)
DVCF value 4 .................................................................................................... (none)
DVCF value 5 .................................................................................................... (none)
DVCF value 6 .................................................................................................... (none)
DVCF value 7 .................................................................................................... (none)



 

DVCF value 8 .................................................................................................... (none)
DVCF value 9 .................................................................................................... (none)
Explode ............................................................................................................... NO
Figure list on new page ..................................................................................... YES
Figure/table number separation .......................................................................... YES
Folio-by-chapter ................................................................................................. NO
Head 0 body text ................................................................................................ (none)
Head 1 body text ................................................................................................ 第
Head 1 appendix text ......................................................................................... 付録
Hyphenation ........................................................................................................ NO
Justification ......................................................................................................... NO
Language ............................................................................................................ JAPA
Keyboard ............................................................................................................ 395
Layout ................................................................................................................. 1
Leader dots ......................................................................................................... YES
Master index ....................................................................................................... (none)
Partial TOC (maximum level) ........................................................................... (none)
Partial TOC (new page after) ............................................................................ INLINE
Print example id's ............................................................................................... NO
Print cross reference page numbers ................................................................... YES
Process value ...................................................................................................... (none)
Punctuation move characters ............................................................................. (none)
Read cross-reference file .................................................................................... (none)
Running heading/footing rule ............................................................................ NONE
Show index entries ............................................................................................. NO
Table of Contents (maximum level) .................................................................. (none)
Table list on new page ....................................................................................... YES
Title page (draft) alignment ............................................................................... RIGHT
Write cross-reference file ................................................................................... (none)

Imbed Trace

Page 0 D3NE1SET
Page i E1D9EENG
Page i D3NECOPY
Page v D3NE1PRF
Page viii D3NE1CH1
Page 11 D3NE1CH2
Page 20 D3NE1CH3
Page 59 D3NE1CH4
Page 90 D3NE1CH5
Page 134 D3NE1CH6
Page 156 D3NE1CH7
Page 160 D3NE1APD
Page 161 E1D9SNT
Page 161 E1D9PAT
Page 162 E1D92000
Page 163 E1D9GENT
Page 165 DBCS DSMDBIX


